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午前 ９時００分 開会

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。

ただいまの出席議員は１４名でございます。

これより、令和２年第３回上富良野町議会定例会

を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。

本定例会は、９月１１日に告示され、同日、議案

等の配付を行い、その内容につきましては、お手元

に配付の議事日程のとおりであります。

監査委員から例月現金出納検査結果報告、教育長

から平成３１年度上富良野町教育委員会点検・評価

の報告がありました。

町長から本定例会までの主要な事項について行政

報告の発言の申し出があり、その資料として、行政

報告とともに、令和２年度建設工事発注状況を配付

しましたので、参考に願います。

また、議案第１６号教育委員会委員の任命につい

て、明日１７日に配付の予定であります。

本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に配

付の議会の動向のとおりであります。

最後に、本定例会の説明員につきましては、町長

以下関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出席し

ております。

以上であります。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

２番 佐 川 典 子 君

３番 髙 松 克 年 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 議会運営委員長報告

○議長（村上和子君） 日程第２ 議会運営委員長

報告を行います。

本定例会の会期日程等の議事運営に関し、審議・

決定した内容について、議会運営委員長の報告を求

めます。

議会運営委員長、米沢義英君。

○議会運営委員長（米沢義英君） 議会運営委員会

報告を行います。

令和２年度第３回定例会の議会運営等について、

審議・決定した内容を御報告いたします。

本定例会に提出の案件は、町長から提出の議案１

６件、報告案件２件、議長からの報告案件２件であ

ります。

去る８月２６日、９月９日に議会運営委員会を開

き、付議事件、会期及び議事日程等の審議並びに本

定例会までに受理しました４件の陳情、要望の取り

扱いについて審議いたしました。

４件の陳情、要望については、所管の常任委員会

で審議し、３件については採択とし、発議すること

といたしました。

また、まちの一般行政についての質問について審

議しました。

９月３日正午までの通告期限までに、元井晴奈議

員外６名の議員から通告がありましたので、質問の

順序は、先例により、通告書を受理した順で、本日

１６日に５人が質問を行い、明日１７日、２人が質

問を行うことといたしました。

質問の要旨は本日配付のとおりであります。

方法等は、上富良野町議会会議規則及び上富良野

町議会運営に関する先例に基づいて行うことになり

ますので、活発な議論をお願いいたします。

これらの状況を考慮し、９月定例会の本会議の会

期については、提出案件の状況などを検討した結

果、本日から９月１７日までの２日間と決定いたし

ました。

また、８月２６日、第１期（前期）上富良野町議

会活性化推進計画を策定し、今後、活性化に向け、

議論を深めて、実行していくことになりましたの

で、ここに報告させていただきます。

以上、議会運営委員会での結果を御報告申し上げ

ましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われるよ

う、よろしくお願い申し上げまして、議会運営委員

会の報告といたします。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営委

員長報告を終わります。

──────────────────

◎日程第３ 会期の決定について

○議長（村上和子君） 日程第３ 会期の決定につ

いてを議題といたします。
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お諮りいたします。

本定例会の会期は、本日から９月１７日までの２

日間といたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、会期は、本日から９月１７日までの２日

間と決定いたしました。

──────────────────

◎日程第４ 行政報告

○議長（村上和子君） 日程第４ 行政報告を行い

ます。

本定例会までの主な行政執行の経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。

町長、向山富夫君。

○町長（向山富夫君） おはようございます。

議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第２回定例町議会に御出席いただ

き、まことにありがとうございます。

それでは、去る６月定例町議会における町政執行

の概要について報告させていただきます。

まず、台風４号から変わった温帯低気圧による被

害の状況についてでありますが、８月７日、本町に

おいても、午前５時８分に……（発言する者あり）

失礼いたしました。冒頭から間違ったそうでござ

います。冒頭、第２回定例町議会に訂正させてくだ

さい。

○議長（村上和子君） 第３回。

○町長（向山富夫君） これが間違っているんだ。

ごめんなさい。

第３回定例町議会に御出席いただきましてまこと

にありがとうございます。

それでは、去る６月定例町議会以降における町政

執行の概要について報告させていただきます。

まず、台風４号から変わった温帯低気圧による被

害の状況についてでありますが、８月７日、本町に

おいても、午前５時８分に暴風警報が発令され、午

前５時４０分に情報連絡本部を設置し、情報収集に

努めるとともに、防災無線を通じて町民の皆様に注

意喚起を行ったところであります。

なお、早朝からの強風により、街路樹の倒木が３

本、家屋等の屋根被害が６件、泉町公営住宅の外壁

被害が１棟との報告があったところであります。

次に、基地対策関係についてでありますが、上富

良野町基地対策協議会による令和３年度の「防衛施

設周辺整備対策に対する要望」として、７月１日に

上富良野町駐屯地と陸上自衛隊第２師団、７月６日

に北海道防衛局、北部方面総監部に対し要望を行

い、７月２７日から２８日に防衛省及び関係国会議

員に対し中央要望を行ってきたところであります。

また、８月２１日には、北海道基地協議会として令

和３年度の防衛施設周辺整備対策に関する要望を北

海道防衛局において行ってまいりました。

次に、特定健診等の実施状況についてであります

が、新型コロナウイルス感染症予防対策に努めなが

ら、７月６日から１７日までの日程で実施し、特定

健診につきましては８９９人の方が受診されたとこ

ろであります。

また、この期間において、高齢者、若年者、かみ

ふっ子健診、国保外の被扶養者特定健診のほか、各

種がん検診、肝炎ウイルス検診などもあわせて実施

し、２,２２９人の方が受診され、結果説明会や家

庭訪問等において、糖尿病等の重症化予防に重点を

置いた保健指導を行ったところであります。

また、健診会場では、管理栄養士によるインボ

ディ測定を通して、サルコペニア重症化予防に向け

た相談を実施したところであります。

今後も、町民の皆様がみずからの健康について考

え、健康的な生活を送るための健康づくり事業の推

進に努めてまいります。

次に、農作物の生育状況についてでありますが、

６月中旬から下旬は日照不足、また、８月上旬の高

温、降水量不足の影響により、馬鈴薯などで生育の

停滞が心配されましたが、８月下旬から降水量も平

年並みとなり、全体を通して順調な生育に推移して

いるところであります。

既に収穫が終了している麦類につきましては、平

年並みの収量となっており、水稲につきましても、

７月以降の高温多照によって登熟も順調に進み、平

年並みの収量が見込まれているところであります。

いずれにいたしましても、本格的な収穫期を迎

え、農作業の安全確保に努めていただき、よりよい

出来秋となるよう期待をしているところでありま

す。

次に、北海道治水砂防海岸事業促進同盟関係につ

いてでありますが、７月２８日から２９日に東京都

で開催されました北海道開発予算に関する中央要望

へ参加してまいりました。

今後におきましては、道内の道路、河川、砂防事

業の促進はもとより、当町の道路、河川、砂防施設

の整備がより進捗するよう取り組んでまいります。

次に、町立病院に併設し、運営しておりました介

護療養型老人保健施設についてでありますが、この

たびの国の方針として、介護医療院への転換を推進

していることから、本町にいたしましても、今後に

おいて、さらに医療ニーズの高い高齢者の増加が見

込まれることや、介護報酬の増収により、病院の経
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営改善が見込まれることなどの理由がら、７月１日

から介護療養型老人保健施設２８床を介護医療院２

８床への転換を図り、運営をしているところであり

ます。

次に、再開後の小中学校での学校生活についてで

ありますが、６月１日から学校を再開し、文部科学

省基準に基づいた感染症対策を徹底した上で、段階

的に通常の教育活動に戻すよう取り組んでいるとこ

ろであり、１０日間短縮した短い夏休みも終え、８

月１８日から登校を再開しているところでありま

す。

夏休みが明けますと、例年では、学芸会や学校祭

の開催、部活動における全道大会など、スケジュー

ルが目白押しでありますが、感染予防を考慮して、

全ての大会が中止されており、子供たちにとって

は、これまでの成果を示す場が失われ、残念に思っ

ていたところでありますが、現在では代替の大会も

開催される状況となっております。

また、９月１日からは、教職員の負担軽減とし

て、北海道教育委員会から、来年３月までの期間

で、学習指導員及びスクールサポートスタッフ２名

が各校に派遣されたところであり、学校生活の安定

に努めてまいります。

次に、コロナ禍における生活支援、地域経済支援

対策に関し、主な支援策の状況でありますが、ま

ず、子育て支援関係では、町内のゼロ歳から１８歳

までの児童生徒等１,５５５人に対しまして、子育

て応援券を各該当世帯に、また、自粛期間中におい

て勤務いただきました認定こども園等の職員１２９

人に対しまして、子育て支援従事者応援券を交付し

たところであります。

次に、高齢者や障害者の入所及び通所施設関係で

は、各施設において、国からの緊急包括支援交付金

を活用し、感染防止対策等に取り組んでいただいて

いるところでありますが、感染予防対策の継続に向

けて、必要な物品購入費費用等にまち独自での助成

をスタートさせたところであります。

次に、徴税、国民健康保険等の関係では、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による固定資産税、町民

税、国民健康保険税などの町税を対象とした徴収猶

予の特例制度の運用については、９月８日現在、１

３件、約１,２８７万円の町税の猶予を実施してお

ります。

また、新型コロナウイルス感染症の影響による国

民健康保険税の減免については、９月８日現在、３

８件、６９４万円の減免を実施したところでありま

す。

次に、緊急経済対策関係では、９月８日現在、融

資については件数で４２件、融資額で１億１,２７

０万円、利子補給額は１７万８,３６２円、信用保

証料の助成額は２４８万６,７４８円、経営継続奨

励助成金については、件数で１９０件、交付額で

４,０００万円となっております。

なお、経営継続奨励助成金につきましては、今月

から夜間の営業が主となる飲食店を対象として、家

賃支援、北海道新スタイルへの奨励を目的とした奨

励助成金の申請受け付けを開始しております。

また、おうちでグルメ事業につきましては、クー

ポン事業の利用率が５６.７％、食事券配布事業は

９４.３％と、多くの町民の皆様に御利用いただき

ました。

次に、プレミアム率を３０％とするプレミアム商

品券発行事業では、予約販売と一般販売により販売

する中で、利用が開始されているとともに、宿泊、

観光の支援制度として、上富良野宿泊キャンペーン

を実施しているところであり、これらの事業を通じ

て、地域経済回復の下支えになることを期待してい

るところであります。

次に、特別給付金事業関係では、国の特別定額給

付金事業については、８月２５日を申請期限とし

て、不支給の申請があった６人を除く最終的な交付

金対象者は１万５０４人中１万４９３人分の支給申

請があり、既に振り込みを完了し、支給率は９９.

９％となったところであります。

また、子育て世帯臨時特別給付金については、９

月８日現在、７４３世帯、１,３０４人に支給し、

予算執行率は９１.２％となっております。

さらに、まち独自の新生児特別定額給付金事業に

ついては、８月１１日時点で既に出生届けをされて

いた世帯に対し、申請案内を行うとともに、以降は

窓口での手続の際に申請案内を行っており、９月８

日現在、２０人分の支給を完了しているところであ

ります。

最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、６月定例町議会で報告以降に入札執行した建設

工事は、９月１１日現在、件数で２１件、事業費総

額１億９,０１５万７,０００円で、本年度累計で３

２件、事業費総額３億８,６８１万５,０００円と

なっております。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 以上をもって、行政報告を

終わります。

──────────────────

◎日程第５ 報告第１号

○議長（村上和子君） 日程第５ 報告第１号例月

現金出納検査結果報告について、監査委員より報告

を求めます。

代表監査委員、中田繁利君。
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○代表監査委員（中田繁利君） 例月現金出納検査

の結果について御報告いたします。概要のみ申し上

げますので、御了承を賜りたいと思います。

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により執

行いたしましたので、同条第３項の規定により、そ

の結果を御報告いたします。

平成３１年度会計の５月分及び令和２年度会計の

５月分から７月分について、検査の概要並びに検査

結果を一括して御報告いたします。

例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

各会計の出納の収支状況は別紙資料に示すとおりで

あり、現金は適切に保管されていることを認めまし

た。

なお、令和２年５月分の例月現金出納検査結果に

つきまして、会計課及び町立病院から、７月３０日

付で、例月現金出納検査結果に訂正がある旨の報告

を受け、訂正報告のあった内容について、同日、再

度検査をいたしました。

会計課の訂正内容は、第５回臨時会で既に報告さ

れた平成３１年度一般会計繰越明許費の翌年度繰越

額の訂正及び基金の振り替え運用利息の計上額訂正

であり、町立病院の訂正内容は、町立病院事業会計

の月締の伝票処理の誤りにより、病院会計の合計残

高試算表の流動資産、流動負債、病院事業費用及び

資本的支出の計上額の訂正でありました。

今後、このような訂正が生じないよう、内容の確

認とチェックを十分に行ってから提出をするように

と口頭で指摘を行いました。

検査結果の資料につきましては、御高覧いただい

たものと存じ、説明を省略いたします。

また、税の収納状況につきましては、２１ページ

に添付していますので、参考にしていただきたいと

思います。

以上、例月現金出納検査の結果報告といたしま

す。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば承ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって、報告第１号例月現金出納検査結果報告につ

いてを終わります。

──────────────────

◎日程第６ 報告第２号

○議長（村上和子君） 日程第６ 報告第２号平成

３１年度上富良野町教育委員会点検・評価の報告に

ついて、報告を求めます。

教育振興課長。

○教育振興課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました報告第２号平成３１年度上富良野町教育

委員会点検・評価の報告についての御説明を申し上

げます。

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２６条の規定により、教育委員会は毎年そ

の権限に属する事務の点検及び評価を行い、報告書

を作成の上、議会に提出し、町民に公表するもので

あります。

この点検・評価の作成に当たりましては、教育に

関し、学識経験を有する教育行政評価委員３名の御

意見をお聞きし、報告書にまとめたところでござい

ます。

それでは、報告書を御覧いただきたいと思いま

す。

まず、１ページを御覧いただきたいと思います。

１ページには、点検・評価の目的及び内容、議

会、町民への公表、評価の手法を記載してございま

す。

２ページをお開き願います。

２ページには、評価方法と評価結果について記載

しており、平成３１年度の評価対象事業は４１事業

となっており、その結果をまとめております。

中ほどに評価結果を記載してございます。第１表

の達成度から第３表までの総合評価について、４１

の評価される事業につきましては、Ａ及びＢの評価

となり、Ｃ及びＤの評価はございませんでした。

３ページを御覧いただきたいと思います。

３ページには、教育委員会議の開催一覧を記載し

てございます。

４ページ及び５ページにおきましては、参考資料

を記載してございます。

次に、６ページから７ページには、教育委員会議

の開催状況と議案など。

８ページから９ページには、教育委員会協議会の

開催状況を。

１０ページから１２ページまでには、学校訪問や

行事等の参加状況など、活動状況を記載してござい

ます。

次に、１３ページを御覧いただきたいと思いま

す。

４１件の事務事業評価の中で、学校教育案関係を

一覧で記載してございます。１０項目、１７細目に

わたります。

めくっていただきまして、１４ページから３０

ページまでには、学校教育関係、各事業それぞれ評

価した内容を記載しておりますので、御高覧いただ

きたいと思います。

３２ページを御覧いただきたいと思います。

３１ページには、社会教育班関係を一覧で記載し

てございます。こちらにつきましては９項目、２４
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細項目にわたります。

めくっていただきまして、３２ページから５５

ページまでですが、各事業をそれぞれ評価した内容

を記載しておりますので、御高覧願います。

次に、５６ページから５９ページまででございま

す。

教育行政評価委員会の開催と、その意見を掲載し

ているところでございます。

最後、６０ページ以降につきましては、参考資料

を掲載させていただいております。

以上で、報告第２号平成３１年度上富良野町教育

委員会点検・評価報告についての説明といたしま

す。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば承ります。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） 細かいことで申し訳ないの

ですが、２ページ、評価結果のところで、表３、第

３表の総合評価で、区分の中でＡ、Ｂともに１９

件、２２件となっておりますが、構成比が少ないほ

うが５４％になって、多いほうが４６％なのですけ

れども、これは逆ということで理解してよろしいで

しょうか。

○議長（村上和子君） 教育振興課長。

○教育振興課長（林 敬永君） ５番金子議員の御

質問にお答えさせていただきます。

議員御指摘のとおり、数字の誤りでございますの

で、Ａのほうが４６％、Ｂが５４％で修正をお願い

したいと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑がなければ、これを

もって、報告第２号平成３１年度上富良野町教育委

員会点検・評価の報告についてを終わります。

──────────────────

◎日程第７ 報告第３号

○議長（村上和子君） 日程第７ 報告第３号専決

処分の報告について、交通事故に係る和解及び損害

賠償の額を定めることについての報告を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました報告第３号専決処分の報告について、交

通事故に関わる和解及び損害賠償の額を定めること

につきまして、御説明を申し上げます。

本件の発生状況につきましては、令和元年１２月

１３日、午前７時５分ごろ、公共土木施設維持管理

業務の委託業者であります株式会社アラタ工業の従

業員が、官貸車小型ロータリーで道道吹上線を十勝

岳方面から西に向けて走行し、町道東１線に右折し

ようとした際、後方から追い越しをかけてきた車両

と接触したものです。右折時に後方からの車両に気

づき、左にハンドルを切りましたが、接触を回避す

るには至らず、官貸車は右後輪フェンダーを損傷、

相手車両はガス注入装置口の左後輪フェンダーを損

傷となったものでございます。

なお、官貸車の運転手、同乗者及び相手車両の運

転手ともにけがはありませんでした。

原因といたしましては、双方とも安全運転の注意

を怠ったことによるものと思われますが、当方の過

失割合を３割、相手側を７割で、まちが相手側に２

５万１,２８０円を支払うことで示談が成立したこ

とから、令和２年７月１３日付で専決処分を行った

ところであります。

委託業者に対しましては、運転について注意喚起

したところであり、今後はさらなる安全運転を心が

け、再発防止に努めてまいります。

このたびの交通事故が発生したことについて、深

くおわび申し上げます。

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。

報告第３号専決処分の報告について。

地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、次のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告す

る。

記。

処分事項、交通事故に係る和解及び損害賠償の額

を定めることについて。

裏面を御覧ください。

専決処分書。

町が運行する車両の事故に係る和解及び損害賠償

の額を定めることについて、地方自治法第１８０条

第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和２年７月１３日。

以下、損害賠償の相手方及び和解の内容につきま

しては、記載のとおりであります。

以上で、報告第３号専決処分の報告についての説

明といたします。

御了承賜りますようお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって、

報告第３号専決処分の報告について、交通事故に係

る和解及び損害賠償の額を定めることについてを終

わります。

──────────────────

◎日程第８ 報告第４号
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○議長（村上和子君） 日程第８ 報告第４号令和

２年度（平成３１年度決算）健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について、報告を求めます。

総務課長。

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました報告第４号令和２年度（平成３１年度決算）

健全化判断比率及び資金不足比率の報告について、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第

１項及び第２２条第１項の規定に基づき、監査委員

の意見をつけて御報告申し上げます。

まず、平成３１年度決算における実質赤字比率及

び連結実質赤字比率は生じておりません。実質公債

費比率は７.５％、将来負担比率は４０.６％となっ

ております。

次に、公営事業ごとの資金不足比率は、簡易水道

事業、公共下水道事業、水道事業及び病院事業のい

ずれも資金不足は生じておりません。

各比率はいずれも早期健全化基準を下回ってお

り、健全段階に位置づけられるところであります。

以上で、報告第４号令和２年度（平成３１年度決

算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告といた

します。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって、報告第４号令和２年度（平成３１年度決

算）健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

てを終わります。

──────────────────

◎日程第９ 町の一般行政について質問

○議長（村上和子君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。

質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。

初めに、１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 私は、さきに通告してあり

ます上富良野町くらしの便利帳について、町長にお

考えをお伺いさせていただきます。

町外の民間事業者と共同で行政の各種手続などを

１冊にまとめた情報誌、「くらしの便利帳」を作成

し、全世帯へ配布すると、広報かみふらの８月号、

ナンバー７３５号に記載されております。官民協働

事業により発行され、その発行費用は、民間事業者

の負担及び広告収入で賄われるとお聞きしました。

そこで、次の３点について、町長にお伺いいたし

ます。

１点目、くらしの便利帳としての内容は、上富良

野町の歴史などの地域情報、行政窓口での各種手続

などの行政情報であり、そもそもまちが担うべきも

のと考えます。今回、官民協働事業としてこのよう

に進めようとするに至った経緯についてお伺いいた

します。

２点目、くらしの便利帳は、先ほども申しました

が、根本的な行政サービスなどを１冊にまとめた情

報誌で、全世帯に配布され、町民にとって有用なも

のであるならば、知っておきたいことしの仕事の冊

子のように、まちの予算で作成するという選択肢は

なかったのか、お考えをお伺いいたします。

３点目、コロナ禍で疲弊しているまちの商工業者

に発行費用を広告費として募っております。広告費

なので、もちろん強制ではありませんが、官民協働

事業者として、町長のお名前で協賛依頼ともとれる

文書が出ております。当然ながら町内の商工業者は

まちの事業として受けとめ、広告費として協力して

おりますが、本来、こういった公共性の高いもの

は、やはりまちが負担すべきものと考えますが、町

長の見解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １番元井議員の、くらしの

便利帳に関します３点の御質問にお答えさせていた

だきます。

まず、１点目の経緯についてでありますが、まち

の行政情報は、広報かみふらの、防災行政無線、

ホームページ及び担当窓口など、各種媒体を通して

情報発信、提供させていただいておりますが、この

たび、企画、広告を主とする事業者より、地域情

報、防災行政、行政情報及び生活情報など、まちに

関する総合的な情報等を簡潔にまとめたくらしの便

利帳発行について御提案がありまして、まちの行政

情報の提供ツールが増えることにつきましては、町

民にとりまして有意義なものであることから、発行

事業者が制作費を負担し、行政情報提供は、まちが

協力することなどをもって協定を結び、協働事業と

した経緯にあります。

次に、２点目、３点目の御質問は関連がございま

すので、あわせてお答えさせていただきます。

くらしの便利帳の発行は、前段申し上げましたよ

うに、事業者からの提案に基づき、官民協働事業と

して実施するものであります。これにより、民間事

業者から新たな情報ツールにより行政情報が提供さ

れることは、町民にとりましても有益であり、まち

としては、必要な情報につきましては既に各種媒体

を通じて日常的に提供させていただいており、この

たびのくらしの便利帳につきましては、あくまでも

民間事業者が事業として行うものであり、まちの費

用をもって行うものとは捉えておりません。

また、今回、町内事業者の皆様へお知らせいたし
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ましたのは、この刊行物が広告宣伝に活用できるこ

とを情報提供させていただいたものでありますの

で、御理解を賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） まず、１点目の事業の経緯

についてですけれども、くらしの便利帳の発行につ

いて、企画広報を主としている町外事業者より提案

があったとのことですけれども、町長の実施計画や

行政執行でもお話はお聞きしておらず、以前よりそ

ういった冊子を町民が欲しているという声も聞いて

いなかったところ、急に出てきたように感じまし

た。町長は、以前よりこういったものがあったらい

いなというお考えがあったのか、考えていなかった

けれども、その事業者からの提案があったので取り

組んだということなのでしょうか、その点、お伺い

いたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきます。

こういった情報冊子というのでしょうか、こうい

うものが既に全国的に幾つかの自治体で発行されて

いるということ、そして今回、私どもが官民協働事

業として発行する事業者のものについても目にする

ことはありました。ただ、うちのまちが主導して発

行するというような想定は持っておりませんでし

た。たまたま今回、協働事業としてぜひお考えいた

だきたいということで御提案があって、事前にあら

かじめそういうことを目に触れる機会がありました

ので、わりと私としては理解しやすかったというよ

うな状況でございます。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 今、ほかの自治体でも目に

触れることがあったということですけれども、この

くらしの便利帳、官民協働事業として行っている他

の自治体もあるようですけれども、プロポーザル方

式により業者を選定し、実施したという自治体もあ

りました。公平性、公共性の観点から、他の自治体

のようにプロポーザル方式を導入すべきだったので

はと思いますけれども、その点、お伺いいたしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきます。

冒頭のお答えでもお答えさせていただいておりま

すが、この事業につきましては、まちが費用負担等

を行って行う事業でも性格でございませんので、

様々な事業提案というのは日常的になされておりま

すので、そういった一環の事業の一つとして捉えて

おりますことから、事業者の提案にまちが理解をで

きるものであれば御協力させていただくというのが

共通した認識として捉えているところでございま

す。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 今の御答弁では、発行、事

業者が制作、費用負担、まちは行政情報を提供する

などといった協定を結び、このくらしの便利帳の発

行は、あくまでも町外のその民間事業者が事業とし

て行うものであって、まちとしては、その民間事業

者に行政情報を提供して、町内の商工業者には、こ

の刊行物はよい広告媒体として活用できますよとい

う情報を提供したものだとおっしゃいましたけれど

も、発行の主体はあくまでも町外の民間事業者が事

業として行うものなのか、両者が官民で発行すると

いうものなのか、もう一度そのあたり、発行の主体

をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきますが、これは民間事業者が生業と

して取り組むものでございまして、あくまでもまち

は行政情報を提供させていただくという立場でござ

います。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） では、発行主体はあくまで

も町外の民間事業者という理解でよろしいのでしょ

うか。そのところ、ちょっともう一度お聞きしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） そういう理解でよろしいか

と思います。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） その町内の商工業者のほう

に上富良野町の名前で案内を、その町外の民間事業

者の方が持ってきて、ぜひやってくれ、まちの事業

だからという雰囲気で説明を受けたという現実があ

るわけで、その町外の事業者が持ってきた広告募集

のチラシには、でかでかと上富良野町との官民協働

事業と書かれ、さらには、このたび上富良野町では

くらしの便利帳の協働発行を決定しましたと書かれ

ております。この文書を見ますと、発行主体は官民

の両者であると受けとめたのですけれども、その点

はどうお考えでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきますが、協働事業ということについ

てはそのとおりでございまして、どういうふうに事
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業者が町内の商工業者の方々に御案内させていただ

いているか、私、承知しておりませんが、まちとし

て商工業者に対しまして御案内させていただきまし

たものを読んでいただければ、事業の性格というも

のは御理解いただけるというふうに考えておりま

す。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） もう１点、関連でお聞きし

ますけれども、町内の事業者が、商工業者が、まち

の事業として誤解して受けとめて、まちの名前で広

告費を協賛依頼していると受けとめてしまった原因

として、その町外の協働事業者の方、広告料の営業

に回られている町外民間事業者の方の名刺に町章、

まちのマーク、それが入っていたのですけれども、

そのあたりも協定書に了解があったのか、どのよう

な感じだったのでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 協定の項目に定義づけられ

ているということでございます。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） まちの町章、その利用も認

めるというやり方には甚だ疑問があります。また、

最初の御答弁でもありましたけれども、町長の名前

で町内の各事業者に来た広告宣伝の活用をお知らせ

する案内状もですけれども、町長名の公文書です

よ。町長はあくまでも民間事業者が事業として行う

ものとおっしゃっていますけれども、あの町長名で

書かれている公文書、あるいは町章マークが入った

営業担当者の名刺を見ると、民間事業者が行うもの

というよりは、まちの事業でまちが広告募集を行っ

ているような誤解を生じてしまう可能性がある、誤

解を生じてしまっているのですけれども、あくまで

町外の民間事業者の事業ということであれば、そう

いった誤解を生じさせないような説明、配慮が必要

であると思いますが、そのあたり、お伺いいたしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきますが、協働事業として事業を行う

形として、一般論で申し上げますが、まちが協働事

業として行う以上は、まちとして関わっているとい

うことを理解していただくことはむしろ一般論とし

ては、私は通常に行われていることだというふうに

理解をしておりまして、また、まちが協働事業とし

て行っているのだということがむしろいろいろ情報

を受ける側として、やはりともすれば様々な営業形

態がある中で、まちも協働事業として関わっている

ということについて、むしろ信頼度を高めていくよ

うな効果も逆に期待できるものでないかなというふ

うにも理解しております。

いずれにいたしましても、こういった事業が町民

に対するサービス向上につながるというふうに判断

するものでございますので、営業の仕方そのものは

全部まちが同行しているわけでございませんので、

どういう言葉を使っておられるかということまでは

承知できませんが、まちとして協働事業として取り

組んでいるという、そういうもとで行われていると

いうことに対しまして、まちとしては一般的に行わ

れている通常の事業として捉えているところでござ

います。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） まちの予算で行うものとは

捉えていないということで、発行費用はその町外の

民間事業者の負担で、まちはお金がかからないから

ということで、まちの費用を全く使わずに、全額そ

の民間事業者が負担するというところが、この官民

協働事業としての取り組みだと理解しました。税金

を使わずにこういった便利帳を発行するというやり

方は、非常にいいことなのでしょうけれども、間接

的には、町内の商工業者が広告料として発行費用を

負担しているわけで、広告を出す、出さないはまち

の商工業者の各自の判断によりましょうけれども、

別に強制ではなくて、何ら法的な問題とかは全然な

いと思いますけれども、やはりまちが作成、全世帯

に配布する、そういったもののあり方について、公

共性の高いものはまちの予算をきちんと使って発行

するべき性質のものと考えますけれども、町長の見

解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきます。

重複するところもあろうかと思いますが、御容赦

いただきたいと思いますが、私、一般的にこういう

事業活動が行われているということ、何度も申し上

げておりますが、例えば学校行事等のプログラムと

か案内所に事業者の広告をあわせて掲載するとか、

あるいは電話帳等におきましても、日常的にＮＴＴ

が発行している電話帳もあるにも関わらず、民間広

告事業者が広告等を募って町内向けの、町民向けの

電話帳を発行するなど、私としては一般的に行われ

ていることだというふうに思っております。

今回、発行してから、そういう町民がふだん目に

する機会が多いであろうものについて広告を載せら

れるのだったら、ぜひ知らせてほしかったと、私も

載せたかったというようなことになりますと、これ

はむしろ効果が下がりますので、そういう意味で、

親切心でお知らせ、前もってこういうものが発行さ

れるのですよ、もしよければ活用されませんかとい
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う意味で御案内させていただいたということで御理

解賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） このくらしの便利帳の発行

費用は民間の負担という契約であるとお聞きしまし

たけれども、その発行費用は全部でどのくらい要す

るとか、広告費としてどのくらい集める予定だと

か、そういったことに関して、協働事業者として、

そのあたり、どの程度把握していらっしゃるのか、

お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。

○町民生活課長（星野耕司君） １番元井議員の御

質問にお答えします。

事業者から聞いている広告の掲載目標につきまし

ては、約４０件とお聞きしております。現在、３５

件の申し込みがありまして、町外からは２件という

ことでお聞きしております。発行費用につきまして

は、制作、印刷につきましては２００万円程度とい

うことでお聞きしておりまして、全体の事業者の収

支計画によると、４００万円ということでお聞きし

ております。

以上であります。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） コロナ禍で、疲弊して、持

続化給付金を受領し、ぎりぎりのところでやってい

る町内の商工業者に、強制ではないですけれども、

ですが、その広告費を募るということは、今、時期

的なところも、また、広告料、１コマ５万円からと

いう金額的なところも疑問に思うところがありまし

て、町内の商工業が間接的に発行費用を負担してい

る点は否めないところがあります。町内の商工業者

の業種によっては、コロナの影響で、ふだんの平時

であれば広告宣伝費を出せたかもしれないけれど

も、今、コロナ格差が生じている今、現状では、広

告を出したくても出せない、逆に支援がほしいと

いった事業者さんもいまして、民間の刊行物なら何

も言いませんけれども、官民協働事業と名乗って、

公共性の高い刊行物として各家庭にお届けするもの

であれば、広告を出せるところだけ出してというと

ころは、コロナを原因とした不公平が生じる可能性

があり、行政の公平性が保てないと思われます。や

はりこういったもののあり方といいますか、公共性

の高いものは、本来ならば行政がやるべきものどあ

ると思いますが、再度お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきますが、あくまでもそれぞれの事業

者の判断によって判断はされるものでございまし

て、コロナ禍であるから云々というような、そうい

う状況に基づいて事業を想定しているものでござい

ませんので、それぞれ御判断の中で、むしろ捉え方

によっては、こういう苦境だからこそ、こういった

広告宣伝を通じてしっかりとみずからの経営を支え

ていこうというふうに捉えることもできますので、

これはその人、その人の価値判断でございますの

で、一概に私が申し上げるものではないというふう

に理解しております。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 最後に、町長がおっしゃる

ように、全世帯に配布されるものとして、この刊行

物は非常にいい広告媒体になるのではないかと私も

思われます。それならば、今、このコロナの影響を

受けている、例えば中小企業経営継続奨励金の交付

事業の対象となった町内の事業者さんのまた支援と

して、この広告費をまちが負担するなど、今、コロ

ナ禍というタイミングでくらしの便利帳を発行する

点について、最後にお考えをお伺いして、質問を終

わります。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 元井議員の御質問にお答え

させていただきます。

事業の趣旨につきましては御理解いただいている

ものと思います。とりわけこういった刊行物を媒体

として広告・宣伝活動をそれぞれ事業者において判

断するということは、何度も申し上げております

が、日常、一般的に行われているものでございまし

て、こういったツールを自分の商売の中で大いに期

待できるものだとして捉える事業者もあるでしょう

し、あるいは、事業によっては、そういうこういっ

たものが効果的な効果を期待できないというふうに

判断される事業者もあるでしょうし、これはその媒

体、媒体をどのように活用していくかということ

は、個々の事業者が判断をしていただけるものとい

うふうに理解をしているところでございます。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

以上をもちまして、１番元井晴奈君の一般質問を

終了いたします。

次に、１１番小林啓太君の発言を許します。

○１１番（小林啓太君） 私は、さきに通告してい

た２項目、７点に関して、町長に質問いたします。

まず１項目めの、ロケサポートセンター運営につ

いてですが、『泥流地帯』映画化に向けた動きも

着々と進む中、令和２年度、新規事業のロケサポー

トセンターの運営に関し、次の５点をお伺いいたし

ます。

１点目は、『泥流地帯』の撮影開始予定時期に関

して。
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２点目は、本年度のロケサポートセンターの活動

に関し、これまでの取り組みについて。また、下半

期の活動計画について。

３点目は、ロケのサポートをまちとして取り組ん

でいくに当たり、上富良野で撮影してもらう際の強

味として、どのような点を今後もアピールしていく

べきと考えているか。

４点目は、撮影中、上映前、上映中、上映後と、

ロケが行われることによって、まちが大いに活気づ

くと考えられますが、この連続性の中で、どこまで

がロケサポートセンターの役割と考えるか。

５点目は、『泥流地帯』後のロケサポートセン

ター運営に関し、どのように継続して運営していく

べきと考えているか。

続いて、２項目めの登山道の整備についてです

が、上富良野町内の山々にある登山道に関しては、

管理主体が様々であり、まちが一体的に管理する難

しさがある一方で、登山を楽しむ町民や上富良野に

登山を楽しみに訪れる観光客にとっては、まちが管

理しているとの期待があると考えます。また、登山

道が整備されていることは、まちが掲げるジオパー

ク構想においてもとても重要な要素であると考えま

す。

そこで、まちの登山道整備に関して、次の点をお

伺いします。

１点目は、道や国に対してはどのような手段と頻

度を持って登山道の整備を呼びかけているか。ま

た、その方向性はどのように示されているか。

２点目は、現状、上富良野十勝岳山岳会に対し、

登山コース及び冬季スキーコース整備を委託してい

るが、その予算や整備の方針に関して、適宜話し合

いの場を持たれているか。

以上、２項目、７点について、町長のお考えをお

伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の２項目の

御質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めのロケサポートセンターに関する

５点の御質問にお答えさせていただきます。

１点目の、『泥流地帯』の撮影開始時期について

でありますが、当初、令和４年２月の公開を目指し

ていたところでありますが、コロナ禍の影響で、映

像業界全体の動きに大きな遅延が生じておりまし

て、現時点では、当初の令和４年２月には難しい

が、令和４年中の公開に向けて準備を進めたいと制

作者側から伺っておりまして、そのようなことか

ら、撮影は令和３年、明年に入ってから開始される

ものと想定しているところでございます。

次に、２点目の、ロケサポートセンターの活動に

関する御質問でありますが、現在、産業にぎわい協

議会においてその役割を担い、活動に取り組んでい

るところであります。

まず、活動につきましては、年度当初より予定し

ておりました活動も、新型コロナウイルス感染症の

影響から、十分な活動ができず、外出、移動の自粛

が緩和されてからは、ロケツーリズム活動として、

情報番組の収録やミュージックビデオなどの撮影支

援のほか、ロケ情報専門誌への掲載、上富良野ロケ

地マップの制作、さらに、現在公開中であります映

画『糸』に関連したロケ地観光誘致事業として、庁

舎内に大型パネルや観光スポットを設けるなどの活

動を展開しているところであります。

また、下半期につきましては、町民の皆様が主体

となってロケ支援を行う活動方法や、撮影に関する

各種許認可、エキストラ、ロケ地データベースの登

録、宿泊やロケ弁、撮影機材の物資調達等の支援体

制の構築に向けて準備を進めていくとともに、ロケ

ツーリズム協議会を通じた撮影の誘致についても取

り組んでまいります。

次に、３点目の、まちがロケ地支援を行っていく

上でアピールすべき点についての御質問であります

が、まず、北海道を象徴するすばらしい景観は何に

も変えがたいアピールポイントでありますが、上富

良野をアピールすることが最も重要でありますの

で、現在進めております『泥流地帯』の映画化を通

じ、その歴史的価値や教育的価値など、本町でしか

伝えることのできない噴火災害からの復興への歩み

なども大きなアポイントとして生かしてまいりたい

と考えております。

また、これまで様々な映像制作者との情報交換を

行っていく中で、制作者側では多くのシーン撮影を

一定のエリアの中で行えること、さらに、協力体制

が整っていることなど、円滑な撮影が進められる環

境が最も求められていると感じておりますことか

ら、これらのニーズに応えられるような支援体制へ

の取り組み状況についても、制作者側にアピールし

てまいりたいと考えております。

次に、４点目の、ロケサポートセンターの役割に

ついてでありますが、制作者による調査段階から、

ロケ誘致や権利処理に関わり、許諾などの手続関係

の支援または代行、撮影中の直接的な支援、公開前

の共同ＰＲプロモーション、公開以降のロケ地観光

プログラムの企画実行、グッズやＤＶＤなどを通じ

た地域振興への活用など、あらゆる場面で関わりを

持つことを想定しているところであります。

特に『泥流地帯』のように、本町に特化するよう

な作品については、クランクインから放映後におけ

るロケセット等の利活用を含め、その効果がいつま
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でも持続するよう、継続的な取り組みが重要である

と受けとめているところであります。

ロケ支援の形は様々でありますので、町民の皆様

に参加していただける機会につきましても、積極的

に参加を促し、ロケツーリズムに対する理解を深め

ていただくことも重要であることから、あらゆる取

り組みについて、ロケサポートセンターが積極的に

役割を果たしていかなければならないものと考えて

おります。

最後に、５点目の、『泥流地帯』映画化後のロケ

サポートセンターの運営についてでありますが、前

段申し上げましたように、ロケサポートセンターに

つきましては、多様な映像作品の誘致、撮影に関す

る支援が役割となっておりますので、最大のコンテ

ンツであります『泥流地帯』の後においては、まさ

にサポートセンターとしての進化を発揮するべきも

のと捉えておりまして、これまでの経験やノウハウ

を生かして、地域の活性化に貢献できるよう、ロケ

ツーリズム活動の先進事例なども参考にしながら、

継続的な取り組みを行ってまいりたいと考えており

ますので、御理解を賜りたいと存じます。

次に、２項目めの登山道整備に関する２点の御質

問にお答えさせていただきます。

御質問のとおり、十勝岳本峰や富良野岳などへの

登山につきましては、毎年多くの方が訪れ、近年で

は、特に中高年の方々を中心とした登山ブームを背

景に、その数は増加傾向にあります。

その一方で、厳しい自然環境のもとであることか

ら、登山道の荒廃等の問題も指摘されていることも

認識しているところであります。

１点目の、北海道や国に対する登山道整備に係る

呼びかけについてでありますが、北海道に対しまし

ては、まち独自の要望のほか、毎年上川地方総合開

発期成会を通じて、大雪山国立公園内の施設整備に

関し、十勝岳地区登山道整備、インバウンド向け登

山道表示看板の設置や、上ホロカメトック避難小屋

の整備について要望させていただき、国に対しまし

ても、特に噴火災害対策として、特に登山道におけ

るシェルター等の避難施設整備についても継続して

要望しているところであります。

また、まちが加盟している大雪山国立公園連絡協

議会や火山防災強化市町村ネットワークなどを通じ

ても、登山道の整備や火山防災対策の強化について

要望しているところであります。

これらに対する国や北海道の動きにつきまして

は、まちが管理している登山道を含め、多くが北海

道による管理となっておりますことから、必要に応

じ、北海道において、登山道の一部を修復整備して

いただいておりますが、いまだ整備が必要な箇所も

多くあり、引き続き登山者の安全確保を図るため、

早期の整備について働きかけてまいります。

２点目の、登山道等の整備委託についてでありま

すが、現在、まちが借り受けし、登山道として管理

している三段山登山ルートの登山道及びスキーコー

ス整備につきましては、登山者のけが防止、安全確

保を目的として、上富良野十勝岳山岳会に御理解を

いただき、委託をした中で、定期的な笹刈りや流木

の枝払いなどを行っていただいているところであり

ます。厳しい環境の中で、危険も伴う作業でありま

すが、これまでも上富良野十勝岳山岳会と連携し、

必要な予算措置を講じながら、登山道等の整備を

行っていただいているところであります。今後も適

時協議を行いながら、登山道の整備委託をお願いし

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜り

たいと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） まず、１項目めのロケサ

ポートセンター運営に関してですが、町長主導で

行ってきた『泥流地帯』の映画化がいよいよ具体的

なものとなっていっていることをとてもうれしく思

い、ここまで努力されてきた方々に敬意を表すると

ともに、この一大プロジェクトがまちにとって最大

限有意義なものになるよう、ロケサポートセンター

の運営に大いに期待するところであります。

また、令和３年に入ってから撮影が開始されるこ

とが想定されるということで、ここから先の運営が

大変重要になってくると考えられます。

そこで、２点目の、下半期の活動計画に関してで

すが、御報告いただいた計画に対し、十分な人員や

スケジュールが確保されているか、こちら、念のた

めに御確認させていただきたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の、下期に

対します活動についての考え方でございますが、今

月末に、実は制作予定者とさらに突っ込んだ協議を

させていただく予定がもう組まれておりますが、そ

こでさらに先ほど御説明させていただきました内容

が詰まるものというふうに理解しておりまして、そ

ういった協議を通じて、ロケサポートセンターとし

て制作にどういうふうに具体的に御支援をさせてい

ただくことが双方にとっていいか。特に私、お答え

させていただきましたように、これがその後に直結

してまいりますので、人員の確保というのは恐らく

大変重要なこととなってくると思いますので、こう

いった取り組みに協力していただけるような方々を

少しでも広げてまいりたいと考えておりますので、

とりわけ情報提供を積極的にさせていただかないと



― 13 ―

理解が深まりませんので、そういうことも活動の大

きな中心として捉えて、今後、集中的に、今、こう

いったコロナ禍の中での活動でございますので、制

約はありますけれども、可能な限り町民の皆さん

方、あるいは関係者に情報提供をさせていただきた

いと考えております。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） もう早速打ち合わせ等も

進んでいるとお聞きし、さらなる期待を寄せたいと

思います。

次に、３点目の、ロケ地としてのアピールポイン

トに関してですが、町長の答弁の中にも、円滑な撮

影が求められる環境に対するニーズが高いとありま

した。最近では、撮影機材としてドローンが使用さ

れる頻度も高くなってきており、制作者側のニーズ

も高まっていると考えられます。

一方で、行政のルールや土地所有者の許可など、

撮影に至るまでの手続は、制作側にとって大きな負

担になることも考えられます。この点の対応力は、

ロケ地としての魅力にも大いに関わると考えます

が、ドローン撮影に関して、町長のお考えをお伺い

いたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきます。

今日ではそういったドローンを活用したようなも

のが撮影ツールとして非常に効果的だというのを、

素人ながら私も理解をするところでございまして、

そういったものを実際使用することに伴います許可

行為だとか、そういった専門的なことを私どもの段

階ではそこまで想定する知見が十分ございませんの

で、先ほど申し上げましたロケツーリズム協議会は

非常にそういった専門的な権利関係の調整、あるい

は事前の準備、そういったものに長けた協議会でご

ざいますので、そのようなものと十分に協議を重ね

ながら、委ねるところは委ねて、スムーズな撮影が

できるように、私どもとしても万全を期してまいり

たいと考えているところでございます。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） では、この点のドローン

撮影に関しては、おおむね町長としても、今後、ま

ちに対する要望に対しては、上富良野の景観ですと

かをアピールする上で非常に効果的なものであり、

前向きに協力を検討していくものと捉えてよろしい

でしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきますが、むしろ、私のイメー

ジで申し上げて恐縮ですが、この『泥流地帯』を映

像化する上において、この十勝岳を中心とした富良

野平原のフィールドというのは非常に大きなアピー

ルポイントになると思いますので、むしろドローン

抜きの撮影というのは考えづらいのかなというぐら

いに認識しているところでございます。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ドローン撮影に関して

は、『泥流地帯』後にも、要望があった際には、ぜ

ひ柔軟な御対応を望むところであります。

続いて、４点目のロケサポートセンターの役割に

関して、再度お伺いします。

私事ではありますが、先日、上映中の『糸』を鑑

賞して、地元の見知った場所や、知人がスクリーン

に映し出されるたびに感激してしまいました。鑑賞

したことを知人に話すと大いに盛り上がり、あそこ

の場所がどうだとか、誰々がエキストラで出演して

いるとか、本当に楽しそうに話してくれたことがと

ても印象的でした。そして、『泥流地帯』の映画化

に思いをはせたときに、これは町民が一丸となっ

て、自分たちの地域が主題の映像作品をつくるお手

伝いをし、それが後世まで作成として残る、すばら

しい企画なのだと再認識いたしました。

そこで、主に『泥流地帯』の映画化において、町

民生活の活性化という側面もロケサポートセンター

の役割と考えていいものか、町長にお伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 小林議員の御質問にお答え

させていただきます。

私も全く同感でございます。『泥流地帯』の作品

の後々における町民の生活、あるいはまちの活性化

について大いに生かしたいというのは、そもそもの

私の思いでもございますので、そういった中で、ロ

ケサポートセンターが中心的な役割を果たしていく

ことは、当然そうあるべきだというふうに考えてお

ります。こういったことに、ともすれば行政が余り

に前へ出過ぎてしまって硬直してしまうというよう

なお話も協議会の研修などを通じて私も聞いており

ますので、そういったところには十分配慮するべき

だというふうに捉えております。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 町民生活の活性化という

側面において、上映中に町民が映画を鑑賞するとい

うのもとても重要なことでありますが、大変残念な

ことに、近くは旭川まで行かなければ映画を鑑賞す

ることができないという歯がゆさがあります。

そこで、ロケサポートセンターの活動として、町

内で鑑賞できる機会を創出することなどもサポート

していく考えがあるかどうか、お伺いします。
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○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきます。

私、まだ十分そこら辺の詰めはいたしておりませ

んが、私が実際体験したもので申し上げますと、こ

の上川管内でも、剣淵町で撮影した映画、『じんじ

ん』は、公開前に実は剣淵町で試写会がありまし

て、私も御案内いただきまして、見せていただいた

というような、過去にそういう実態もございますの

で、なるべく町民の皆さん方にいち早く見ていただ

くような機会が可能であればお願いしてまいりたい

なと。そこは権利関係がまた難しいものかもしれま

せんが、思いとしては全く同感でございます。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ぜひそのような機会を創

出していただけると、町民としても非常にうれしい

と思います。

また、現在公開中の『糸』であっても、もしその

ような可能性があるのであればお願いしたいところ

であります。

続いて、ロケサポートセンターの仕事を記録に残

し、紹介する、また、町民が一丸となって『泥流地

帯』の映画化に取り組むことを記録するなどの意味

で、まち独自で、これから先の映画化に至る過程を

映像で記録し、ドキュメンタリーのようなものを作

成することも有効であると考えますが、町長のお考

えをお伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきますが、そういった取り組み

も可能であれば、非常に貴重なものとなり得るで

しょうから、それについてはちょっと検討させてい

ただきたいと思います。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ５点目の、『泥流地帯』

後のサポートセンターの運営に関してですが、最大

のコンテンツである『泥流地帯』で得た経験値を生

かして、継続的に運営されることはとても有意義で

あると考えます。昨今では、個人や小規模な団体な

どでも大いに映像制作が行われており、大手メディ

ア以外の映像作品から地域が活性化していく可能性

も大いにあり得ると考えています。

そこで、ロケサポートセンターとしては、このよ

うな個人や小規模な団体などもサポートしていく考

えがあるかどうか、お伺いしたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきます。

ロケサポートセンターが中心的な役割を果たし

て、様々なところへ波及効果を及ぼしていくという

ことは、ロケツーリズム協議会の、実際、イベント

等に、私、参加させていただきまして、まさしくそ

ういうような小さな取り組みが幾つも重層的に重

なって大きなうねりをつくっているという、もう１

０年も１５年前にも撮影した撮影ポイントは、非常

に継続的にまちの活性化につながっているというお

話も直接お聞きしておりますので、むしろそういう

小さい積み重ねがまちを隅々まで活性化させていく

という源泉でありますので、力になりますので、そ

ういうところはしっかりと支援していくように心が

けなければならないというふうに思います。

以上でございます。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） それでは、ロケサポート

センターの運営に関しては、引き続き『泥流地帯』

の映画化に向けても御尽力されるようお願い申し上

げたいと思います。

続いて、２項目めの登山道整備について再質問い

たします。

１点目の、国や道に関する要望に関して、様々な

角度から適正に要望が上げられ、一部整備にもつな

がっている実態は理解しました。引き続き防災や登

山者の安全確保のためにも要望を上げられることを

期待するところであります。

その上で、町内に位置する登山道に関し、現状は

三段山登山ルート以外の登山道についても、山岳会

の方々が厚意で笹刈りや流木の枝払いを行ってくれ

ている現状を町長は御存じでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の登山道整

備に関する御質問にお答えさせていただきますが、

三段山コースのみならず、日常的に白銀荘の上と

か、そういったところを自主的に、あるいは安政火

口のほうに向かう道路とか、自主的に補修していた

だいているようなこともお聞きしているところでご

ざいます。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 先日、私は、たった１日

ではありますが、山岳会の方々とともに、三段山登

山ルートの笹刈りを行ってきました。すると、軽い

気持ちで参加したことを後悔するぐらい、実態はか

なり過酷な作業であることが分かりました。重たい

刈り払い機や燃料を背負い、山を登り降りするだけ

でも重労働なのですが、足場の悪い登山道で山を登

りながら刈り払い機を使って笹を刈る作業は、正

直、有償でお願いされても、もう一度やるかどうか

悩むほど、大変で危険だと感じました。

気になったので、近くの富良野市ではどのように
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登山道の整備を行っているか、御担当の方にヒアリ

ングを行いました。富良野市には三つの登山コース

があり、その三つの登山コースのうち、富良野市が

管理者になっている登山コースは、一部ではある

が、登山が重要な観光資源でもあることなどから、

近年においては約４００万円の予算を割き、全ての

登山道の整備を富良野山岳会の方に委託されている

とのことでした。費用の中には、刈り払い機のリー

ス代や燃料代、替え刃代などもあるが、多くは整備

に当たる方の人件費であるとの御回答でした。

そこで、町長にお伺いします。

町内にある登山道に関して、町が管理する、道が

管理する登山道の笹刈りや枝払いなどの作業負担は

あくまで道の負担と考えるか、もしくはそれがかな

わないときはまちで負担するべきと考えるか、町長

のお考えをお聞かせください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 小林議員の登山道整備に関

します御質問にお答えさせていただきます。

基本的には、北海道が管理していただいているも

のでございますので、北海道にまず要望するのが第

一義であろうというふうに考えております。しかし

ながら、現在の三段山コースのように、古くから非

常に山岳会の皆さん方が自主的に、あるいはまちも

本峰を目指す方にとっては最短コースの一つでもあ

ろうというふうに思います。そういったところの登

山者に対する利便性をみずからの努力によって行え

るものであるということから、本当にボランティア

精神を持って山岳会の方が協力していただいており

ます。そういったことを考えますと、やはり全てを

管理者であります北海道へ委ねっぱなしということ

は、これは限界があるなということから、引き続き

やはり山岳会の皆さん方の自主性は尊重して、そこ

に対価をもってそれに報いるということが、その作

業に当たっていただいている方に対する応え方かど

うかというのは、ちょっと即断できませんが、それ

は日ごろのお互いの意思の疎通を図る中から生まれ

てくるものだということで、まちが対応することが

可能な範疇ではお応えしていくことも大切だろうと

いうふうに理解をしております。

○議長（村上和子君） １１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） この点に関しては、正

直、私も、今、町長がおっしゃったように、ボラン

ティア精神に対して対価でお答えすることが是なの

かどうかということに関しては、正直、答えを持っ

ておらず、どうしたらいいのか、今日までずっと考

えてまいりました。ただ、山岳会の方のお言葉を借

りれば、登山道整備の第一義は、安全に登山を楽し

んでもらい、楽しかった思い出を持って帰ってもら

うこと、自分たちの山は自分たちで整備するのが当

たり前とのことで、上富良野の登山コースに関して

は、このような郷土愛と山を愛する方々に支えられ

ていることに感謝の念に堪えないのですが、会の活

動により、登山による観光客誘致や経済効果でまち

も潤うという側面もあるのではないかと考えます。

一方で、山岳会の方も高齢化してきていること

や、後継者を育てていかなくてはならないなどの問

題も伺いました。

そこで、最後に町長にお伺いします。

近年では、毎年約１７万円が登山道整備の委託料

として上富良野十勝岳山岳会に支払われています

が、ほとんどが燃料や刈り払い機の替え刃代などの

経費であると聞き及んでいます。これからも双方に

とって安心で安全な登山道整備が継続されるよう、

予算の見直しも含めて山岳会と協議をしていくお考

えがあるかどうか、お聞かせください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １１番小林議員の御質問に

お答えさせていただきます。

山岳会の方々が十勝岳を中心とする登山道の整備

等に本当に熱心にボランティア精神を持って御貢献

いただいている姿は私も十分承知しております。と

りわけ登山道のみならず、避難小屋等の管理につい

ても、本当にお聞きいたしますと、あの過酷なとこ

ろまで修復資材を背負っていって修復していただい

たりということで、本当に私ども登山を日常的にし

ない者にとりましては、御苦労だなというふうに思

います。

そういう観点からも、小林議員からお話ありまし

たような、作業に対する対価的な支援も一つの方法

でしょうし、可能であれば、それは今後の協議にも

よりますが、山岳会は山岳会そのものの活動を支え

ていくことによって全体のそういった活動が継続で

きるということも、方法としてお互いが認識を共有

できるものであれば、そういう方法も考え方として

あるのかなというような感じも持っておりますの

で、その辺はこれからさらに中身を詰めて、長くこ

の活動が続きますように、私どもも臨んでまいりた

いと考えております。

以上でございます。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

以上をもちまして、１１番小林啓太君の一般質問

を終了いたします。

暫時休憩といたします。

再開は１０時５０分でございます。

───────────────

午前１０時３３分 休憩

午前１０時５０分 再開
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───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、一般質

問を再開いたします。

次に、５番金子益三君の発言を許します。

○５番（金子益三君） 私は、さきに通告してあり

ます２項目について、町長にお伺いをいたします。

その前に、今般の台風１０号の被害に遭われまし

た方に心から御冥福をお祈り申し上げますととも

に、被害に遭われた皆様が一日も早く元どおりの生

活に戻られることをお見舞い申し上げるところでご

ざいます。

また、町長におかれまして、さきの報道でもあり

ましたとおり、３期１２年の一つの節目といたしま

して御報告がありました。この間、町長におかれま

しては、私が言うに及ばず、児童・生徒の安心・安

全の教育環境のために、上富良野小学校の改築、ま

た、上富良野中学校におきましては、耐震化によ

り、本当に新しいきれいな校舎をつくられる。さら

には、高齢者や交通弱者のために、その足となる乗

り合いタクシーを充実させたり、ふるさと応援モニ

ターにより、まちの経済の一助となる税収の向上に

努め、町内におきましては、民間の事業者による光

ファイバーの導入、さらには、郡部においてはいち

早く無線を活用した高速通信網の充実など、非常に

御尽力されていました。

そして、まちの産業の柱でもあります農業のワン

ストップ化、また、非常に大きなまちの活力となり

ます自衛隊におきましては、各防衛大綱、そして中

期防におけるそれぞれの自衛隊の存続の危機におき

ましても、現状の規模堅持のために、足繁く防衛省

に通っていただき、改編時におきましても、第１４

施設群の新編増を代表するように、まちの自衛隊が

削減されないように、本当に汗を流していただいた

と思っております。

さらには、疲弊する商工業のためにも、商工会へ

手厚いサポートを行っていただいたり、健康づくり

のまち宣言をするなど、様々な御功績にあったこ

と、改めて敬意を表すところでございます。

それにおきまして、今回、質問をさせていただき

ます。

初めに、商工業者のキャッシュレスの促進につい

てお伺いいたします。

新型コロナウイルス感染防止により、国におきま

しても、商工業に対してのキャッシュレスの対応の

加速化が図られてきております。

この間、経済産業省が主導といたしましたキャッ

シュレスでの決済において、５％の還元が、今年、

２０２０年の６月末まで行われていたことに加えま

して、そのことに各種キャッシュレス対応の会社、

いわゆる何々ＰＡＹというようなところで、独自の

ポイント還元などにより、非接触型の支払いが非常

に広く浸透し始めてきております。

また、今月は、総務省によりますマイナポイント

が各種キャッシュレスポイントに５,０００円相当

付与されるなど、キャッシュレス化への促進展開は

官民合同で進められている状況にあります。

このような中において、我がまちでは、昨年、商

工会を通じ、商工業者に対して、ＡＩＲ ＰＡＹを

導入し、キャッシュレス時代への対応に向けた取り

組みを行ったところであります。

しかし、残念ながら参加する会員が当初の予想よ

りも少ない状況にありました。これらの要因として

は、まず、商工会といたしましても、この商工会に

対しての周知、説明に若干の丁寧さが欠けていたこ

とが見られます。さらに、初期投資及びランニング

コストに対する不安などが商工業者にあったという

ふうに聞いております。

キャッシュレス化を促進させることにより、現

在、商工会で行っているポイントサービス事業に地

域カード事業を上乗せサービスで行い、住民にとっ

ても商工業者にとってもよりよいサービスと恩恵が

受けられる事業となる可能性があります。

地域カード事業をうまく利用して、地域内消費向

上のみならず、行政サービスとの連携、ボランティ

ア活動の拡充、地域活動の幅出しや深掘り、健康推

進活動の高揚など、その使い道は大きく広がるもの

と期待されます。

そのためにも、まず地域商工業者のキャッシュレ

ス参加率が増加し、ドミナント効果を生み出すこと

が第一歩であると考えます。

そこで、キャッシュレス化が伸び悩んだ原因の一

つであります、いわゆるランニングコストに対し

て、行政で後押しを行うことが大切だと考えます。

具体的に申しますと、キャッシュレス決済に際し

て発生する販売手数料の助成を行ってみてはいかが

でしょうか。導入当時は販売手数料も無料だった

キャッシュレス事業者も、一定程度の期間が過ぎた

現在は、約３.２％の販売手数料を事業者からとっ

ております。また、カード会社におきまして

は、カード決済時におきますＣＡＴ端末と呼ばれる

決済端末があるのですが、それらの販売手数料は約

２％から５％程度、その業者によっても違います

が、販売手数料が発生しております。このことによ

り、中小企業においては、キャッシュレス化の導入

に対して慎重になっていることが見られておりま

す。一定程度の次元立法でもよいので、期間限定の

補助を行うことで、キャッシュレス化に対して躊躇

している事業者に対しての促進につながることとも
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考えられます。

いまだ終束の見せることのないこのコロナ禍にお

いて、新しい生活スタイルが余儀なくされておりま

す。キャッシュレスというものは、感染防止にも効

果があるというふうに捉えられておりますので、こ

の機会に補助を行うことが、様々な効果等があると

いうふうに考えますが、町長のお考えをお聞かせ願

いたいと思います。

続きまして、２点目でございます。

高齢者の引きこもり対策についてお伺いをいたし

ます。

今も話したとおり、一向に終息を見せることのな

い新型コロナウイルスによりまして、今年は様々な

イベントが中止となっております。加えまして、高

齢者等が集まります小さなコミュニティの集会も、

この新型コロナウイルス感染拡大防止により、様々

な制約を受けている現状にあります。

夏には一旦終息を見せようとしましたこのコロナ

ウイルスにつきましても、そのたがを緩めたことに

より、まだ北海道においても第２波、第３波が押し

寄せたかのように、まだまだ余談を許さない状況下

にございます。

このような中で、様々な世代で新型コロナの影響

を受けております。児童・生徒においては、休校に

伴う学習の遅れや夏休みの短縮、さらに様々な式典

や部活動の大会の中止、児童・生徒のみならず、社

会人においても、リモートワークなど、働き方の改

革や、外食や宴会の中止、そして何よりも、高齢者

の方はその御家庭から出ることすらままならない状

況が続いております。

このような状況の中で、若者に関しては、イン

ターネットを活用して様々なコミュニケーションを

とることが可能ではありますが、高齢者は地域で

行っていた各種ふれあいサロンや運動活動が制限さ

れ、おうちから出ることができずに過ごしておりま

す。

ある人においては、お盆に子どもたちが帰省する

まで、ずっと誰とも話すことがなかった。また、子

どもたちがお盆が終わって帰ってしまってから、一

人ぼっちになってしまった。また、ある人は、新型

コロナウイルスのおかげで、子どもや孫も帰省でき

なくて、この３月からずっと話し相手が誰もいない

ままおうちで１人で過ごして過ごしたなどといった

ことが起きております。

高齢者は、社会的に孤立してしまいますと、認知

症が進んだりする可能性もあり、最悪の場合、孤独

死といった悲劇もあり得ることが考えられます。

そこで、感染防止対策をしっかり図るということ

が、まずこれが大前提ではございますが、それらを

しっかりと行った上で、高齢者が地域で集まり、い

わゆる短い時間でもともに過ごし、活動し、日々の

会話をするような、そういった活動に対して、行政

も様々な支援を行うことが必要と考えます。

しかし、このような様々な会場をするに当たりま

して、高齢者が集まるサークルの活動の助成をする

ことが大切でございます。今までは２時間で１回

行っていたものが、やはり密を避けるということで

１時間の集まりを２回行うというようなことの中

で、それを使う地域の会館の事業費などが加算して

いくことが考えられますので、それらの補助を安定

的に行い、活動ができる仕組みを構築することで、

この上富良野町の健康づくり宣言のまちとして、元

気な高齢者のための応援の仕組みにつながると考え

ますが、町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ５番金子議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず１項目めの、商工業者のキャッシュレス化促

進に関する御質問にお答えさせていただきます。

キャッシュレス化の促進につきましては、御質問

にもありましたように、昨今の消費税増税にあわせ

た一連の経済対策によりまして、カード端末機の無

償貸与や手数料補助など、普及をより加速させる取

り組みが行われてきており、本町においても、商工

会が中心となり、商工業者に対する働きかけが行わ

れているものと認識をしております。

また、昨年３月には、商工会より町に対しまし

て、地域カードの導入とあわせて、キャッシュレス

化に向けた支援の要望をいただき、これまで商工会

と導入支援策について協議を継続して行ってきてい

るところであります。

今後、キャッシュレス決済への流れは、現在のコ

ロナ下における状況を踏まえ、より一層加速するも

のと思われることから、引き続き商工会が中心と

なって、普及、導入への取り組みが行われることを

まちといたしましても期待をしているところであり

ます。

キャッシュレス化促進に伴うまちの支援について

でありますが、商工会からの要望に基づいた地

域カードの導入につきましては、第２次商工業振興

計画におきましても、導入について検討するものと

位置づけておりまして、まちの行政サービスの連携

につきましても、具現化を想定し、既に指示をして

おりますが、まず一定の広がりが事業効果を高める

こととなることから、町内商工業者へのキャッシュ

レス化の広がりも見ながら、導入の時期や導入に係

る具体的な支援策について、商工会と連携を図りな

がら進めてまいりたいと考えております。
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委員御質問の、キャッシュレス決済に伴う事業者

が負担する手数料についてでありますが、確かに一

定期間の助成につきましては負担が軽減されること

から、導入促進効果も考えられますが、キャッシュ

レス化自体が、事業者それぞれの利便性の向上や

サービスの充実に資する中で吸収されていくものと

認識しておりますが、一方で、キャッシュレス化を

地域全体に広げる支援策といたしまして、取り組み

が検討されている地域カード事業の導入は、前段触

れましたように、まちの支援は、ドミナント効果を

高めていくためにも有益と受けとめているところで

あります。

いずれにいたしましても、キャッシュレス化は今

後ますます必要となる重要な施策と認識しておりま

すので、商工業者や商工会と協調し、まちが果たす

べき役割について十分協議を進めてまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと存じます。

次に、２項目めの、高齢者の引きこもり対策につ

いての御質問にお答えさせていただきます。

新型コロナウイルスは、昨年１０月に中国で初め

て感染者が確認され、本年１月に世界保健機構が国

際的な緊急事態を宣言するなど、世界中へ感染が広

がり、現在に至っております。

我が国においても様々な対策が講じられておりま

すが、同時に私たちの生活も大きく変化し、これま

で開催していた多くの事業の延期や中止、または開

催方法の見直しが求められるなど、感染症対策を講

じながらの生活を余儀なくされているところであり

ます。

これまでまちといたしましては、国、道の緊急事

態宣言により、３月２日から３１日、４月１８日か

ら５月２５日まで、公共施設等を利用中止とし、高

齢者に対しましても、保健福祉総合センター、健康

入浴室や浴室等の利用中止を初め、日ごろから活動

している老人クラブサークル、ふれあいサロン、独

居老人昼食会、認知症カフェ並びに介護予防活動の

お元気会や健康体操、ふまねっと運動も中止するこ

ととなりました。

議員御発言のとおり、特に新型コロナウイルス感

染症の重症化リスクが高いと言われる高齢者にあっ

ては、御家族等も行き来を自粛するなど、これまで

経験のない不自由な生活を余儀なくされておりまし

た。

そのため、例年実施しております民生委員による

高齢者実態調査につきましても、調査期間の５月か

ら６月までを７月から８月までに変更した中で実施

し、コロナ禍における生活実態について検証を進め

ているところであります。

特に独居高齢者に対しまして、地域包括支援セン

ターと社会福祉協議会が連携し、電話、訪問による

安否確認と相談を実施したところであります。

また、閉じこもりによる高齢者の社会的孤立、認

知症の進行等を予防するために、感染予防対策を講

じ、公共施設利用再開や各活動、事業等の開催方法

について見直しするなど、３密の回避と新北海道ス

タイルの実践に取り組んでいるところであります。

また、コロナ禍において、地域活動を進める上

で、活動を維持、継続するための費用がかさむなど

の課題が生じているものについては、支援が必要と

考えるものであります。

今後におきましても、コロナ禍での高齢者の閉じ

こもり予防や認知症予防等は地域共通の課題として

捉え、新たな介護予防活動について検討してまいり

ますので、御理解を賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） ２点目の高齢者の引きこも

り対策につきましては、もうほぼほぼ町長と同じ考

えを共有するもので、非常に御理解賜れたものと理

解しております。

１点目のキャッシュレスでございます。それこそ

このたび第９９代の総理大臣になられる菅さんも

おっしゃっております、いわゆる自助、共助、公助

というものは、それぞれの地方自治体においても大

変大事だということを私も考えております。

このキャッシュレスを広めるためにおいても、ま

ず商工事業者が取り組みをみずからやってみるとい

う第一歩、そして、それらのカード会社や様々なと

ころが応援するよという共助、さらには、一定程度

それらを後押しする公助といったものがしっかりか

み合うことで、これらの事業というのは非常に進ん

でいくのでないかなというふうに捉えるところでご

ざいます。

町長の中でも、このキャッシュレス化が様々な商

工業者のツールとなり、また加えて、まちのいろい

ろな独自事業のプラスアルファの優位性を持つとい

うことで、共通認識であるところで理解をさせてい

ただきました。

一番やっぱり大事なのは、ヨーイドンで一斉に進

んで広がるということがやはり何よりなのですね。

私も様々な事業所を回らせていただいたときに、導

入されていない事業所、それから、既に導入された

ところもお伺いしたところ、やはりキャンペーン期

間中はよかったんだよと。しかし、終わってしまっ

たら、これ、結構つらいから、取り外してほしいな

というようなところも何件かありましたし、取りつ

けないところにおいては、日々のお金がかかるんだ

よねというちょっと不安感があったのですね。いわ
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ゆる例えば無線通信でかかったりとか、そういった

ものというのは、当然、事業者の財産になりますか

ら、これは自助の中で頑張っていくものだと思いま

すけれども、逆にかかるランニングの部分というの

は、ずっと見る必要はないと思いますけれども、ス

タートから例えば１年間とか、一定程度の期間とい

うのは、私はやっぱりぜひ必要なものだと思うので

すけれども、再度お伺いいたしますが、例えば令和

３年に限ってまちもしっかり応援しますよ、だから

一斉にこれは進めていったらどうでしょうかという

ような、そういった方策がとれないのか、お伺いい

たします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ５番金子議員の、キャッ

シュレス化促進に対します御質問にお答えさせてい

ただきます。

まず、前提として認識を共有させていただいてい

ると思いますが、もはやデジタル化、キャッシュレ

ス化というのは、もうこの流れは、加速こそあって

も、停滞することはないというふうに考えておりま

す。ですから、当町におきましても、キャッシュレ

ス化等がこれから経済活動に及ぼすもの、そしてさ

らに効果、私、冒頭のお答えでもお答えさせていた

だいておりますが、こういったものに対する、新し

いものにとっつきづらいというのは世の常でありま

して、そういったことで、もっともっと私どもも含

めて、キャッシュレス化というのは、ある種、消費

活動の中で、購買行動の中ではなくてはならない、

これが主流になってきますというようなことをもう

ちょっとアナウンスもしていく必要も重要かなと思

います。そういう中で、もし私どもが支援策を講じ

ることによってそういう理解が深まるということが

見込まれれば、それはそういう支援策を一時講じる

ことは、事業効果を高めることになるというふうに

理解はできます。

いずれにいたしましても、そういうアナウンス効

果をもうちょっと高めまして、キャッシュレス化を

図ることによって、事業者の方々にも、今まで毎日

銀行へ足を運んでいたものが、もう手元でそういっ

たことが確認できたりということで、そういう利便

性も裏にはあるよというようなことをお知らせしな

がら、ぜひ金子議員もおっしゃってくれましたよう

に、やはりこういったものについては広がりがある

ことが非常に事業効果を高めますので、今後とも商

工会の皆様方などと通じて、そういう新たな促進策

が構築できるかどうか、検討させていただきたいと

思います。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。よろ

しいですか。

○５番（金子益三君） はい。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、５番金

子益三君の一般質問を終了いたします。

次に、３番髙松克年君の発言を許します。

○３番（髙松克年君） さきに通告してあります１

項目、２点についてお伺いいたします。

国土強靭化地域計画の策定について。

昨年度、第４回定例会において、上富良野町強靭

化地域計画の準備を進めるとの意思を示されまし

た。

計画の策定のない自治体に対しての補助金、交付

金予算においての傾斜配分を示され、今年８月１

日、内閣府の公表では、強靭化策定自治体５６２団

体、策定中９８５団体となっていますが、策定済み

の中に上富良野町の名前はありませんでした。策定

中なのか、策定はいつなされるのか、お伺いいたし

ます。

２番目として、上富良野町強靭化計画の中で、実

施される補助金、交付金事業に対しても、予算配分

において、重点化、１５のプログラムがありますけ

れども、これをもととする事業、要件化事業をしっ

かりと強靭化計画の中で示すことが必要となります

けれども、上富良野町はどのような案件をどのよう

な順序で選択しようとしているのかをお伺いいたし

ます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ３番髙松議員の国土強靭化

地域計画の策定についての御質問にお答えさせてい

ただきます。

１点目の、上富良野町の策定状況についてであり

ますが、現在、本年１２月を目途として策定の準備

を進めている段階でありまして、国に対しましても

そのように報告をしておりますので、策定中の自治

体として公表をされております。

次に、２点目の、強靭化地域計画での重点事業の

優先順序に関しましては、昨年の第４回定例会の際

にもお答えさせていただいておりますが、強靭化地

域計画によって、現在の第６次総合計画に基づいて

進められておりますまちづくりの方向性が変わるこ

とは想定はしておりませんが、既に実施しておりま

す橋梁等の長寿命化事業や、普通河川整備など、国

の補助金、交付金を活用して行っている事業につき

ましては、その採択要件として、強靭化地域計画へ

の位置づけが求められてくるものと思われますの

で、これらを含め、今後の事業計画を検証した中で

計画策定を進めてまいりますので、御理解を賜りた

いと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。
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○３番（髙松克年君） 昨年度聞いたときに、年度

内にでも策定できるのではないかというような観測

で私は聞いたのですけれども、残念ながらそれが今

年の１２月ということになってくるわけですけれど

も、今、策定の状況というのはどのあたりまで、何

合目というか、完成が頂上だとすれば、何合目まで

来ているのか、お伺いしたいと思います。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（宮下正美君） ３番髙松議員からあり

ました、策定状況の進捗状況という御質問でござい

ますが、何号目かというところでございますが、ま

だ皆様といいますか、議員の皆様にお示しをできる

段階までは至っておりませんので、５号目ぐらいか

なと思っております。ただ、スケジュール的に若干

遅れていますのは、年が明けましてから、実質、

今、所管、総務課でやっていますので、ちょっとコ

ロナ対応の関係がございまして、そちらのほうに集

中しているもので、こちらのほうが少しスケジュー

ル的に遅れているということでございますか、先ほ

ど町長が答弁させていただいたように、一応今、１

２月をめどということで策定を進めているところで

ございますので、御理解いただきたいと思います。

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） なぜ早くこの策定を行わな

ければならないかというのは、行政に携わっている

方々はもう十分承知だと思うのですけれども、現

在、８月の段階で、もう既にＲ３年度の聞き取りを

各省庁からして、そして配分を決めていくというと

ころに、想定ということですけれども、地域計画に

きっちりのってこないもの、重点化として上げてき

ていないものに対しては、確実に傾斜配分するよ

と。それによって、またきちっと上がってきていな

い自治体に対しては、配分のないものに対しては配

分がないと明記するというところまで書き込んでい

るわけですね。ですから、１２月だと、恐らく来年

度の予算に間に合うということにはならないのかな

ということを思うので、おもんばかってですけれど

も、質問させてもらっているわけです。

それで、これで実際に要件として上げているもの

で、やはり必要なものは上げていかないと、配分の

中で外されるというようなことがあったら困ると思

うのですけれども、その辺についてはどう考えてい

るのかお伺いしたいと思うのですけれども。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ３番髙松議員の、強靭化地

域計画についての御質問にお答えさせていただきま

す。

現在、国土強靭化地域計画につきましては、従

来、過去、四、五年前の台風等によって、とりわけ

本州が集中的に被害を受けたことの反省から、国と

いたしましては、今までは防災対策、要するに災害

が起こってからの事後対処が中心に事業がされてい

るというのが常でございました。

その反省から、国といたしましては、予防的に事

業を行っていくことが被害を低減化できるというよ

うな観点に立ちまして、緊急的に３か年事業をもっ

て強靭化事業がスタートしたところでございます。

多くの自治体が既に地域防災計画を持っているこ

とから、それらと重複するところがかなりありまし

て、また、私も日ごろ、仕事を通じて、国土交通

省、あるいは北海道局、北海道開発局の方々とお話

もさせていただいておりますが、必ずしも強靭化計

画に全てが縛られるものではないと。ゆくゆく強靭

化計画を策定するのだという手を挙げて欲しいとい

うことで、現在、それに向けて進めているところで

ございまして、一方では、御案内のように、国が来

年度以降、この強靭化計画をどういうふうに国家と

して位置づけるかということも実はまだ明白ではご

ざいません。

そういう状況でありまして、せかされている状況

でもありませんし、ただ、重点的に取り組みの使用

が想定されるものにつきまして、まちが持ち合わせ

ている６次総計の中に位置づけておりますインフラ

整備等は、これはしっかりと書き込んでおく必要が

あるというふうに現在理解をしておりまして、国か

ら示される方向にうちのまちがあえて逆らう必要も

ありませんし、あるいは必要と見込まれないものま

でうたい込む必要もありませんので、その辺は今、

精査しているところでございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） これだけ、たまたま今年と

か去年とかはそんなに強い、まちに被害を及ぼすよ

うな災害というのはなかったわけですけれども、こ

の間の台風などを見ていても、九州は本当にひどい

被害に遭っていると。そのように激甚化、頻発化す

る災害に対して、その災害をいかに小さくするかと

いう言い方はおかしいかもしれませんけれども、被

害を少なくするかというところでの策定の案件とし

て、この強靭化対策というのがあるのだと思うので

す。これの基本にうたっていることでは、やはり人

命の保護、人命を失わないということ、それと、国

及び地域経済においても、被害から立ち直れるよう

な、迅速な災害の復旧というか、そういうものを目

指すということを重点に置いているわけですけれど

も、上富良野が考えられる最大の被害として大きく

なるとすれば、今、火山を抱えていて、本当にいつ

どうなるかわからないような状況ということ、ま
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た、それに対しての防災の対策が果たして十分なの

かというところなども問われることの一つなのかな

というふうなことも思うわけですけれども、それに

ついてどう思っておられるか、お伺いしたいと思い

ます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ３番髙松議員の御質問にお

答えさせていただきます。

個々の事業計画につきましては、しっかりとその

強靭化計画の中で何を求めているかということは精

査をした中で、冒頭のお答えでも申し上げましたよ

うに、どういった要件が、また、当町の計画の中で

どういったものをそこに含めていくかということ、

中身を少し精査した中で、そこに漏れないようなこ

とは、それは当然、押さえておくべきことだと考え

ておりますので、今御質問にありましたような、噴

火火山防災等につきましては、これは推測で申し上

げますが、多分、位置づけていく必要がある大きな

項目だというふうに想定はできるところでございま

す。

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） それらも含めて、ここで重

点化の１５のプログラムの中で、どのようなものを

優先していくのかということを聞いたのですけれど

も、残念ながら先ほどの５号目ぐらいではそこまで

いっていないのかなということなのか、それとも、

それらを見ているけれども、今、町長が答えられる

ように、具体的なところまで踏み込んでいないとい

うことなのか、その辺についてをお伺いしたいと思

います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 髙松議員の御質問にお答え

させていただきます。

基本的に計画策定が遅れているという認識を私ど

もは持っておりませんで、十分対応可能というふう

に思っております。

さらに、示されております１５のプログラム等に

ついては、上富良野町にマッチした社会資本整備に

つながっていくものかどうかということ、あるいは

現在の地域防災計画の中で対応できるものかどうか

ということを精査しながら進めておりますので、提

出を予定しております年内については、十分間に合

うという想定のもとに作業をさせていただいており

ますので、そのように御理解いただきたいと存じま

す。

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） １５の中で、自分が素人な

りに見て、上富良野にこれは合致しないなと思うよ

うな点としては、やはりここでは津波の災害とかは

まず考えられないと。この中でも太平洋ベルト地帯

云々というのも出てくるのですけれども、その辺も

入らないのかなと思っていますけれども、全体の１

５項目の中で、外れるのは本当に６項目くらいかと

いうぐらい、多岐にわたっての重点目標というか重

点化案件というか、そういうものが入っているわけ

で、それらについて、やはりきっちり精査して、細

かいところまで、例えば自分の関係したところとし

ては、災害によって２次的な災害、例えば農地、森

林の崩壊というのですか、そういうものとか、灌漑

ダムの崩壊とかいうようなものは２次的に災害を発

生させないというようなことの中に一つ出ていま

す。そういうことも考えると、全くこの地帯でもそ

れらについて関係がないということではないのかな

というふうなことも思いますので、ぜひきちっとし

た精査をして、それに耐えられるような、上富良野

の防災計画の中で本当に認めているものも、本町に

おいては非常に各事業者との協定は、ほかの町村か

ら見れば非常によく、多岐にわたってすばらしい件

数の企業と結ばれているということは認めますけれ

ども、これらはやはり企業との関係性、それらを十

分に保つようなことを行っていかないといけないと

いうようなことも思いますので、ぜひこれらも生か

しながら、このまちの災害のない、そして災害から

スピード感を持って立ち上がれるようなまちにして

ほしいという思いで、この強靭化についての質問を

させてもらっています。それらについて、先ほど町

長も言っていましたけれども、それらを十分に考え

るということなのですけれども、もう一度そのこと

についてお伺いしたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ３番髙松議員の御質問にお

答えさせていただきます。

国土強靭化地域計画等につきましては、１００

％、例えが合っているかどうかはちょっと分かりま

せんが、例えば社会資本整備事業の計画の中に大き

くまちの社会資本整備計画を盛り込んだり、あるい

は国土強靭化計画の中に多くの防災計画を盛り込ん

だり、国といたしまして、そういう大きな括りの中

に小さなものをぶら下げていくというのが、今、国

の進める重点化するための一つの手法として設けら

れているものでございまして、当然、まちといたし

ましては、そういったものの中に多くを含めておく

ということは基本でありますので、今、たまたま１

５のポイントが国から示されておりますが、該当す

ると思われるものについては、そこに含めておくこ

との意義は理解しておりますので、そういうような

地域計画になるように進めてまいりたいと考えてお

ります。
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以上でございます。

○議長（村上和子君） よろしいですか。

以上をもちまして、３番髙松克年君の一般質問を

終了いたします。

次に、７番米沢義英君の発言を許します。

○７番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました件について、町長及び教育長に質問いたしま

す。

まず第１点目は、町職員の着服問題について伺い

ます。

地方公務員法では、全ての職員は全体の奉仕者と

して職務に専念しなければならないとされておりま

す。町職員が事務局を務める外郭団体の現金を着服

し、懲戒免職になるという異常な事態になりまし

た。これは非常に町民の信頼を損なってしまう、こ

ういうことではないでしょうか。また同時に、行政

の管理監督責任の問題としても重く受けとめなけれ

ばならないと考えます。

町長は、この間の臨時議会の中で、町民の信頼を

損ねてしまい、深く反省し、今後、再発防止に向け

た体制づくりが必要だと述べていました。

その再発防止策及び着服発覚の経緯及び職員の管

理監督する立場にあった上司にどのような厳重注意

をしたのか、さらに、過去においても問題等がな

かったのか、具体的な答弁を求めます。

次に、ＰＣＲ検査体制についてお伺いいたしま

す。

まだ新型コロナウイルスの感染は終息していない

という状況にあります。新型コロナウイルス感染が

拡大している状況にあり、このまま感染拡大を許せ

ば、高齢者や体の弱い人を初め多くの人に感染が広

がり、重症化が一気に広がる深刻な事態になりかね

ないとされているのが現状であります。

また、感染拡大を抑えるためには、ワクチンの投

与やＰＣＲ検査の大規模な実施が必要だと、医師会

や専門家などからも指摘しております。

以上のことを踏まえて、今後、町民の命と地域の

経済を支えるためにも、ＰＣＲ検査体制の整備がど

うしても必要と考えますが、次の項目について伺い

ます。

一つ目には、新型コロナの疑いや感染したときの

相談窓口や受け入れ、医療機関の体制、また、ＰＣ

Ｒ検査可能数は現状ではどのようになっているの

か、お伺いいたします。

二つ目には、まちでウイルス感染が発症しました

が、発生経路などの調査がされているのかどうなの

か、お伺いいたします。感染対策を町民と進める上

でも、必要な情報の提供がどうしても不可欠であり

ます。それは、感染の状況の開示はあらゆる感染対

策の土台になるからであります。この点、どのよう

にお考えなのか、お伺いいたします。

三つ目には、医療、介護、教育、保育所、幼稚

園、福祉施設などの集団感染が全国的にも発生して

いるという状況があります。勤務する職員や、利用

者等や、町民に対しても、命を守るためにも検査が

必要ではないでしょうか。こうした検査を行う目的

は、あくまでも診断目的ではなく、防疫目的であ

り、無症状者を含め、感染力のある人を見つけ、感

染拡大を抑止し、安全・安心な社会基盤をつくるこ

とにあります。この点についてどのようなお考えな

のか、見解を求めます。

四つ目には、まちや富良野圏域でのＰＣＲ検査体

制を拡充するためには、国を初めとした関係機関の

支援、財政や人員、施設がなければできないという

ことが考えられます。これらを踏まえた現状の問題

点、課題点についてお伺いいたします。

次に、コロナ禍による支援策について伺います。

新型コロナの感染拡大により、町民の生活や営業

にも大きな影響が出る状況があります。まちにおい

ては、地方創生臨時交付金の活用などで、子育て支

援、消費の喚起、経営支援策などを実施し、町民か

らは暮らしの先行きが見えない中での支援は非常に

助かるという、そういう声も出ています。

また同時に、一方で、まだ以前のような景気の回

復につながっていないという声もあるのも事実であ

ります。まちは住民の生活と経済活動を守り、支援

するためにも、実施した事業評価をきちっと行い、

今後の支援策の継続を検討することが必要と考えま

す。

次の点について伺います。

コロナ禍で実施してきた支援策の事業評価及び今

後の支援策等について、どのようにお考えなのか、

お伺いいたします。

次に、少人数学級についてお伺いいたします。

ここで、大変申し訳ありませんが、「小」になっ

ておりますが、「少」の少人数であります。申し訳

ありません、不手際です。

コロナ禍で学校も長期休校となり、再開はされま

したが、教育現場や生徒、保護者も、喜びとともに

不安を抱えての再開となったと考えております。

また、国立成育研究センターが、子どもを対象に

したアンケートの回答では、友達と会えない、学校

に行けない、勉強が心配などの回答があったとの結

果発表を示しております。

また、まちの教育現場では、子どもたちの感染リ

スクを抑えるための対策をとりながらの授業は大変

との声も聞かれています。

コロナ禍での教育そのもののありようが問われて
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いると今考えています。

次の点についてお伺いいたします。

一つ目には、コロナ禍で子どもたちの日常の変化

及びアンケートの実施についてお伺いいたします。

二つ目には、一人一人の子どもに丁寧に寄り添う

ためにも、教員や指導員などの加配がどうしても必

要であります。これは教育現場からの声としてもあ

ります。

３番目には、学校における感染防止のためにも、

少人数学級の対策が必要ではないでしょうか。まち

として、３５人学級の拡大、将来的には２０人学級

など、関係機関に求めるべきではないでしょうか。

教育再生会議でも、少人数学級を求めるという事態

にまでなっています。その背景には、コロナ禍によ

る現在の学級編成では密接、密閉が回避できないと

いうこと、学びの遅れや子どものストレスに対応す

るきめ細やかな体制が必要だということではないの

でしょうか。今後の対応について、教育長にこれら

の点について答弁を求めます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員の４項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの、町職員の着服問題についての

御質問にお答えいたします。

まず、今回、このような事案が発生いたしました

ことは、まちといたしましても大変残念であり、町

民の皆様の信頼を大きく損ねる重大な結果をもたら

し、改めておわびを申し上げますとともに、私の管

理監督が行き届いていなかったことにつきまして

も、深く反省をしているところでございます。大変

御迷惑をおかけいたしました。

議員の御質問にあります再発防止策についてであ

りますが、事案発生を受けまして、早急に各部署

で、担当している外部団体等の会計事務処理の実態

調査を実施するとともに、今回、懲戒免職という最

も思い処分に相当する事案が発生したことから、処

分後の対応のあり方及び影響を考慮し、人事院通知

及び他自治体状況等を参考にし、懲戒処分における

公表指針を定めたところであります。

これまで懲戒処分につきましては、組織規律の厳

格化に主体を置いており、処分について一般に公表

を行ってきておりませんでしたが、今回の事案によ

り、町行政と職員全体の信頼を大きく損ねる行為で

あったことを考慮し、定められた公表指針に基づき

公表することとした次第であります。

今後、懲戒処分の公表により、一定の社会的制裁

も受けることになることから、非違行為を抑止し、

再発防止につながるものと理解をしているところで

あります。

また、組織全体で行った各部署の実態調査におい

ては、これまで指導してきた通帳、印鑑等の分散管

理は行われておりますが、一部団体会計事務におい

て、管理職員１人で担当しているものもありました

ので、早急に相互牽制が働くよう、管理体制の見直

しの指示をするとともに、新たに会計管理者による

半期ごとの確認を行うことといたしました。

次に、上司に対する処分につきましては、担当職

員の上司について、その管理監督責任について、町

職員行政処分審査委員会の決定に基づき、厳重注意

処分としたところであります。

また、これまでの間におきまして、今回と同様の

公金等着服による免職処分となる事案については、

発生はいたしておりません。

職員の規範意識につきましては、採用時から、研

修等を通じ、公務員として法に従って行動するとと

もに、高い倫理観を持って職務に当たるよう指導し

てきた中で、今回の事案が起きましたことは大変残

念なことであり、二度とこのような事案が生じない

よう、組織全体として規律意識の醸成を図ってまい

ります。

なお、事案の経緯につきましては、今回、公表指

針を定め、既にその概要を一般に公表させていただ

いていることから、この場でのお答えについては差

し控えさせていただきますことを御理解賜りたいと

存じます。

次に、２項目めのＰＣＲ検査体制に関する４点の

御質問にお答えいたします。

まず、１点目の、新型コロナウイルス感染症に係

る相談窓口等の御質問でありますが、相談窓口につ

きましては、平日は富良野保健所、平日以外は北海

道保健福祉部帰国者接触者相談センターが２４時間

対応しております。また、富良野圏域での受け入れ

が可能な医療機関は、４床の感染症病棟を有する富

良野協会病院が指定を受け、ＰＣＲ検査並びに入院

等の対応を行っております。

並びに、補足して申し上げますが、本日だと思い

ますが、本日から相談受け入れ窓口が北海道によっ

て一本化されて、本日午前９時から、その機能を民

間事業者に委託してスタートさせるというような通

知を北海道からいただいておりますこともあわせて

お答えさせていただきます。

また、富良野圏域におけるＰＣＲ検査可能につき

ましては、公表されておらず、検査体制につきまし

ては、検査を必要とする方が速やかに受診していた

だけるよう、体制を整えているとお聞きをしており

ます。

２点目の、町内における新型コロナウイルス感染

症発症経路の調査につきましては、北海道が各感染
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者に聞き取りを実施しているものと承知をしてお

り、まち独自に調査を行うことは困難であることか

ら、北海道に対し問い合わせを行いましたところ、

各自治体に対して調査内容等の情報提供をする予定

はないとお答えをいただいているところでございま

す。まちといたしましては、引き続き感染予防に対

する住民周知と予防対策について取り組んでまいり

ます。

次に、３点目と４点目につきましては関連がござ

いますので、あわせてお答えさせていただきます。

初めに、ＰＣＲ検査の必要性につきましては、発

熱症状等のある方、あるいは陽性者との濃厚接触者

に対しましては、医師の判断により行われており、

医療、介護、教育、認定こども園、福祉施設等に勤

務されている方や、利用されている方、並びに町民

の皆様へのＰＣＲ検査体制につきましては、現在、

国において、医療従事者や介護従事者等への継続的

な検査について検討されていると報道されておりま

すが、他の社会的な必要性にまでは及んでおらず、

これらについてまち独自の対応は難しいものと認識

しております。

また、新型コロナウイルス感染の有無について確

認するための検査を受ける場合は自費で受診するこ

ととなっておりますが、富良野圏域内の医療機関で

は対応をしていないところであります。

また、まちや圏域における検査体制の充実や拡充

につきましては、まさに国家的課題でありますの

で、各種機関を通じ、町民、地域の声として、関係

機関へ発信、要望してまいりますので、御理解を賜

りたいと存じます。

次に、３項目めの、コロナ禍における支援策につ

いての御質問にお答えさせていただきます。

いまだ終息のめどが立たない新型コロナウイルス

感染症の影響により、町民の生活や事業に大きな影

響が出ているところであります。これまで感染の拡

大を抑制するため、緊急事態宣言が発出され、人の

動きを伴う経済事業の自粛が求められたことに即応

し、雇用支援、事業の継続や生活支援に取り組み、

宣言が解除された以降においては、地域経済や地域

福祉など、様々な事業を維持、再生していくため、

地域の実態に即して事業に取り組んできたところで

あります。

個々の支援策につきましては、行政報告でも述べ

させていただいたとおり、子育て支援関係では、１

８歳までのお子様のいる御家庭に子育て応援券を、

また、認定こども園等の職員には、子育て支援従事

者応援券を交付したところであります。

福祉関係におきましては、高齢者や障害者が入所

及び通所施設に対して、継続した感染予防対策を

行っていただくために、必要な物品購入に対する助

成を開始しております。

また、新型コロナウイルス感染症の影響による固

定資産税、町民税、国民健康保険税などを対象とし

た徴収猶予の特別制度の適用、国民健康保険税にお

きましては減免などの処置を実施し、給付事業にお

きましても、国の特別定額給付金、子育て世帯臨時

特別給付金、さらにまち独自といたしまして、新生

児特別定額給付金の交付を行うなど、町民の暮らし

を守る支援を行っているところであります。

次に、地域の経済を守る消費喚起、経営支援策に

つきましては、町内中小事業者に対し、利子や信用

保証料を全額負担するつなぎ融資を創設したほか、

売り上げの減少が著しい事業者を対象として、経営

の継続、再開を支援する助成金の交付を行ってお

り、今月からは、なお影響が大きい夜の飲食店を対

象とした経営の継続及び新北海道スタイルを取り入

れた事業活動を奨励する助成金の交付を開始してお

ります。

あわせて、消費喚起を促す支援策といたしまし

て、おうちでグルメ上富良野クーポン券事業及び食

事券配布事業、プレミアムつき商品券発行事業、ま

た、観光部門においては、７月からの観光需要を掘

り起こす宿泊キャンペーンの実施など、経営支援と

消費喚起の両面から、地域の経済を維持、再生する

支援を行っております。

まだまだ厳しい状況は続いておりますが、これら

の取り組みにおいて、町民の皆様や事業者の皆様か

ら一定の評価をいただいていると判断しております

が、今後におきましても、事業効果の検証や実態把

握に努め、ｗｉｔｈコロナに対応した新北海道スタ

イルの実践とともに、さらに必要な支援策について

対応を図ってまいりたいと考えておりますので、御

理解を賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 次に、教育長、答弁。

○教育長（服部久和君） ７番米沢議員の４項目め

の少人数学級に関する３点についての御質問にお答

えします。

まず、１点目の、コロナ禍における子どもたちの

日常の変化及びアンケート調査の実施についてであ

りますが、各学校において、６月の学校再開後、速

やかに個別面談を行い、子どもたちの実態を把握

し、その後、保護者の方々とも面談を実施し、コロ

ナ禍における子どもたちの日常について把握したと

ころであります。

再開当初は、ストレスや生活リズムの乱れが見受

けられる児童・生徒もおりましたが、現在では、学

校の新しい生活様式にも徐々に慣れ、新しい日常が

定着しつつあることから、現時点におきましては、
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アンケートを実施する予定はございませんが、今

後、状況等の変化により、必要と判断した場合に

は、実施も考えてまいります。

次に、２点目の、教職員や指導員の加配の必要性

についてでありますが、このたびの新型コロナウイ

ルス感染症予防における臨時休業中の未指導分の補

習や、感染予防に対する消毒対応等、増加する教職

員業務の補助等のため、北海道教育委員会から、学

校教育活動を支援する人材配置として、町内の各小

中学校に学習指導員及びスクールサポートスタッフ

が配置されたところであります。これによりまし

て、教職員が児童・生徒に寄り添う環境の向上が図

られたものと考えております。

次に、３点目の、コロナ禍における感染予防のた

めの少人数学級の対応についてでありますが、少人

数学級につきましては、３５人学級の実現に向け

て、国に対して改善に向けた要望を行っているとこ

ろであり、ソーシャルディスタンスを確保する上で

も一定の効果が期待できることから、一日も早い実

現に向けて、引き続き要望していくことで御理解を

賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 昼食休憩といたします。

再開は１時といたしたいと思います。よろしくお

願いいたします。

───────────────

午前１１時５９分 休憩

午後 １時００分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 昼食休憩に引き続き、会議

を再開いたします。

暑い方は、どうぞ上着をとっていただいて結構で

ございます。

再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 質問させていただきます。

職員の着服問題についてでありますが、再発防止

に努めるという説明がなされました。それで、従前

は複数体制での管理体制という形になっております

が、しかし、いない場合等は、あるいはそういう状

況を見ながら、この件の問題については着服に至っ

たというような状況が考えられます。

そこで、伺いたいのは、今後、管理職員１人で対

応するのではなくて、お互いに牽制が働くような管

理体制の見直しを指示したと。新たに会計管理者が

半期ごとに確認を行うということの内容であります

が、具体的にこういった相互の牽制が働くような、

そういったものはどういう体制なのか、確認してお

きたいと思います。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（宮下正美君） ７番米沢議員からあり

ました、再発防止策の管理体制の見直しという部分

の御質問かなと思いますが、そちらにつきまして

は、事務を担当しております私のほうからお答えを

させていただきたいと思いますが、先ほど町長の答

弁の中でもありましたが、今回、いわゆる各部署

で、各団体等の事務等の取り扱いの実態調査を行っ

たということの概要を先に報告させていただきたい

と思いますが、今回、全課またがりまして、そちら

のほうから４６事務の取り扱いがあるという関係で

ございます。なお、このうち１０件につきまして

は、いわゆるまちの伝票会計を通るものが１０件ご

ざいますので、これにつきましては本来の公務の中

で行われているものでございます。それ以外の、い

わゆる各種団体の会計というものを業務の中で処理

しているものが３６事務あるという結果になったと

ころでございます。

今回、調査におきましては、いわゆる各銀行口座

とかがありますので、まず誰が仕事を担当している

のか、通帳と印鑑と、キャッシュカードもある口座

もありますので、キャッシュカードと、中には一定

程度現金で管理している事務もありますので、現金

の管理は誰がしているのかという項目に絞って調査

をさせていただきました。

その結果なのですが、ほとんどのものにつきまし

ては、それぞれ別な方が管理して、特定の１人の職

員が持っているというものはほとんどなくて、適正

に行われているのかなというふうに思いましたが、

中には、いわゆる通帳と印鑑を一緒に持っている人

ですとか、そういう部分もありまして、そういう部

分と、中には、職員の配置の関係から、少数の職場

につきまして、いわゆる管理職の職員が１人で全部

やっているというところも、これは施設等ではあり

ますので、そういう実態が出たところでございま

す。

その中でこれまでも業務が行われてきまして、今

回のような事案は発生していなかったのですが、今

回の事案を受けて、基本は全て違う人がふだん管理

をして、１人が全部やるということはなくしましょ

うということで、今、その見直しを早急に図ってい

ただいている途中でございまして、ほぼそこにつき

ましては全部達成できるかなというふうに思ってい

るところでございます。

それが各所管の部分で、ただ、それは各所管ごと

の仕事になりますので、やはりきっちり、本来は１

年に１回、定期監査を受けていますけれども、ふだ

んの業務の中できちんとチェックをする仕組みをつ

くりましょうということで、先ほど言いましたよう

に、時期が半期に１回がいいのか、四半期がいいの
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か、毎月がいいのかというのもあったのですが、基

本は、通常の本来業務ではない部分の部分でござい

ますし、会計管理者の事務増もありますので、一応

今回につきましては半期に一度ということで、９月

末と３月末段階で、各団体の、今想定しているの

は、通帳口座の残高と関係書類がぴったり合うのか

確認をして、それは各所管ごとの担当課長が必ず

チェックをしていただいて、そのチェックをした結

果を会計管理者のほうに報告をいただくという形に

なりましたので、これを定例の業務としてこれから

ずっと行っていきましょうということになりますの

で、仮に人等が、担当者がかわる、あるいは課長職

がかわることも想定されますが、その中で、引き継

ぎ等もありますので、もし忘れていたとしても、今

度は会計管理者側から、時期になりましたら、こう

いうチェックがあるので、必ずチェックをしてくだ

さいというのが必ず半年に１回は時期が来るという

ことで、そのような形で、みんなできちんと確認を

するような体制にして、仮にそこで悪いことを

ちょっと考えようと思う職員がいないことを願って

ございますが、そういうことが必ずあるということ

が組織としてうまく進めば、そういうことをしな

い、やめようというような動機づけにもなるのかな

というふうに思っておりまして、今回、そのような

見直し策を検討して、今、それぞれの部署に指導し

ているところでございます。

なお、これにつきましては、今月は９月ですの

で、今月末からこの体制でやっていきたいというこ

とで、今準備をしております。

以上です。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ありがとうございます。

当然、いろいろな要素が出てきて、今、担当の課

長が答弁したように、ちょっと心がまた悪い方向に

動く可能性もありますが、いずれにしても、やはり

こういった体制づくりをきちっとやりながら、お互

い牽制するという点で、非常に今後、有効的にぜひ

働くような体制づくりというのをぜひ目指すという

ことは必要だというふうに思っておりますので、ぜ

ひきちっとした管理体制を進めていただきたいとい

うふうに思っております。

次にお伺いしたい点なのですが、担当の上司の管

理監督責任という形で、戒告処分という形になった

のか、訓告ですか、ちょっと分かりませんけれど

も、厳重注意ですという形になりました。一般的に

監督責任ということであれば、不適切であれば、減

給または戒告というような、そういうような懲戒処

分の訓令によりますと、内容にもなっておりました

が、当然、厳重注意だけということであれば、この

ラインには当然達していなかったというような話な

のかなというふうに思いますが、この点、まず確認

しておきたいと思います。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） ７番米沢議員の御質問に

お答えいたします。

今回の事案に当たりまして、一定程度、そこの職

場であります上司であります主幹、それから課長に

ついては、業務の遂行上において、一定程度の管理

監督責任は免れないだろうということで、厳重注意

処分としたところでありまして、処分書の交付を

もって、町長から処分書等の交付をし、今後の指揮

監督の徹底を図るように厳重注意としたところであ

ります。

今、委員おっしゃったように、まちの懲戒の規定

の中では、管理監督責任におきましては、指導監督

が不適正だった場合、それと、非行の隠蔽やまたは

黙認に関わった場合というようなことで、管理監督

責任を規定しております。当然、そういう悪い行い

があったものを、その上司自体が黙認をしたり隠し

たりということになれば、規定上は停職及び減給と

いう規定になっておりますので、そういう処分をす

ることが適当かということになります。

今回、厳重注意処分とさせていただいたというこ

とにつきましては、ふだんから管理監督の対応につ

いては適正に対応をしていたところでありますの

で、と言いながらも、こういう事案が発生したとい

うようなことを鑑み、今回の事案に当たっては、先

ほど総務課長が説明していましたように、今回の外

郭団体の事務処理に当たっても、ルールに基づいた

形で、担当者、それから通帳や印鑑の管理について

も別々にそれぞれ管理をしておりましたけれども、

管理職がいないときにそういう事案が起こるような

ことがあったというようなことでありましたので、

管理職においても、当然、普段、そういうものを管

理するのに、夜、帰るときは鍵をかけて帰ったりし

ますけれども、日中、例えばトイレに立つ、会議に

行く、そのたびに机の鍵や何かをかけることはあり

ませんので、そこまで徹底ができるのかとなると、

なかなかそこまでのものは難しいのではないかとい

うことで、審査委員会において、厳重注意処分が妥

当だろうということで、町長に進言をし、そのよう

な決定をいただいたところであります。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 分かりました。

非常にやっぱり管理監督にある立場の人というの

は、それぐらいに非常にやっぱり重い責任が問われ

ているという形だというふうに思います。

再度確認したい点があるのですが、この職員は、
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従前の部署において、そういった行為らしきものと

いうのは確認されているのか調査されたのかどうな

のか、確認いたします。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） ７番米沢議員の御質問に

お答えいたします。

先ほど総務課長が答弁させていただきましたよう

に、今回、こういう大変私たちのまちでは、遠い昔

までの過去は、私、知りませんけれども、職員の懲

戒免職という処分に至った事案というのは記憶にご

ざいませんので、初めてのケースなのかなというふ

うにも思いますけれども、こういう大きな事案が発

生したことをもって、今回、このような、そういう

こともあって、懲戒処分における公開指針というも

のも定めさせていただきましたので、この指針に基

づいて、一定程度ホームページ等においても公表さ

せていただいたところであります。

その職員とかそれ以外の職員についても、それぞ

れの者については、これまで何かそういう事案がも

しあったときには、当然、上司からの報告等によっ

て、審査委員会において懲戒処分が必要なものにつ

いては懲戒処分をしてきたところでありまして、そ

れぞれの過去の事案についてのお答えについては、

この場では控えさせていただきたいなというふうに

思います。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 再度確認いたしますが、以

前の職場にいたときは、こういう事例というか、外

郭団体の扱いだとか、そういうのをされていたのか

どうなのか。なければないでいいのですけれども、

確認いたします。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） 米沢議員の御質問であり

ますが、職員それぞれ人事異動等において、その部

署、部署において、その外郭団体等の事務を行って

いたこともある方ももちろんいるでしょうし、外郭

団体との関わりのない者については、そういうもの

を扱う機会はないと思いますけれども、この職員が

どうのこうのということについては、それは指針に

基づいて、公表できるものとできないものがあると

思いますので、この場では差し控えさせていただき

たいというふうに思います。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） いろいろ有言飛語があるの

で、以前にもいろいろ噂があったような話もありま

すが、噂の話は私はできませんので、ないというこ

とでありますから、やはりそういうものも含めて、

きちっとした対応を引き続きぜひやらなければなら

ないというふうに考えております。町長、この点に

ついて、もう１回、町長の決意のほど、お願いいた

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 米沢議員の、職員の倫理等

に対しますことについてお答えさせていただきま

す。

何度もおわび申し上げておりますが、絶対起きて

はならない、起こしてはならないことだということ

の認識は強く持っておるところでございまして、こ

れはルールだけをもって防げるものではないという

認識を持っておりますので、やはり平素からの職員

のモラル、これらについても意をしっかりと用いて

いかなければ、到底行き着くものではございません

ので、今回のこういったことを踏まえて、私どもも

当然でありますが、職場の規範意識として、私は非

常に皆さん、自覚を新たにしてくれているというふ

うに思っておりますし、また、町民の皆様方から、

非常にそういうことで高い倫理意識を求められてい

るということを再認識していると思いますので、私

も指導監督する立場としての意思をさらに強く持っ

て仕事に臨みたいと思っております。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 次に、ＰＣＲ検査について

お伺いいたします。

１番目の相談窓口等、医療機関の体制はどうなの

かということで、４床の感染病棟を持っているとい

うことで話でありました。この間、北海道新聞で

も、富良野協会病院の副院長の方が、万が一、重症

者が出た場合は、４床ではとても足りないと。緊急

の場合でもそれを補うことはなかなか大変だと。そ

のためには、やはり必要な病床を確保しなければな

らないし、そのためのやはり財源の確保だとかとい

うのも出て、この間もやはりそういう状況の中で、

患者数が減って、大変な状況にあったということ

が、北海道新聞の報道の中でも報道されているとい

う状況にあります。

そこで、やはりいつ、どういう状況の中で、上富

良野町においてもやはり感染がまた発生しないとい

う保証はありませんし、この富良野沿線において

も、そういう保証というか、ないのかなというふう

に思っております。

それで、この間のことをちょっと顧みますと、上

富良野町でクラスターが出ました。そのとき、どこ

だ、どこだということで、町民の方が騒いで、いろ

いろな情報が飛び交うというような状況になってお

りました。

そこのときに、非常に痛切に感じたのは、一定、

やはりこういう問題が起きたときに、やっぱり住民
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には一定程度必要な情報というのは伝えなければな

らないというふうに考えたところです。

そういう意味では、答弁の中でも、情報について

はなかなか提供されないという状況があるというこ

とであります。

そうではなくて、やはりこれからもしもそういう

状況が発生したときに、町民の皆さん方が、どうい

う経路で、どういう状況の中で発生したのかという

ことをやっぱり学習しないと駄目ですね、私たち。

学習によって、次の打つ対策が当然とられるわけで

すから、やっぱり必要最小限度、個人のプライバ

シーを除いた中で、やっぱりそういった情報の提供

というのはされなければならないというふうに思い

ます。そういうことによってクラスターを抑制した

り、あるいはそういったものの予防につながったり

だとかということが、当然やっぱり必要であります

から、そのための情報提供を、私は必要最小限、ま

ちに対しても町民に対しても提供する必要があるの

ではないかというふうに思っておりますが、この点

について、町長、どのようにお考えなのか。確かに

今、現時点では、保健所だとかいろいろな制約が

あって、道の指針だとかあって、なかなかできない

部分はあるのかもしれませんが、その点、確認いた

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員のＰＣＲに関

します御質問にお答えいたします。

今回の当町において経験いたしましたクラスター

等のときもそうでしたけれども、言葉は若干違いま

すけれども、ほぼ似たような思いで、私、振興局長

と、あるいは保健所とやりとりをしたことを鮮明に

覚えております。なぜもうちょっと詳しい情報を提

供いただけないのか。せめて私にだけでも教えてく

れというふうにも何度も申し上げましたけれども、

もう機械的なお答え、これ以上は申し上げられませ

んということの繰り返しでした。だけど、それで私

も経過としまして、何としても気持ちがおさまらな

いで、振興局、保健所へみずから足を運びました。

しかし、米沢議員が理解されているように、かたく

なに個人を特定できるようなこと、連想されるよう

なことについては一切申し上げられません、いかな

ることがあっても個人のプライバシーを超える権限

は持っていないということを何度も言われまして、

それは富良野の協会病院の院長、副院長からも同じ

ようにこぼしを私も聞いておりましたので、しか

し、その壁は超えることができませんでした。

ですから、先ほど申し上げましたように、一定程

度ときが過ぎて、一般論として検証した結果の情報

提供はいただけるのでしょうけれども、非常にその

壁は高いということで、私といたしましても、まち

の中で様々な風評につながるようなことを見聞きし

ましたので、その拡大を防ぎたくて努力いたしまし

たけれども、壁は超えられなかった。だけどその必

要性は私は今でも感じている次第でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） これは住民の運動にも広げ

ていかないと駄目な話で、恐らくこれからもそう

いった検証を踏まえた新たな動きというのも出てく

るのだろうというふうに思いますが、何よりも、

やっぱり必要最小限の予防につながる、やっぱり住

民が不安のないような、そういった情報の提供とい

うのはどうしても必要でありますから、これはぜひ

関係機関にも働きかけていただいて、ぜひ提供でき

るような仕組みづくりを引き続き要望していただき

たいというふうにお願いしておきます。

次にお伺いしたいのは、医療従事者、介護従事者

などのＰＣＲ検査の体制の問題であります。今でも

ＰＣＲ検査をするということになれば、医師の判断

だとか保健所の判断がなければ検査できないという

形になっております。

この間、よくテレビ、新聞でも報道されているよ

うに、介護施設でのクラスターが発生するなどなど

起きてきております。そこで安心してやはり働けな

い、あるいは預けられないということになれば、も

うその地域そのものが崩壊しかねないというような

状況が生まれることは明らかであります。

そうした場合に、上富良野町においても重要な施

設であり、上富良野町の経済が、またまちが安心し

て暮らせるようにするためにも、やっぱりこのＰＣ

Ｒ検査そのものをきちっとできる体制づくりをして

いかなければならない段階にもう入っているのだろ

うというふうに思います。

確かにこれも制限があって、なかなかできないと

いうことの難しいという認識ではありますが、やっ

ぱり今、そこを乗り越えて、地域でもやはり富良野

圏域でも、きっちりと予算を組む、もしくはそうい

う仕組みづくりをどのようにしていったらいいのか

というような研究検討委員会ぐらいは立ち上げるか

何かして、やっぱり地域の経済、安心を守るために

も、そういった体制づくりはどうしても必要だとい

うふうに思いますが、難しさはありますけれども、

その点、確認しておきたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員の、ＰＣＲ検

査の拡大と申しましょうか、について御質問にお答

えさせていただきますが、私も、特に医療従事者、

あるいは介護従事者等の皆さん方が、やはりみずか

らの安心の担保、さらには職場、地域に対する安心
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感を与える意味におきまして、このＰＣＲ検査につ

いては予防効果はございませんので、そういうよう

な心配がないかということを確認するという意味が

強いかと思いますが、現在、この富良野圏域におき

ましては、検査できる場所もごくごく限られており

ますこと、ただ、議員が御質問にあります、金銭的

な、資金的なことで対応が一定程度進むことであれ

ば、それはまちといたしましても対応ができるよう

に取り組むことは何ら躊躇はございませんが、いか

んせん、そういう検査だとか、あるいは陽性者が出

たときの対応だとか、そういうことは、医療的なイ

ンフラについては、私どもではいかんともできない

実態もございまして、非常にハードルの高い課題で

ございますが、ただ、必要性は、議員が御質問にあ

りますように、それを継続的に繰り返すことによっ

て、みずからの安心も確認できますし、様々ないい

効果をもたらすという理解はできますので、必要に

応じて、思いは各機関に伝えてまいりたいと考えて

おります。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 今、発症のいろいろな例が

たくさん出てきております。一番恐ろしいのは、

やっぱり無症状の方が発生を広げている可能性もあ

るというような状況が言われております。そうした

場合に、たまたま偶然、上富良野町はクラスターが

発生したけれども、その後、発生していないとい

う、これはいいことでありますが、ですが、人の交

流がいろいろあるわけですから、そうしますと、

やっぱりいつの間にか、気がつかないうちに入り込

んでいるという可能性もあるわけです。そういう場

合に、やはりこういった検査体制が充実していれ

ば、その現状を知ることがまずできるということで

す。知って、それに対して、次の予防をどうしたら

いいのかというような展開ができるということが専

門家の会議でも、僕は専門家でありませんので、記

事しか読めないので分かりませんけれども、言われ

ています。そういうことで、私はこの必要性につい

ても、やっぱり富良野圏域、上富良野町においても

きっちりとした体制づくりができなければ、その地

域で何とかやっぱり体制をつくることが一番必要だ

というふうに思っております。

ぜひこの点、当然、自費の話もありますし、当

然、国が動かなければならない話でありますから、

自治体でできる部分とできない部分、当然ありま

す。今、いろいろな検査の機械も充実されてきてい

るという話もありますので、そこを乗り越えるよう

な、大変失礼な言い方なのですが、ふだんからそう

いったために働かれているというふうに思います

が、この点、何とか富良野圏域も含めて、体制づく

りをぜひ行ってほしいと思います。確認いたしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員の、ＰＣＲ検

査に関します御質問にお答えさせていただきます。

私もこのクラスターが残念ながらこの上富良野で

発生してから、４、５、６、７、８、約半年たちま

すけれども、この間、北海道、あるいは医療機関の

方とお話する中で、あるいは国の動きを私なりに見

る限り、４月当初は、発熱等の症状が出ない人は感

染させないのだというふうに政府の検討委員会でも

統一して発表しておりました。しかし、今、ではど

うかといいますと、無症状の人が感染する可能性も

否定できないというふうにトーンが変わってきまし

た。ですから、発症していない人の検査は、当初は

かたくなに必要ないというふうに見解を述べられて

おりました。しかし最近は、今、分科会と言います

けれども、分科会の中では、医療的な検査、医療従

事者とか介護従事者については、やはりその意義は

認めていただいているような気がします。しかし、

プロ野球球団だとかサッカーチームだとかいう人た

ちが集団で受けるものについては、社会的な検査に

ついてはまだまだ国はそこまで及んでいないという

ような見解がございますので、米沢議員から御意見

ありましたように、私も私の立場としてお伝えでき

る範囲で粘り強くお伝えしてまいりたいと考えてお

りますので、ぜひ御理解というより御協力賜りたい

と存じます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ぜひ私たちもいろいろな角

度から支援していきたいというふうに思っておりま

す。

それで、次に、コロナ禍の支援対策についてであ

りますが、町長、この間、宿泊だとかプレミアムだ

とかという形の中で、それぞれの効果が出てきてい

るかなと、中間だと思いますが、現状ではどのよう

な効果というふうに押さえていらっしゃいますか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員の、コロナ対

策についてお答えさせていただきます。

まち、あるいは国、道と連動した様々な支援策を

講じさせてきていただいておりますが、効果のほど

の詳しい検証は、今、担当に指示をしておりまし

て、情報収集をしているところでございます。しか

し、率直に申し上げて、全て我々が想定した効果が

発現されているかというと、そうではないというふ

うに私も理解をしております。
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さらに、今後も支援策を講じてまいりますが、そ

ういった評価を適正に行って、さらに効果的な支援

につながるよう、とにかく今はこれを乗り越さない

と大変なことになるというふうに危惧を持っており

ますので、ぜひいろいろ情報もありましたらお聞か

せいただければと思います。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ぜひ今後、継続的な支援、

適時に打っていただければというふうに思います。

宿泊の皆さん方に聞いても、営業されている皆さ

ん方に聞いても、また、一般の飲食を伴う業者の皆

さんに聞いても、なかなかやっぱり一時のような回

復に至っていないというのが共通ですから、やっぱ

りこれからまだまだ先が見えない中での、本当に苦

労なさって頑張って営業を続けているという状況が

見受けられますので、ぜひこれから引き続きいろい

ろな対策を打っていただきたいというふうに思いま

す。

次に、少人数学級の問題で教育長にお伺いいたし

ますが、いろいろ学校等の現場に足を向けて、いろ

いろお話聞きますと、相当な緊張の中で、今、生徒

や先生たちが勉強等、学びのやっぱり精神的なスト

レスをなくすための対策に取り組んでいるというの

が分かりました。

また、少人数については、非常に有効的だという

話が伺えました。２０人ということであれば、約２

メートル間隔になります。３５人学級でしたら大体

こんな形の、三つ、そんな状況になります。そうい

う中で、これからの学校のあり方、学びのあり方と

いう点で、やっぱり少人数学級の方向性というのが

どうしても必要だし、そういう方向は必要だという

ことの話がありましたので、それと、教員の加配、

来年の３月までになっておりますので、そういうも

のも含めて、今後の対応について、国だとかでなけ

ればできない部分もありますので、お願いいたしま

す。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（服部久和君） ７番米沢議員の、少人数

学級についての御質問にお答えをしたいと思いま

す。

効果については、それぞれ少人数学級については

非常にあるのではないかということで、期待もされ

ているところであります。大きな期待というのは面

積、ソーシャルデスタンスの距離がとれるという部

分が一番大きいのかなというふうに考えておりま

す。

先日の新聞にも報道されていましたけれども、教

育再生会議のほうで、それらの少人数学級を進めて

いくということで合意したというような話が出てい

ました。

また、来年度の骨太方針、今、国のほうでつくっ

ておりますけれども、その中でも、コロナ対策とし

て、少人数学級に対応するようなことが書かれるの

ではないかというような情報も得ているわけですけ

れども、非常に少人数学級については、過去、ずっ

と全学年３５人学級を目指してずっと活動をしてき

ました。いつも障害になるのが財政の問題で、残念

ながら今まで小学校１学年だけを認める。あと、北

海道において実験的に小学校２年生、そして中学校

１年生に３５人学級を導入しているという実態にあ

ります。なかなかハードルが高い。財政的にハード

ルが高い。なおかつ今、教員不足、なり手がいな

い、人材不足ということが言われています。

その中で、私もぜひ、国のほうで最終的に決める

ことですけれども、そういうふうになっていただい

て、少しでも子どもたちの学びが保証されたらいい

なというふうに思っていますし、声も上げていかな

ければならないなというふうに思っておりますの

で、御理解をいただければと思っております。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、７番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。

──────────────────

◎散 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

午後 １時３６分 散会
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １４名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１４名でございます。

これより、令和２年第３回上富良野町議会定例会

２日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（深山 悟君） 御報告申し上げます。

さきに御案内しました議案第１６号教育委員会委

員の任命についての議案は、後ほどお配りしますの

で御了承願います。

また、議会運営委員長、総務産建常任委員長及び

厚生文教常任委員長から閉会中の継続調査として、

別紙配付のとおり申出がありました。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、

４番 中 瀬 実 君

５番 金 子 益 三 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 町の一般行政について質問

○議長（村上和子君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。

初めに、８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 私は、さきに通告しており

ます２項目、７点について町長の所信をお伺いいた

します。

まず、１項目め、行政組織と人事管理について。

町では、組織機構改革の取組として、平成１６年

４月より、簡素で柔軟な行政体制の確立を目指し、

これまでの係制から新組織機構体制であるスタッフ

制を導入し、今日まで現体制を維持し続けている。

しかしながら、少子高齢化や人口減少問題など、

町を取り巻く状況は大きく変化してきていることか

ら、私は社会の変化に対応した行政組織が必要だと

考えております。

そこで、１２年という町長の経験から、現在の組

織の問題点や課題、また、時代に即応した行政組織

はどうあるべきか、以下３点について町長の所信を

お伺いいたします。

１点目、現在はスタッフ制での組織体制となって

いるが、町長在任中の１２年間を振り返り、この組

織について、評価はどのようにお考えかお伺いいた

します。

２点目、組織は組織力、すなわち職員の力を結集

し、一致団結して目標に向かって進むことが、強い

ては住民福祉の向上につながると考えます。職員教

育について、これまで実践してきた総括と、町長が

一人一人の職員評価をどのように行ってきたのかお

伺いいたします。

３点目、長年培ってきた知識と経験を有する職員

は町民にとって大きな財産であり、何ものにも代え

難いものだと考えております。しかし最近、事故や

本人の意思で急に退職する者が見受けられますが、

町長は現状についてどのように認識しているのかお

伺いいたします。

続きまして、２項目め、町立病院の建設につい

て。

新町立病院は令和７年３月の竣工、６月の開院を

目指し、現在、鋭意作業が行われております。令和

２年度は基本構想・基本計画の策定に努めてられて

おり、今般、基本構想の概要版（案）が我々に示さ

れました。新病院に対する町長の思いや考え方が、

この間なかなか私たちに伝わってきておらず、町民

への情報提供が十分に行われていないと私は考えま

す。

そこで、町長が考えている新町立病院構想につい

て、以下４点に関してお伺いいたします。

まず１点目、この基本構想は町長の思いが十分に

反映されていると受け止めているのか、そして、町

長が思い描く上富良野町に必要な病院像となってい

るのかをお伺いいたします。

２点目、基本構想概要（案）では、具体的な建設

費として、現在の子どもセンターを取壊し、新病院

整備の検討をする方針となっておりますが、子ども

センターの機能の移転先はどこにお考えかお伺いい

たします。

３点目、町民にとって重要なプロジェクトである

新町立病院の竣工までの主なスケジュールや規模、
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診療科目などについての住民への説明や町民の方々

が期待する町立病院像の把握をいつ、どのような形

で情報提供し、町民の声を聞くお考えがあるのかお

伺いいたします。

４点目、今般示された基本構想概要（案）におい

て、概算事業費が約３７億円となっております。医

療備品等の予算を含めると、現時点での総額は幾ら

ぐらいと町長はお考えか、お見積もりに関してお伺

いいたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） おはようございます。

８番荒生議員の２項目の御質問にお答えをさせて

いただきます。

まず、１項目めの行政組織と人事管理に関する３

点の御質問にお答えいたします。

まず、１点目のスタッフ制に対する評価について

でありますが、私の就任時には既に現行のスタッフ

制となっており、その前の係体制との直接的な比較

については申し上げられませんが、スタッフ制の移

行前は１６課６５係体制として、組織を細分化した

中で業務執行が行われておりましたが、国の行財政

改革に伴い、職員体制の見直しが求められた中、限

られた予算、人員により効率的な行政運営を目指す

べく実施されたものと認識をしております。

この間、スタッフ制の必要性を理解した上で、そ

の効果を最大限に発揮できるように組織運営を行っ

てまいりました。

評価につきましては、よい面、不十分な面、両面

ありますが、協働のまちづくりなど、町民と一体と

なった行政運営に取り組むことによりまして、さら

に向上が図られるものと考えております。

次に、２点目の職員評価に関する御質問でありま

すが、職員一人一人に対する評価については、若い

職員から経験のある管理職まで数多くの職員がいる

中で、私が直接に評価することは、評価の客観性を

担保する観点からも困難と受け止めており、職員一

人一人の能力を十分に発揮し、機能性と機動力を備

えた組織づくりとなるため、副町長、教育長や管理

職を通じて職員の適性を見極め、適材適所となるよ

う職員の登用や配置については就任時から継続して

取り組んできたところであります。

一方、現在は、人事評価制度によりまして、これ

までよりさらに客観的な評価基準に基づき評価でき

る体制ができつつあり、人事評価制度の熟度が上が

ることによって、その効果が生かされるものと認識

をしております。

また、職員教育につきましても、必要な教育、研

修機会を十分確保し、みんながスキルアップを図れ

るよう職員教育には意を用いてまいりました。

最後に、３点目の職員の退職に関する御質問であ

りますが、これまでも新たな道に進むため、中途で

退職される方や体調等の面から退職される方もあ

り、それぞれの価値観、人生観の中での決断であり

ますことから、町にとりましては、知識や経験を有

する職員を失うことは大きな痛手ではありますが、

御本人の意思を尊重すべきものと捉えております。

いずれにいたしましても、全ての職員がやりがい

と誇りを持ってまちづくりに取り組むことができる

職場であることが大切であり、また、若い人に選ん

でもらえるような魅力ある職場であることも必要で

あり、良好な職場の環境や組織づくりに取り組んで

いくことが重要と考えておりますので、御理解を賜

りたいと存じます。

次に、２項目めの町立病院の建設に関する４点の

御質問にお答えさせていただきます。

新町立病院の改築整備につきましては、令和７年

の竣工に向けまして、今年度は基本構想・基本計画

の策定を進めているところであります。

基本構想部分につきましては、その骨子がこのた

びまとまりましたので、上富良野町立病院改築基本

構想概要版としてお示ししたところであります。

まず、１点目の基本構想に町長の思いが十分反映

されているかとの御質問でありますが、町が策定す

る様々な構想や計画は、現場の職員や附属機関の委

員の皆様の御意見等を十分に参酌しながら、最終的

に町長において方向づけをしているものでありま

す。

このたびの新町立病院改築に向けた基本構想につ

きましても、関係各課の職員はもとより、現場の医

師や医療スタッフ、さらに町立病院運営審議会の御

意見等を賜りながら策定したものであり、申し上げ

るまでもなく、執行機関の長として思い描く病院像

を示した構想となっているものであります。

次に、２点目の新町立病院の建設予定地について

でありますが、現子どもセンターを取り壊して、そ

の跡地に改築整備をする構想となっております。

御質問の子どもセンターの移転先ですが、利用者

の方々に御不便をかけることがないよう、現在の子

どもセンター機能を維持することを基本といたしま

して、具体的には一部機能を分化した中で、児童発

達支援センターにつきましては、隣接しております

旧看護宿舎を改築した上で移転し、また、子育て支

援拠点事業につきましては、他の施設で運営するこ

とで、検討を進めているところであります。

次に、３点目の新町立病院改築整備に係る町民の

皆様への周知や意見聴取についてでありますが、こ

のたび基本構想がまとまりましたので、ホームペー
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ジや広報等を通じて情報提供に努めるとともに、近

く、その内容の説明と御意見を伺う機会を設けるよ

う指示をしたところであります。こういった機会を

通じていただいた御意見なども参考に、基本計画の

策定作業を進めてまいりたいと考えており、基本計

画策定時にはパブリックコメントも実施したいと考

えております。

最後に、４点目の医療機器も含めた概算事業費に

ついての御質問でありますが、まず、お示ししてお

ります事業費の３７億円につきましては、標準的な

公立病院施設及び先行事例などの積算単価を用いた

試算値、試みの数字でありまして、実際の事業費に

つきましては、今後、基本計画・基本設計の策定に

よって、より詳細な事業費の積算を行っていくこと

となっており、そのようなことから、今回お示しし

ております事業費については、あくまでも参考値と

いうことで御理解を賜りたいと存じます。

また、医療機器を含めた事業費についてでありま

すが、現在も医療機器等につきましては、その更新

時期に合わせて計画的に整備を図ってきているとこ

ろであり、新病院の改築整備に併せて医療機器を更

新することについては想定はしておりません。

なお、現在のＣＴにつきましては、新病院の改築

整備時期と更新時期が重なるため、併せて整備を予

定しているところであります。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） まず、スタッフ制に関し

て、現体制を町長は続けられているこれまでの中

で、職員との協議の中で、例えば係制に戻したほう

がいいなどというような声は上がってきたのかどう

か、確認させていただきます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ８番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。

係制時代の仕事の進め方についての懐古的な思い

は述べられる職員もおりますが、今そこへ立ち戻る

というようなことは実質的には大変困難であります

ので、そういった時代のよさを、よさばかりではご

ざいませんが、そういった経験を踏まえて、私は経

験がございませんので、踏まえて、今のスタッフ制

の中でそれらを、いい面を生かしていきたいなとい

う声は寄せられております。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは伺います。町長の

現在お考えになるスタッフ制のメリットとデメリッ

トは何ですか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきます。

メリット、具体的に何がメリットというようなこ

と、一つ一つの事務事業を申し上げて評価すること

は大変難しいものでございますが、総体的に、まず

職員相互が情報共有できているということは、さら

に本人のスキルアップをするための基礎知識が身に

つくということでは、大変私はいいことであろうと

いうふうに思っております。

一方、多くの物事を抱えるという側面もございま

して、なかなか忙しさも一方では生まれているとい

う実感をするところでありまして、この１２年間通

じて見ていますと、その中でもいろいろ工夫してき

ておりまして、その中のチームの核となる人を決め

たりということで、機能的には、就任させていただ

いた当時から見ると相当充実もしてきていますし、

職員の中でも、そういう仕事の仕方というものは定

着してきているなと実感しているところでございま

す。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 今、御答弁の中で、仕事量

の多さなどに関して言及いただきましたけれども、

近年、このスタッフ制から以前の係制に戻している

自治体が増えております。

そのような中、スタッフ制では、職員それぞれが

担当業務を持つことの弊害として、課内及び班内の

職員間で事務量が偏っているという感じが見受けら

れます。実際私もそれぞれの課を回ることがありま

すけれども、片方の職員はずっとパソコンに向か

い、仕事量が多く、一方では、手のすいているよう

な職員も見受けられますが、その辺に関しての偏り

に関してどのように分析していますか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきますが、その瞬間瞬間を断片的に捉

えて私は判断はしておりません。総体的に課の課長

を中心にして、その課内全体の仕事の在り方は、そ

れぞれ各課に委ねておりますので、管理職の方がそ

の辺りの仕事のモメントといいますか、仕事の分散

のさせ方なんかというのは配慮いただいていると思

いますが、直接私のほうに、今の仕事の進め方に対

するいずさというのは伝わってもきておりません

し、私自身も、各課でその辺のコントロールはされ

ているというふうに理解をしております。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） では、違う角度からお伺い

しますが、私は管理職のスタッフへの指導監督が十

分でなく、また、相談に応じている姿も余り目にす

ることはありません。昨日、同僚議員が今般の１９

１万円の着服に関しての質問を取り上げましたけれ
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ども、余りにも今このスタッフ制、そして職員に対

しての管理体制を含め、ほころびが出ているような

気がしてならないのですが、その辺の見解をお伺い

いたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきます。

私といたしましては、やはり現在既に定着してき

ておりますスタッフ制というこの制度そのものにつ

いては、私なりに評価をしておりまして、それをど

のように、さらに機能的に生かしていくかというこ

とは、これからも追い求めていく課題だと思います

が、そういう中で様々な、仮にそういう問題が生じ

る芽があるとすれば、それは日々の機構改革の中

で、それは対応していけると思いますので、むしろ

このスタッフ制を本当に自分のものとして、どうい

うふうに定着させるかということに力点を置いてい

くことが重要かと考えております。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは、質問を変えま

す。

今般、この春から、いわゆる課長職がこれまでの

間、２人退職されています。先ほど町民にとって

も、豊富な経験、知識を有する職員は財産というこ

とでお話をしましたけれども、本当に退職願の受理

についてとか、非常に疑問に感じる点が多くありま

す。

例えば我々民間の企業であれば、一定の役職に就

いた者の退職の希望を受理する場合、最低限１か月

前というようなスタンダードなルールが設けられて

おります。行政にはないのでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきます。

退職に対します意思表示等のルールについては町

としても持ち合わせております。しかしながら、そ

ういうルールはある一方で、やっぱり個々人の人生

観、特に、やはり体調等の関係で退職の道を選ばざ

るを得ないというような事例もございますので、

ルールはルールとしてありますが、それは総合的に

私が判断いたしまして、退職を認めるか認めないか

の決断をさせていただいているところでございま

す。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 本当に長い年月、それか

ら、お金をかけて立派に課長まで育て上げ、また、

育った職員を、本当に様々な理由があるということ

で町長は述べられましたけれども、しっかりと慰留

はなさいましたか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 当然そういった経過を経

て、最終的に判断をさせていただいているところで

ございまして、ただ、一般論で申し上げますと、役

場に限らず、今、若い世代の方々、私のような年代

から比べると、転職をする、職を変えるということ

に対する、終身雇用のような、そういう認識という

のは極めて希薄になっておりますので、これは社会

の流れがそういうふうに変化してきている一つの表

れもあるのかなというふうに理解をしているところ

でございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは、人事管理につい

ては、町長のお考えはある程度把握させていただき

ましたので、質問を町立病院のほうに移させていた

だきます。

まず、今般我々に示された基本構想の概要に関し

て、総じて伺いますけれども、策定に当たり、ま

ず、人口減少の影響がしっかり加味されているの

か、そして将来の高齢者実数等々も加味されたもの

が、この基本構想に含まれているかどうか確認させ

ていただきます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の新町立病院に対

する基本的な考え方についてお答えさせていただき

ます。

将来の町の姿、あるいは現在の町民の皆様方は、

日々日常の中でお聞きしている声、あるいは将来の

人口も含めまして、町として持ち合わせていなけれ

ばならない医療機関としての役割と、私なりに総合

的に判断した中での構想とさせていただいたところ

でございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは、建設費に関して

お伺いいたします。今般示されました概要版は、改

築場所の選定ということで、まず、現町立病院敷地

内に特化し、五つの候補地を挙げた中で、どの場所

が最適かという御判断の下、今回は、対象である子

どもセンターを取壊し、その位置に新病院を建設す

るということで我々に案が示されましたけれども、

この改築場所の選定に当たり、当然町有地以外に

も、例えば近隣の民有地等々も検討もなされたと思

いますが、その辺の、今回の子どもセンターを取り

壊すという、場所の選定まで至った経緯というのを

簡単にお聞かせ願います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ８番荒生議員の新町立病院

構想におきます建設候補予定地についての経過につ

いて御説明させていただきたいと思いますが、ま
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ず、民有地の利活用等も初期の段階の中では、私な

りに想定もしたりいたしました。しかし、私が持ち

合わせております知識では、医療のルール、病院と

して持ち合わせなければならないルール等について

は知識がございませんので、それをドクターだと

か、あるいは事務スタッフの方々といろいろお話を

聞く中で、やはり道路を隔てて他の場所へ、前にも

お話ししたことがあろうかと思いますけれども、他

の場所へ仮に置いたとすると、現在のオンコール機

能、それは法律上、規則上、オンコール状態となり

ませんので、まずそれは想定できないというような

こと、様々な医療ルールの中で、消去法でいった

り、あるいは町民の利便性を考えたりした経過の中

で、現在お示ししている場所となったということで

ございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは、配置計画に関し

ての質問なのですが、今回、子どもセンターの取壊

しが予定されて、その場所に新病院の建設とありま

すけれども、現在、子どもセンターの中には子ども

センター、それからファミサポ、そして高齢者事業

団、それぞれが組織として中に詰まっておりまし

て、移転先である予定の看護宿舎というのも、多分

私が想定するに、病院と同じく建設されたものと見

受けられる非常に古い建物で、機能の一部をそこに

移転するという考えは理解できますけれども、相当

改築に費用がかかると思うのですが、その辺は御検

討されましたか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の現在子どもセン

ターが持ち合わせております機能についての、代替

についての御質問にお答えさせていただきますが、

子どもセンターが持っております二つの機能、それ

から高齢者事業団等の事務機能も含めまして、看護

宿舎等へ発達支援センターの機能をそちらへ移すな

どを考えておりますが、建設の担当課の技術者か

ら、現在の看護宿舎の状況等をしっかりと私なりに

確認をいたしましたところ、十分にこれからの利用

にも耐えるというような、建物を技術者として見て

くれておりますので、耐え得るというような見解も

いただいておりまして、一部、やはり子供を扱う場

所として想定すると、非常用の階段を設置すると

か、付加していかなければならない構造的なものは

ありますけれども、軀体としての耐久性は十分大丈

夫だというふうに聞いているところでございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 専門の方にそれ相応の見解

を求めて、今の御答弁があったと思います。

調べましたら、この子どもセンターには、平成２

０年以降増改築費として約６,５００万円が投じら

れております。この病院のスプリンクラー設置その

ものに関しては、平成２５年の福岡市の有床診療所

の火災を受け、その後、消防法が改められ、令和７

年６月までに特別な措置として、病院を運営に当た

り、スプリンクラーを期日までに設置をしなければ

いけないということで、今回、町長は昨年、新病院

建設にかじを切りました。非常にかじ切りまでに２

年、また３年近くを要して、相当お悩みになられた

と思います。

そのような中、例えば計画ということを考えたと

き、やはりいろいろな古い建物を、子どもセンター

は修繕していますので、一定程度、長寿命化ですと

か、そういったところで様々な利便性を考慮し、

６,５００万円の多額な費用を投じて現在運営して

おります。簡単に取り壊して、そしてまた新しいと

ころに機能を移転する。そもそも無計画な感じがし

てなりません。もう一度御答弁をお願いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ８番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきますが、様々な観点から総合的

に、一つ一つについては申し上げませんが、総合的

に、現在の使い得る、利用し得る敷地全体を総体的

に検討した中で、あそこにすればこれを動かさなけ

ればならない、ここにすればこれは障害になる。

様々な総合的な判断から、また、子どもセンターが

これまで、子どもセンターに対してかけてきた経費

等も、当然それは念頭にもありますし、そういった

ものを総合的に判断して、一番、新しい病院ができ

た後に、使い勝手のよさ、あるいは場所、それか

ら、今直ちに想定しているわけではございません

が、将来的な病院と福祉との連結、そういったもの

をトータルで想定いたしますと、やはり議員が今お

話のような、これまでかけてきた経費をもってで

も、さらにそれに代わる、それをしっかりと理解で

きるようなことにつながっていくというふうに、最

終的に私が判断したものでございまして、御理解を

賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 今の町長の御答弁で、検討

の中で配置計画を今回の案になされたという背景は

分かりましたと申しますか、理解をさせていただき

ました。

では、質問の中に、一昨日の記事ですか、この新

病院の基本構想に一部新聞社が触れて、町民の目に

大きく、その事業費が、医療費等々の備品を除く総

額約３７億円という、金額だけが先行してしまって

申し訳ないのですが、３７億円という多額な費用を

投じ、新病院を建設するという概要が我々に示さ
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れ、今、町の中でも、結構お金かかるんだねなんて

いう声も様々な角度から聞く場面があります。

今回、質問の中に、それ以外の予算を含め、どの

ぐらいの見積もりかというところでは、残念ながら

答えに近づくような御答弁をいただけませんでした

が、今回、新病院建設に関しては、現在使用してい

る医療備品もそのまま新病院にシフトし、極力経費

をかけない中で新しい病院の建設を目指すという、

この考えはとてもすばらしいと思います。

しかし、やはりこの後、新町長を決める選挙が１

１月２９日に控えております。かじを切った現向山

町長の責任として、やはり一定程度、こういった部

分で費用がかかる。ですから、概算で例えば４１億

円なのか、４５億円なのかは分かりかねません。し

かし、しっかりと現基本構想から、来年２月の末に

策定予定の基本計画にシフトする中で、しっかりと

７０％ぐらいは最低限、意思、そして考えというの

を、後をしっかりと渡すべきだと私は考えます。そ

の辺に関して見解を伺います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ８番荒生議員の御質問にお

答えさせていただきます。

私はこの構想づくりに着手したときから、事業費

について考えなかったことは一度もございません。

やはり大きく頭の中にあるのは事業費でございま

す。こういった構想を具体的にまとめると同時に、

様々な財源手当てというものは、同じくらいの力点

を置いてこれまでも、今も取り組んでおりますが、

各方面にいろいろと御相談に行ったり、あるいは知

見をいただいたりということで、極力事業費を圧縮

することは当然でございますけれども、その事業費

についてもなるべく他の町の自主財源に負担をかけ

ないような、そういう手法を講じられないかという

ことで、これまでも本当に様々な方々とお話もさせ

ていただきました。これからもさせていただこうと

思っています。

新しい担い手の方については、しっかりとその辺

は、下準備と申しましょうか、土台ができているよ

うな姿でバトンタッチをしていきたいなというのは

強い思いとして持っているところでございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは、今基本構想を受

けてしっかりと、また、さらなるコンクリートな状

態の基本計画が来年２月末に上がるという認識でよ

ろしいでしょうか。もう一度確認させていただきま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきますが、しっかりとした基盤、計画

につながる基盤を構築してまいりたいと考えており

ます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 最後に、パブリックコメン

トですとか、様々な形で今後町民の方に周知を考え

ているということでしたけれども、近隣の市では、

市庁舎建設がかなり難航いたしておりまして、民意

が、コロナ前の計画では、進めるべきではないとい

う、これはあくまでもアンケートの数字ですけれど

も、約７割の市民がそのような意見を持たれている

ということで、それだけやはりビッグプロジェクト

というのは町民にとって非常に大きな関心事であり

ます。

今回、運営審議会等々の議事録を見させていただ

く中で、審議会のメンバーの方も、もちろん町民の

１人ということで代表で来られて、様々な角度から

いろいろな意見を述べられて、活発な議論はなされ

ているのは分かります。

しかしながら、今基本構想が練り上がった最初

の、先般、８月２８日か、日付が間違ったらすいま

せん。この運営審議会の議事録を拝見させていただ

きましたら、向山町長は、多分ほかの公務で欠席、

副町長は、冒頭出席はされていましたけれども、挨

拶の後に退席というような議事録を見ましたが、本

当にそういった状態で、住民からの合意形成という

のは、基本計画策定に向けてなされるのでしょう

か。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

させていただきます。

審議会等への同席につきましては、むしろ私は極

力、審議会というものは独立した組織でございます

ので、私ども理事者が直接その審議の中に加わると

いうことは、むしろ私としては望ましいことでない

というふうに理解しておりまして、自由闊達な意見

をいただくことからして、私どもはその組織に１０

０％信頼を寄せておりますので、そのほうが審議の

形としては、私としてはそちらが望ましいというふ

うに理解をしているところでございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） それでは最後に、向山町

長、新病院建設の強い思いを町民にメッセージをく

ださい。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 荒生議員の御質問にお答え

をさせていただきます。

具体的な私の思いも含めまして、基本計画に向け

ての考えはこれからお示しする機会があろうかと思

います。しかしながら、やはり揺るぎない思いとい
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たしましては、町民の皆様方から上富良野町立病院

に対する熱い思い、そして医療を直接預かっていた

だいておりますドクターを初め医療スタッフの方に

つきましても、上富良野町立病院を自分たちでしっ

かり守っていかなければならないと。それが住民の

福祉に応えることだということで、本当に院長以

下、町立病院に愛着を感じていただいております

し、そういったバックボーンがあって初めて新病院

というものはつくり上がっていくものというふうに

理解をしております。

そしてさらには、やはり富良野協会病院を核とし

た、この富良野医療圏を考えますと、私はたまたま

小山内院長先生や角谷先生とお話しする機会も多い

のですが、特に、やはりそういった富良野圏域の協

会病院と上富良野町立病院との病病連携というもの

は何としても、大きな医療を支える基本であるとい

うことは共有できておりまして、まして町民の皆さ

ん方はふだん、形として接する機会は少ないかと思

いますけれども、毎年３０万人を超える自衛隊の皆

さん方が演習場を利用して演習をしていただいてお

ります。そういった方々の安心感を支える面におい

ても、私は上富良野町立病院が今の姿をベースとし

て、これからも維持していくことが、将来の上富良

野を考える中では絶対避けては通れないという姿だ

というふうに理解しているところです。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、８番荒

生博一君の一般質問を終了いたします。

次に、９番佐藤大輔君の発言を許します。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 私は、さきに通告してあり

ました１項目４点につきまして町長にお伺いいたし

ます。

都市部、一部地域を除き、全国的に人口減少、少

子高齢化が急速に進んでおりますが、本年初頭の社

人研、将来推計人口見直しにより、我が町も人口ビ

ジョンの大幅な下方修正を余儀なくされました。

そのような中、我が町を含め全国の地方自治体が

人口減少に歯止めをかけるべく種々模索しておりま

すが、どこかが増えれば結局どこかが減るというゼ

ロサムゲームに翻弄されることなく、また、人口の

増減に一喜一憂することなく、地域を元気にできる

第３の人口として、また、新たな地方創生策につな

がる可能性を大いに秘めているとして、数年前から

注目されているのが関係人口という考え方です。

関係人口とは、何らかのきっかけで移住した定住

人口でも、観光に来た交流人口でもなく、地元を離

れて暮らす方や地域で勤務経験のある方はもちろ

ん、移住に至らないまでも地域のファンとして特産

品を購入してくれたり、ふるさと納税をしてくれた

り、積極的に魅力を発信してくれたりと、思いを寄

せる地域や地域の人々と多様に関わる人のことを指

しますが、本年２月に策定された上富良野総合戦略

２に、関係人口の創出、拡大に関する具体的施策が

掲げられております。

そこで、以下４点につき、町長にお伺いいたしま

す。

１、今後、関係人口施策に期待することは、人を

数で語る時代とは別れを告げ、全体ではなく個とし

ての存在をしっかりと認知し、地域住民、移住者、

関係人口、企業といった多様なプレヤーが交錯する

中で、移住者が移住者を呼び、仕事が仕事をつくる

土壌がつくられ、仮に人口は減少しても人材は増加

するシステムの構築だと考えます。

そのためには、総務省採択モデル事業等を参考に

しながら、我が町の特徴を生かした、もう一歩踏み

込んだ施策展開が必要と考えますが、町長の所信を

お伺いいたします。

二つ目に、コロナ禍において様々な生活様式が見

直されている中、既に１か月程度の滞在期間でのリ

モートワーク客受入れ実績がある町内宿泊業経営者

からは、これを機に国の補助金を受けてワーケー

ション環境整備に取り組むと伺っておりますが、今

後、ＩＣＴ環境が充実し、町内全域でリモートワー

クが可能になるのであれば、例えば町内旅館、飲食

店に対し、コワーキングスペース設置のための国の

制度活用を推奨することや、リモートワークモニ

ターの協力を、我が町に事業を展開している企業に

仰ぐことで、早期にリモートワークの課題を洗い出

し、他市町村に先んじてワーケーション等の新たな

施策を実現することも可能と考えますが、町長の所

信をお伺いいたします。

三つ目に、総務省は、関係人口関連施策を効果的

に展開するために、中間支援機能を持つ新たな組織

の必要性を示しております。関係人口の接点となる

コンテンツが整理され、タイムリーな情報を集約

し、情報提供を行う拠点づくりを初めとしたアク

ションプラン策定のためには、様々な取組をキー

ワードでつなぎ、同じビジョンを持つこと。また、

どれだけ多くの住民の方がプロジェクトに参画され

るかが最も重要な指標になると思われ、そのために

は、中間支援機能を有する組織が必要と考えます

が、町長の所信をお伺いいたします。

最後に、総務省モデル事業類型の一つに、その地

域にルーツがある者等を対象とする取組があり、出

身者やその親族と継続的なつながりを持つ機会を提

供する具体策として、本年３月の定例会で質問させ

ていただきました合葬墓の設置は、関係人口施策の

目的に合致すると思われますが、町長の所信をお伺
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いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ９番佐藤議員の関係人口の

創出・拡大に関する４点の御質問にお答えさせてい

ただきます。

我が国全体が人口減少の局面に入った今日にあり

まして、地域の活力を維持し、持続可能なまちづく

りを進めていくため、いわゆる関係人口と呼ばれる

地域外の方々が地域づくりの一翼を担っていただく

ことは、今後のまちづくりにおきまして重要な視点

と捉えております。

町といたしましても、第２期上富良野町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略において、人口ビジョンに

示した将来展望を踏まえた四つの基本目標の一つで

ある「人をひきつけ、好きになってもらうまちづく

り」において、関係人口の創出・拡大を基本的方向

の一つとして掲げているところであります。

まず、１点目の関係人口施策の展開についてであ

りますが、町外の方々が町に興味を持ち、継続的に

多様な形で関わっていただくことは、地域の活性化

や将来的な移住の誘導にも大きな意義を持つことか

ら、多方面にわたり町の魅力に触れていただける機

会を創出していくことが大変重要なことと受け止め

ております。

現在、町では、ふるさと応援寄附及び企業版ふる

さと納税の各制度を活用し、町を知り、関心を持

ち、つながる取組を進めるとともに、町の地域特性

を生かした各種イベントの開催、支援を通じて、町

外から訪れていただける機会の創出や、映画やテレ

ビドラマのロケ地として利用されている地の利を生

かし、ロケの誘致とともに、ロケ地としての観光資

源を誘客につなげるロケツーリズムの取組による持

続的な観光振興を、ロケサポートセンターの活動等

を通じて推進をしているところであります。

さらに、定住・移住促進計画の着実な取組やふる

さと会の会員及び全国で活躍されている上富良野駐

屯地で勤務経験のある方々など、町に思いを寄せて

いただいている方々へのアプローチも引き続き進め

てまいります。

関係人口におけるつながりは極めて多様で、様々

な施策の展開が考えられると思われますが、御質問

にありますように、関係人口の拡大は、将来のまち

づくりの源泉として期待をするに当たり、一歩踏み

込んだ施策の展開については、事の正否を左右する

重要な要素と捉えており、それらの方々に対応する

ための受皿づくりと環境整備に引き続き力を注いで

まいります。

次に、２点目のワーケーション等への取組に関す

る施策等についてでありますが、働き方改革や新し

い生活様式を取り入れた取組として、テレワークや

ワーケーションといった、いわゆるリモートワーク

につきましては、今般の新型コロナウイルス禍の中

で関心も高まっているところでありまして、将来の

方向性を示したものとして認識をしているところで

あります。

リモートワークは、これまでの私たちの仕事の在

り方が大きく変わっていくことでもありますので、

将来に向けて様々な視点に立った検討が必要である

と考えておりますが、いずれにいたしましても、基

盤となる高速通信が可能な環境整備は何よりも必要

であるとのことから、国においても今期のＩＣＴ環

境の充実を推し進めるため、本年度、光回線の普及

率１００％実現するための財政支援が拡充され、町

においても今定例町議会において、高度無線環境整

備推進事業費の補正予算を上程させていただくとこ

ろであります。

既に町内の宿泊施設におきましても、１か月程度

の滞在期間でのリモートワークの実績もあり、さら

に当該施設では、国の補助金を活用してワーケー

ション環境整備に取り組むと伺っているところであ

ります。

町では、現在、町内の事業者等へのリモートワー

ク環境整備を目的とした直接的な支援策は持ち合わ

せておりませんが、既にある持続化補助の活用など

も含め、情報収集に努め、今後の対応を研究してま

いりたいと考えております。

また、リモートワークモニターの企業への協力に

つきましては、現在、町と関係のあります企業の

方々と情報交換を行うなど、施策や課題について研

究を進めてまいります。

次に、３点目の関係人口施策のための中間支援機

能についてでありますが、関係人口の創出・拡大の

ための中間支援機能につきましては、国においても

民間事業者等から提案を募集し、先駆的なモデル事

業をこれから調査検討するとされておりまして、今

後、モデル事業の実施状況、検討結果を参考に、町

においても推移を見てまいりたいと考えておりま

す。

次に、４点目の関係人口施策と合葬墓についてで

ありますが、関係人口の創出・拡大と合葬式施設の

設置につきましては、必ずしも目的が合致するとは

考えづらいところではありますが、ふるさと会など

と同様に、町にルーツがある方々との継続的なつな

がりを持つ機会や関係を継続していく取組は重要な

視点と捉えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。
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○９番（佐藤大輔君） ただいまは全ての項目が関

連し合う私のやや抽象的な質問に対して丁寧にお答

えいただき、感謝しております。

関係人口のワードそのものが新しく、全体的にま

だ研究段階であるとの御答弁でございましたが、現

段階での町長のお考えをもう少しお伺いしたく、ま

ずは、（１）の一歩踏み込んだ施策展開に関して再

度質問させていただきます。

確かに我が町には、視覚に訴えるコンテンツ、い

わゆる映える、地域資源が非常に多く、旅行者や町

民が魅力的な食や景観、十勝岳連峰が生まれた背

景、時代性をメディアプラットフォームを通じて発

信することで、多くの方の興味を引くことは十分に

可能だと考えます。

しかし、これらは主に交流人口イコール観光人口

を生み出す施策であって、私は、関係人口とは、さ

らに我が町に対する関心と関与が強い方を指すもの

と認識しております。

例えばふるさと応援モニターには、ふるさと住民

票を発行する制度整備、また、観光リピーターに生

活体験や住民とのつながりを感じてもらう機会の提

供など、あたかも階段を一歩上がってもらうような

働きかけによって、我が町のコアなファンになって

いただく。そしてさらにもう１段上がっていただく

と、コアのファンが我が町の課題解決に当たった

り、イベントにスタッフとして参加したりと、町外

の方でありながら我が町に強いインパクトを与える

人材になっていく。私は、この人材こそが、最初の

質問で述べた関係人口のプレイヤー像であり、そし

てこのプロセスが非常に重要であると感じておりま

す。

町長は先ほど、一歩踏み込んだ施策展開について

は、受皿づくりと環境整備に注力していくとおっ

しゃいましたが、現時点でもう少し具体的なイメー

ジをお持ちであれば、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ９番佐藤議員の関係人口に

関します御質問にお答えさせていただきます。

冒頭のお答えの中でも触れさせていただきました

が、私がイメージいたしております関係人口を構築

していくという姿の中で、やはり今そういったネッ

ト情報だとか、そういったものを通じて上富良野の

姿を体験していただいたり、あるいはお知らせする

ことは既に一定程度できているというふうに思いま

すが、しかし、私の思い描く関係人口をしっかりと

根づかせる過程として、やはりこの上富良野町の空

気であったり、このロケーションであったり、そう

いったものを肌で感じていただくことが基本になけ

れば、なかなかそういう次の段階へ進む土台ができ

ないのではないかというふうに押さえておりまし

て、そういう意味で、そういう方々が、関心をお持

ちの方がさらに一歩踏み出してみようかと思ってい

ただけるようなきっかけの環境づくり、具体的に一

つ一つはなかなか申し上げられませんが、例えば上

富良野の様々な情報を発信するような、そういう拠

点があったり、あるいは上富良野をめぐるような、

上富良野の魅力をアピールできるような、あるいは

定住・移住に関する情報を肌で感じていただけるよ

うな、そういう総合的な事業展開があるべきだとい

うふうに捉えて答弁させていただいたところでござ

います。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） より身近な具体例として、

昨日、私、町長と同僚議員とのやりとりの中で、泥

流地帯の映画化プロジェクトに非常に大きな可能性

を感じました。ただ、その中で構築される、例えば

映画関係者、町民、町外から来るエキストラの方、

ジオパークの関係者、または三浦綾子さんのファン

であったり、そういった方々のこの関係性をさらに

進化と深化、これを進めていくのが関係人口施策と

して、私がイメージする施策なのかなというふうに

感じておりますが、その点の、今の話に関しての見

解をお伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員の御質問にお答え

させていただきます。

昨日もお答えさせていただきましたが、そういっ

た町外の皆さん方とつながりを持つ、非常に大きな

意味を持つツールだというふうに私も強く認識して

おりまして、ぜひそういったことを、前段お答えさ

せていただきましたようなことと、しっかりとそれ

が一つのものとなるように組み立てていくことが重

要だと考えております。

ただいま御質問いただきましたようなことは、相

当ネットワークも広くなりますので、期待をしてい

る部門だということで、御理解いただきたいと存じ

ます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 今の話と関連いたしますけ

れども、結局のところ、ふだん何げなく眺めている

景観や口にしている食事など、我が町の魅力を町内

在住者が改めて体感し、多くのファンを持つ上富良

野町に住む当事者意識を醸成することで、町民の中

にもコアな関係人口、これ私、勝手に地元愛型と

言っているのですけれども、町民の中にもコアな関

係人口が増えていくということが地域活性化に不可

欠かと思います。その道のりは大変険しいものであ
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りますが、人材が増加するシステムの構築に向け

て、ただいまの泥流地帯映画化プロジェクトを含め

た取組を注視し、私も微力ながらお力になれるよう

努めてまいりたいと思います。

もう１点、（１）に関して再度質問させていただ

きます。

先ほどの階段の話で申せば、この階段の行き着く

先、いわゆる最上段は定住・移住であることに間違

いはないかと思います。しかし、この町に骨を埋め

る覚悟があるかという地域側の強い思いは、いずれ

地域で暮らしてみたい、地域で自分を生かしてみた

いと考える人にとっては、非常に高いハードルにな

ると思われます。

特に、この町に住みながら、ほかの地域にも移住

し、そういった移住を繰り返しながらも、この町

に、我が町に関わる関係人口、俗に風の人と呼び、

住むことで地域の実情を知り、実現可能な解決策を

提案しやすく、地域に同化する前に、去ることで思

い切った提案ができるという、大変一見無責任な感

覚はいたしますけれども、こちらもインパクトを与

える人材と言えます。そもそも移住・定住を前提と

しない関係人口に関しての町長の見解をお伺いいた

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員の御質問にお答え

させていただきます。

非常に前段の質問で共感を私させていただきまし

たけれども、まず、こういった関係人口もさること

ながら、定住・移住を進める一番の根本、根っこ

は、私は絶対これはぶれることはあってはならな

い。やはり住んでおられる町民が本当に自信を持っ

て、上富良野が好きだと、上富良野でなければなら

ないというような、そういう町民の意識をしっかり

と根づかせるということが、まず基本にあるべきだ

ということはこれからも変わりないと思います。

一方、関係人口という捉え方から、そういう視点

から見て、暮らし方に対する価値観は、非常に今大

きく変化をしているなというふうに捉えておりま

す。

具体的に、これが全てではございませんが、例え

ば若い元気なうちは、大勢の人の中で自分を試して

みたいと。一定程度、少し人生設計の中でまた違っ

た生き方を選択するという中で、自分の理想に近い

ところで住んでみようと。そして、そういう過程の

中では、そういう視点から見える地域の地域づくり

に対する意見も発信していくようなことも大切で

しょうし、そしてさらに、やはり年を重ねていくこ

とによって、今度、自分自身が便利、不便もまた一

方で生じてきますので、そういう段階を迎えたら、

残念ではあるけれども、やはりそういった自分の身

体を中心とした暮らしやすさと、そういうようなと

ころをまた一つの自分が暮らす場所として選んでい

くというような、そういう暮らし方も、そういう多

様性がこれから求められる時代になっていくのかな

というふうに理解をしているところでございます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 多様性ということで、先ほ

ど申した風の人などは、大変いぶかしく見られがち

であったりします。住んでいない者がこの町に口を

出す資格なしと排除することなく、やはりそういっ

た全て、上富良野に関わろうとする方を抱きかかえ

る風土づくりにも、これは口で言うのは大変簡単な

ことでありますけれども、そういった風土づくりに

も尽力していただきたいものと存じます。

続きまして、（２）のリモートワークにつきまし

て再度御質問いたします。

ワーケーションが普及すれば、連泊による宿泊施

設の稼働率向上が期待されます。町長は、リモート

ワークの可能性を含め、今後、研究を進めると述べ

られましたが、労働者の間でワーケーションの概念

が徐々に広がり、企業が労務上の仕組みを構築し始

めている今のフェーズ。今のフェーズは、恐らくよ

ちよち歩きのようなフェーズかと思いますけれど

も、ここから東京を含めた大都市からの人口分散が

顕著化され、気候変動による猛暑も相まって、ワー

ケーションが一気にスタンダードになるフェーズに

移行するまで、この移行が恐らく、よちよち歩きが

急に皆さんが歩き出す、こういったフェーズかと思

いますけれども、このフェーズに移行するまでに、

まずは、町長が示された国の補助制度を用いて、町

内事業主にリモートワークのハード面整備を推奨

し、全国の競争相手と戦う準備を整わせること。そ

してその後、能動的にワーケーション利用者を呼び

込む施策を展開し、事業者が稼ぐための手助けをす

るということが、行政の負うべき責務であると私は

考えておりますが、この点、町長の見解をお伺いい

たします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員のワーケーション

に対します考え方についてお答えさせていただきま

す。

これからこういった働き方については、一定の市

民権を得ていくものというふうに理解をしておりま

す。私も大変関心のあることでありまして、これま

でも、このコロナ禍で、特に今注目をされておりま

すので、私が接する町外の方々、特に企業に携わっ

ておられる方々とお話ししたり、あるいは訪ねてこ

られたりする方々にお会いしますと、話題の一つと
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して、リモートワークだとかワーケーションだと

か、それからリモートワークだとかということにつ

いてお聞きするのですが、皆さん大体共通しておら

れるのは、佐藤議員も、よちよち歩きかなというよ

うな見解をお持ちですが、まさしくそういうよう

に、部署によっては、そういったことに置き換わっ

ていくことが可能だというセクションも企業によっ

てはあるというふうにも位置づけておられる企業も

ありまして、なかなか人と対面することによって業

が成り立っているような方々については、なかなか

定着しづらいというような様々な今、直接その現場

におられる方からお話を伺っております。

ただ、冒頭申し上げましたように、そういった働

き方が、働き方の一つの形としては、これは定着し

ていくものだと思いますが、町としてそれを、ある

種前のめりぎみに積極的に展開する、今、町として

の体制はまだそこまで届いていないし、知見もまだ

十分持っていないという段階でございまして、これ

からそういった領域にさらに足を進めていく必要は

感じているところでございます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 国内の大手観光業が営むホ

テルが旭川にございまして、ワーケーションプラ

ン、リモートワークプラン、テレワークプランか

な、１５泊で本来１２万円からのところを１５泊で

４万５,０００円からのような、そういったプラン

も既に出されております。

しかしながら、バケーション要素はうちはどこに

も負けないわけでして、やりようによっては、本当

にそういった大手企業と十分に渡り合える可能性は

ありますので、先ほど町長もおっしゃったように、

それこそその時々の状況に応じて、観光協会、商工

会と連携しながら、町内事業者に対してのリモート

ワークの支援を引き続きお願いしたいところでござ

います。

もう１点御質問させていただきます。

我が町で育った多くの子供たちは、都市部に職を

求め巣立ってまいります。これはもう厳然とした事

実でございます。しかし今後、リモートワークを推

奨する企業が増えればＵターンも増えるかもしれま

せん。さらにそこから我が町において、都市部の企

業人同士もしくは都市部の企業人と地元の企業人と

いったコミュニティーが形成され、生まれ育ったこ

の町で事業を興してみたい、起業してみよう、そう

いった若者が増えるかもしれない。若者を輩出でき

るかもしれない。そういった可能性があると思いま

すが、この点、町長の見解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員の御質問にお答え

させていただきます。

今、御質問いただきましたような働き方について

は、もう既にそういう芽が全国で生まれているとい

うことは見聞きもしております。ましてやこの町で

生まれ育って一人前になった人たちが、この町でさ

らに大きく羽ばたいていただくということは願って

もないことでございまして、そういったような環

境、要するに上富良野にまた戻って活躍をしてみた

いと思えるような町であることが、まず基本でござ

いまして、そのまちづくりの過程で、議員から御質

問にありましたような環境整備、そういった働き方

を支える環境整備、そういうものが同時に進むべき

ものというふうに考えておりますが、残念ながら

今、上富良野町におきましては、そういったことに

対するノウハウだとか蓄積がまだ十分でございませ

んので、大いに関心を持って、そういうふうな結果

をもたらすように、私どもも重要な事項として捉え

ていきたいというふうに考えております。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 私も可能性の話ばかりして

大変申し訳ないのですけれども、やはり可能性があ

る以上は、今後、せっかくＩＴインフラを整備して

よかった。したのになというのではなくて、整備し

ておいてよかったな、このＩＴインフラを十分に活

用できるような、そういったことを、私が申すまで

もありませんけれども、そういったリモートワー

ク、テレワークの可能性を探求していただきたいと

思います。

続きまして、（３）の中間支援機能に関して再度

お伺いいたします。

私、最近ロードバイクを購入しまして、サイクル

リストの仲間入りを果たしましたと言ってもいいの

か分かりません。まだ１回しか乗っていないので、

分かりませんけれども、私の背中を押してくださっ

たのが、町内、自転車の分野において、国内はもと

より国外にも多くのサイクリストとのつながりを持

ち、精力的に情報発信している町内在住の、いわゆ

るインフルエンサー的な方であります。この方を含

め、私は議員になって初めて、上富良野町には各コ

ンテンツのスペシャリストが大勢おられることを実

感しております。

特に、町の潜在魅力の掘り起こしや既存魅力の拡

散は、結局頼るところはマンパワーでありまして、

そのパワーの最大化のためには、町内外問わず、い

わゆるインフルエンサー的な方同士、またはインフ

ルエンサー的な方と旬のキーワード等を効果的に結

びつける調整役が必要ではないかと思います。中間

支援機能の手腕は、まさにコーディネート機能と捉

えております。町長は、この機能の受皿として、行



― 46 ―

政、ＮＰＯ、協議会、公益法人など、現時点でどの

ような形態がふさわしいとお考えか、もしイメージ

をお持ちであればお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ９番佐藤議員の関係人口に

関しましての中間支援機能につきましての御質問に

お答えをさせていただきますが、これによらず、地

域と都市部、あるいは地域と地域を結ぶような、そ

ういう事業展開の中で、やはり一番キーポイントと

なるのは、そういう縁結びをしてくれる方がいる

か、いないかというのは非常に大きなポイントでご

ざいます。

そういう意味におきまして、少し具体的なイメー

ジは、まだ国においてもこういう形というものは示

されておりませんが、中間支援機能のような存在と

いうものの価値は十分認めるものでございますが、

具体的にどういうようなところが担えばいいのかと

いうのは、なかなか、残念ながら私のイメージで

は。

ただ、これを経験則的に申し上げますと、官主導

でやることは、むしろ否定的だというふうに御理解

いただければと思います。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） またしてもおぼろげなもの

を町長にぶつけているところでございまして、私

も、最後に町長がおっしゃった官主導というのはそ

ぐわないという点に関して、同じ意見を持っており

ます。

関係人口モデル事業に取り組むある町の行政担当

者に電話で取材しましたところ、事業の事務局が行

政に置かれておりまして、ほぼ職員のみで運営して

いるが、徐々に疲弊してきていると、そういったこ

とを伺っております。その原因というところまでは

お伺いしておりませんけれども、今後、中間支援機

能に関する議論の際は、事務局の疲弊から引き起こ

されるであろう活動停滞を避けるためにも、また、

機能の自由度を増すためにも、官民連携がいいのか

ちょっと分かりませんけれども、恐らく官主導でな

い形を推し進め、財源、キャッシュポイント、いわ

ゆる稼ぐ機会の創出、世代交代等の諸課題を意識し

ながら慎重に進めていただきたいものと考えます。

続きまして、最後、（４）の関係人口、ゆかり型

関係人口施策に関して再度お伺いいたします。

町長、正直、性懲りもなくという感覚をお持ちで

あったかなというふうに思いますけれども、確か

に、前回の質問後、合葬墓があったらいいよねとい

うような反響が割と大きかったということは事実で

ございます。

しかし、今回におきましては、あくまでも関係人

口施策として適しているのではないかという考えの

下で質問しておりますことを御理解願いたいと思い

ますが、先ほどの町長の御答弁をお伺いして、今日

をもって合葬墓は完全に諦めましたので御安心いた

だきたいものと思います。

それと引き換えにではないのですけれども、ふる

さと会についてちょっと御質問させていただきま

す。

関係人口を語る上で大変重要だと私は思ってい

る、先ほどの郷土愛型とほぼ同類になると思うので

すけれども、ゆかり型、我が町の出身者、また親が

出身者という方をゆかり型というふうに呼びます

が、ゆかり型関係人口拡大の方策として、町長、先

ほどふるさと会を挙げられました。

しかし、大変残念なことに札幌ふるさと会会員

は、平成１８年の５３２名をピークに減少を続け、

昨年は１６７名。そして一時は１００名前後で推移

しいた総会の参加者も昨年は４９名というふうに

伺っております。町長はこの現状をどのように受け

止めておられるか、また、今後行政としてふるさと

会にどのように関わっていくおつもりかをお伺いい

たします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ９番佐藤議員のふるさと会

についての御質問についてお答えさせていただきま

す。

私もこれまで１２年間、札幌のふるさと会あるい

は東京のふるさと会、欠かさず出席をさせていただ

いております。佐藤議員が見解をお持ちのように、

年を追うごとに参加者が減ってきているというのも

肌で実感をしております。

しかしながら、いろいろ課題を聞きますと、やは

り私どもといたしましては、関係を強くするために

様々な応援もさせていただいております。しかし、

札幌も東京も含めまして、やはりそういった中でお

世話をしていただける方の人材、何と申しましょう

か、そういう人の確保が非常に難しいということは

どなたからもお聞きしております。

ですから、ある方が携わって、お手伝いをしてい

ただけるような組織ができた、それが１４年、２０

年にわたって同じ方がやっぱり担わざるを得ないと

いうような背景がありまして、当然そういう方は、

自分の年代を中心にした人脈に声をかけるものです

から、どうしても若い人のほうには情報もありませ

んし、なかなか誘う機会がないということでこぼさ

れております。

ですから、私どもそういったところをどうやっ

て、地元としてどうやってそこをお手伝いしていけ
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ばいいのかということは本当に難しいのですが、そ

ういうふるさと会、上富良野出身者の方は全国にお

りますので、そういった方々に何かの方法をもって

町の情報をお知らせするとともに、お世話をしてい

ただける方の確保、これについて町としてもできる

だけの応援はしていかなければ存続しないなという

ふうに危機感を持っているのが実態でございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 私も総会に出席したことが

ございまして、ホテルのパーティー形式ということ

でございましたが、やはり私ぐらいの年齢でも

ちょっとハードルが高いなという思いをした記憶が

ございます。

例えば年に１回札幌で開催されて、今年は中止で

したけれども、さっぽろオータムフェストに町とし

て出店するので、その出店のボランティア、お手伝

いに、札幌に住む上富良野出身者が集まっていただ

くとか、そういったことで若者の新規参加、新規会

員を増やせたり、また、新規会員の発掘、掘り起こ

しだったり、そういうところにつながる可能性があ

るのかなと思いますが、やはり外部団体ということ

で、そういったことは不可能なのでしょうか、お伺

いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員のふるさと会を育

てるというような御質問にお答えさせていただきま

すが、佐藤議員、オータムフェストを通じていろい

ろアプローチをしていただいているようですが、そ

れに限らず様々な機会を通じて、ゆかりの方々に

ネットワークを広げていくと。また、声をかけてい

くということは、やはり地味ではありますけれど

も、やはり最後はそこに行き着くのかなというふう

に思っております。

また、最近、私、自分なりにこれまでの経過を振

り返ってみますと、どうしても、例えば札幌のふる

さと会でありますと、札幌におられる方々に声をか

けようということはどうしても頭の中で先行してい

るような気がいたします。待てよと、立ち止まって

考えてみますと、町民の皆さん方に、こういうふる

さと会が札幌にありますよと。だから自分の兄弟だ

とか親戚だとか、そういった方に、今度こういう会

があるので、ぜひそれぞれがお声がけをしていただ

けませんかと、そういうアプローチは今までしてき

ておりませんので、本当に原点にやはり、例えば札

幌なら札幌にある会が母体になることも大事ですけ

れども、やはり輩出しております町民の皆さん方か

ら情報を提供していくということも一つの考え方と

して、これから検討する必要もあるのかなと。

ちょっと質問からは拡大してお答えしておりますけ

れども、そんな印象を持っております。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 町長のただいまのアプロー

チ法に関しては、私も本当に同意といいますか、非

常に興味深く聞かせていただきました。

繰り返しますけれども、ゆかり型というのは、生

まれた瞬間に、おぎゃとここで生まれた瞬間に、あ

なた関係人口というようなものであると私は認識し

ております。ですから、こういった方というのを今

後どのように、しっかり上富良野に結びつけていく

のか、しつこくすると嫌がられたりもしますので難

しいかと思いますけれども。

先日、同級生とちょっとお話しする機会があっ

て、議員になった経緯であったりとかという話の中

で、郷土愛という言葉、ワードが出てきたのです。

郷土愛とはそもそも、どのぐらいの年から感じ始め

たかというと、これは分からないのですけれども、

何となく４０歳ぐらいからではないかと。人生の折

り返し地点で、要は先、老後が何となく見えてきた

世代からそういうものが生まれるのかなと。

同時に、例えば、昔、十勝岳に登ったねとか、運

動会で上富良野音頭って、なんか変な踊り踊らされ

たねとか、そういった、変なは、すみません、訂正

します。作詞・作曲者と振りつけ者におわびして訂

正させていただきます。でも、物すごく印象に残っ

ているのです。ですから、今で言うと恐らくジオ教

育がそれに当たるのかなというふうに思いますの

で、関係人口と教育というものも非常に密接な関係

であるということを、本当にこれ私が申し上げると

ころではないのですが、教育長にお伝えをし、最

後、もう１点質問させていただきます。

最後に、町長、２年前の同僚議員の関係人口の質

問に対しまして、関係人口施策は北海道にはなじま

ないというふうに御答弁されておられますが、今は

どのようにお考えになられているか、こういったこ

とを最後にお伺いして、私の質問を終わります。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 佐藤議員の御質問にお答え

させていただきます。

そもそもこういった関係人口なるものの発想の底

には、私はこれまでの経験の中で申し上げますと、

やはり大都市一極集中ということが非常に声高に叫

ばれるようになって、そういった人たちが首都圏あ

るいは大都市圏を中心に過疎化が過度に進んでいる

というような背景の中で、それぞれ各中小の市町村

の生き残り策として、そういった関係を持っていた

だく方、人口を確保することによって、町の勢い
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を、活力を維持していこうという流れが背景にある

というふうに理解をしております。

そういったことから、昨今いろいろな交通体系が

整備されてくる中で、ましてや温暖化が進む中で、

北海道のよさというのは各方面でＰＲをされており

まして、また、北海道へ来られる方々も確実に、現

在はともかくとして、増えている状況の中で、北海

道も都市の周辺部とはまた違った意味で、関係人口

維持だとか町の活力維持のために関係人口というも

のに徐々に目が向いていったものというふうに、こ

の数年間の中で背景が変わってきているというふう

に理解をして、今、北海道もそういったくくりの中

に入るのかなというふうに理解をしているところで

ございます。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、９番佐

藤大輔君の一般質問を終了いたします。

これにて、町の一般行政についての質問を終了い

たします。

暫時休憩といたします。

再開は１１時といたします。

───────────────

午前１０時３１分 休憩

午前１１時００分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

──────────────────

◎日程第３ 議案第１号

○議長（村上和子君） 日程第３ 議案第１号令和

２年度上富良野町一般会計補正予算（第８号）を議

題といたします。

提出者から、提案理由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補

正予算（第８号）につきまして、提案の要旨を御説

明申し上げます。

１点目は、本年度の普通交付税算定額が既決予算

を上回る額で確定したところであり、併せて関連す

る地方特例交付金及び臨時財政対策債の発行額が確

定したことから、それぞれ所要の補正を行うととも

に、併せて消費税引き上げ時期の延期に伴い交付の

施行時期が延長されておりました法人事業税交付金

につきまして、今年度途中から交付開始となること

から、歳入に新たな款を追加し歳入予算に計上する

ものであります。

２点目は、前年度のプレミアム付商品券発行事

業、自立支援給付費、障害児入所給付費、障害者医

療費、地域生活支援事業費及び介護サービス提供基

盤等整備事業費交付金に係る精算に伴い、国、道へ

の返還金について、それぞれ所要の補正を行うもの

であります。

３点目は、現在実施している道営草地畜産基盤整

備事業及び上富良野地区道営農村地域防災減災事業

において、それぞれ事業量等の変更に伴い、地方債

限度額の変更及び所要の補正を行うものでありま

す。

４点目は、町内の１次産業事業者が計画している

事業について、国の食料産業・６次産業化交付金の

交付対象事業となる見込みであり、当該交付金につ

いては、町を経由した間接補助となることから所要

の補正を行うものであります。

５点目は、昨年度から交付されております森林環

境譲与税を活用した事業について、当初、目的基金

への積立てを予定しておりましたが、当該譲与税の

目的である私有林整備事業の年度内実施ができる見

込みが立ったことから、当該整備事業実施のための

所要の補正をお願いするものであります。

６点目は、道営島津第２地区事業に伴うパイプラ

イン整備を進めるに当たり、島津公園横の富良野川

桜つづみ内の支障木の伐採が必要となることから、

伐採に要する費用について所要の補正を行うととも

に、北海道から支払われる立木補償について、歳入

に計上するよう所要の補正をお願いするものであり

ます。

７点目は、今年度実施しました町内の公園遊具の

劣化点検の結果、緊急的な対応が必要な遊具に関

し、早急に撤去及び修繕を図るため、所要の補正を

お願いするものであります。

８点目は、日の出公園駐車場拡張整備事業に関

し、今年度予算審議等における委員会説明の中で説

明をしておりました概要スケジュールに沿って、日

の出公園駐車場用地として、公園隣接地の取得に向

けた事前準備として、内部協議及び地権者との交渉

を進めてまいりましたが、今般その土地取得に関

し、地権者からの内諾を得たことから、その取得す

る費用について、所要の補正をお願いするものであ

ります。

９点目は、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を活用した事業について、これまで臨

時町議会での補正予算等を議決いただき、対応して

きているところでありますが、さきの国の第２次補

正予算により、全国的な光ケーブル未整備地区の解

消が位置づけられたことから、これまで関係機関と

の協議、検討や要望などを行ってきた結果、共同調

達方式による公設民営による整備のめどが立ち、ま

た、今回の整備における全道的な状況を踏まえ、そ

の整備に要する費用について、所要の補正をお願い



― 49 ―

するとともに、事業の年度内完了が見込めないこと

から、繰越明許費の設定をお願いするものでありま

す。

併せて、先に先行している実施している臨時交付

金事業の一般財源部分について、２次分の臨時交付

金を充当するよう所要の補正をお願いするものであ

ります。

１０点目は、新型コロナウイルス感染症緊急包括

支援交付金及び子ども・子育て支援交付金を活用

し、町内の障害児福祉サービス事業所、児童福祉施

設等での感染症対策環境整備、衛生用品の確保を行

うため、所要の補正をお願いするものであります。

１１点目は、ふるさと応援寄附について、６月補

正予算に計上したもの以降に、これまで町に寄せら

れました寄附について歳入に計上するとともに、寄

附者の意向に添いまして、それぞれ目的基金への積

立てなど、歳出予算に計上することと併せ、ふるさ

と応援モニター事業に要する費用につきましても、

今後、これまでの状況から不足することが見込まれ

るため、所要の補正をお願いするものであります。

以上申し上げました内容を主な要素とするととも

に、他の既決予算につきましても、一部事業内容の

変更に伴う補正を行い、財源調整を図った上で、財

源的に余剰と見込まれる部分につきましては、財政

調整基金に積み立てるとともに、公共施設整備基金

については、当初充当を予定していた財源を一般財

源に組替え、今回新たに計上しました日の出公園駐

車場用地取得費用に充当することとしたため、その

差額分相当２００万円について、繰入金額を減額

し、一定額を予備費に留保することで補正予算を調

整したところであります。

それでは、以下、議案の朗読につきましては、議

決項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。

議案第１号を御覧ください。

議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補正予

算（第８号）。

令和２年度上富良野町の一般会計の補正予算（第

８号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７億８,３０７万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ９１億８,１７０万７,

０００円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

繰越明許費。

第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定によ

り、翌年度に繰り越して使用することができる経費

は、「第２表 繰越明許費」による。

地方債の補正。

第３条、地方債の追加及び変更は、「第３表 地

方債補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

９款地方特例交付金３３１万６,０００円。

１０款地方交付税５,８３５万６,０００円。

１３款使用料及び手数料３万円の減。

１４款国庫支出金４億４,１９０万８,０００円。

１５款道支出金１,６６７万７,０００円。

１７款寄附金１億２,９２２万９,０００円。

１８款繰入金２００万円の減。

２０款諸収入３３８万７,０００円。

２１款町債１億２,７２３万１,０００円。

２２款法人事業税交付金５００万円。

歳入合計７億８,３０７万４,０００円。

２ページをお開きください。

２、歳出。

１款議会費４万４,０００円。

２款総務費６億９,８２６万３,０００円。

３款民生費１,９５３万円。

４款衛生費５７６万円。

６款農林業費２,１５１万５,０００円。

７款商工費１万円の減。

８款土木費５,００４万２,０００円。

９款教育費２２５万７,０００円。

１１款給与費ゼロ円。

１２款予備費１,４３２万７,０００円の減。

歳出合計７億８,３０７万４,０００円。

次に、第２表、繰越明許費補正についてですが、

高度無線環境整備推進事業については、前段の概要

で申し上げました光ファイバー未整備地区の解消に

関し、全道的な事業量となり、事業完了が翌年度と

なることが見込まれることから、繰越明許費の設定

をするものであります。

次に、第３表、地方債補正についてですが、高度

無線環境整備推進事業については、国の補正予算に

伴う事業費の補正であることから、その適債分につ

いて、地方債の限度額を設定するものであります。

臨時財政対策債につきましては、発行額が確定し

たことに伴います限度額の変更をするもでありま

す。

上富良野地区道営農村地域防災減災事業及び道営
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草地畜産基盤整備事業については、工種変更に伴い

事業量の補正に併せた地方債の限度額を変更するも

のであります。

以上で、議案第１号令和２年度上富良野町一般会

計補正予算（第８号）の説明といたします。御審議

いただき、議決くださいますようお願い申し上げま

す。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 質問させていただきます。

まず１点目は、３１ページの委託料で、高度無線

環境整備工事請負費等が計上されております。

そこで、お伺いしたいのは、従来でしたら民間運

営という形になっておりますが、今回は公設民営と

いう形の、第三セクターという形になるのかどうな

のか分かりませんが、そういう形で運営されるとい

うことになっております。

そうしますと、この説明資料では、維持管理費等

が２,４００万円ほどかかるという形になっており

ますが、これは単年度なのか、今後また、公設民営

ですから、単純に考えますと、どこかの運営業者が

ありまして、そこに委託するわけですから、当然運

営費も発生するのかなというふうに思いますので、

この点、どのようになるのか、まず確認しておきた

いと思います。

二つ目に確認しておきたい点は、非常に高速化、

光ケーブルという形の中で、農村地帯においては、

なかなかこういった恩恵が薄いという状況、整備は

していたのですが。これは、町においては、大体対

象戸数というのはどのぐらいになるのか、従来より

いろいろインターネットを含めた利便性が向上する

というふうに思いますので、確認しておきたいとい

うふうに思います。そこら辺を、今後の対応等につ

いてお伺いいたします。

財源の確保というのは、交付税算入等があるかと

いうふうに思いますが、どのような状況になるのか

伺っておきたいと思います。

次に、お伺いしたい点があります。３３ページの

ふるさと応援寄附金モニター事業という形になって

おります。これは非常に近年多くの自治体でも利用

されて、一定の財政の助けになっているという状況

になっております。今回、委託料という形で約１億

２,１００万円補正になりますが、この委託料の事

業内訳というのはどのようになっているのかお伺い

いたします。

この頂いた資料によりますと、前年度から比べて

も、４月から７月まで、昨年度の場合でしたら約

５,２００万円、今回８,７００万円という形の、非

常に寄附が増えるという状況になっております。

この要因は何かという点でお聞きしたいのです

が、いわゆる品物等、返礼品等が新たに加わった

分、もしくは参加する業者の商品の売り込み等、こ

ういったものが従来に増して、恐らく変わってきて

いるのかどうなのかちょっと分かりませんから、ど

ういった要素の中で、今回こういった返礼品等ある

いは寄附等が多くなってきている要素が見えますの

で、その部分について、どのような評価、判断され

ているのかお伺いしておきたいと思います。

次に、４１ページの６次産業化に向けた支援とい

う形の事業化補助が載っております。これを聞きま

すと、間接補助という形になっておりますが、当然

これは、業者の資金の状況あるいは経営計画に基づ

いた売上げ等が加味された中で審査され、決定され

たものと考えておりますが、非常に地域にとって

も、地場産の原料が調達されて、それが商品化され

て、また新たな付加価値を生むということになれば

非常に喜ばしいところであります。

そういうものも含めて、これは地元の企業という

形になっておりますが、差し支えなければ、どのよ

うな事業者なのか、お伺いしたいと同時に、今後、

ジェラート等の製造販売、国内外に向けて販売する

という状況が掲載されておりますが、初年度はどの

ぐらい売上げ等を目標にされているのか、この点、

確認しておきたいというふうに考えております。

次に、４７ページにおける日の出公園の公有財産

購入、土地購入費についてお伺いいたします。

この間の資料を見ますと、近年、土地を購入する

に当たっては、一般的に私たちが学んできたのは、

他の売買実例を基に評価して、そういったことを判

断した上で、ここでなければならないという要素が

あって初めて購入に至るということが原則だという

ふうに私は覚えております。それ以外の要素はある

のかもしれませんが、私はこれしかちょっと頭の中

に入っておりませんので伺いたいのですが、今回の

場合、そういった他の売買実例がなくて、いきなり

日の出公園の駐車場をここに決めますという状況に

なっているわけですが、透明性という点でも、まさ

に不透明ではないかというふうに考えております

が、その点も含めて、この場所の土地購入に至った

経緯についてお伺いいたしたいというふうに思いま

す。

過去に駐車場購入に当たって、一度、２０１１年

５月でしょうか、購入に当たって否決されておりま

した。その背景には、農地法違反等も含めたのが

あったのかなというふうに考えておりますが、転用

の手続上の問題点、そういったものがあったのかな
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というふうに思っております。そういった過去のも

のを引き合いに出したとしても、それは過去のもの

でありますから、今のことを判断しなければなりま

せんが、そのことを考えた場合に、もう１点確認し

ておきたいのは、本来、こういう駐車場を購入しよ

うとした場合の、日の出の公園の振興計画等、全体

の新たな活用方法、そういったものが同時に提示さ

れなければならないというふうに思いますが、ここ

については、大ざっぱに、観光開発だとか人を呼び

込むだとか、そういったような言葉しか並べられて

いないのですが、もうちょっと将来的な活用方法と

いう形で、具体的な計画を示すべきではなかったの

かというふうに思いますが、この点です。

次にお伺いしたいのは、今後、購入に関わった場

合、購入した場合、恐らく整備に関わる維持管理費

等が発生するのかなというふうに思いますが、この

間、全員協議会等においても、１億５,０００万円

だとか、舗装にする場合だとかいろいろあります

が、どのぐらい必要になってくるのか伺います。

今こういった駐車場が本当に必要なのかどうなの

かというところであります。今非常に入り込み数も

減ってきているという形になっておりますので、そ

ういうことを考えた場合、既存の駐車場を活用しな

がら、もしくは長い計画を基に、教員住宅の跡地等

の駐車場も活用しようと思えば、民家もありますか

ら、なかなかデリケートな部分ありますので、そう

いうものも含めた、やはりバスを利用してもらっ

て、いっとき来てもらうというような手段や方法が

あるのかなというふうに思いますが、やはりそうい

う詳細にわたる計画というものがなかなか示されて

いないという状況の中で、ここでなければ駄目だと

いうような手法で来ているわけですが、私自身、到

底納得できるものではないと考えておりますが、こ

の点お伺いいたします。

また、同時に観光推進計画の中身も、やはり上富

良野町の景観というのは非常にいいと。町の八景な

んかありますし、景観スポットもあるという形の中

で、駐車帯の整備、一部されている部分もあるので

すが、そういった整備も含めて、観光客あるいは入

り込み数を、そんなに増えなくても、僅かでも増や

す方向の努力というのも必要だと思うのですが、こ

ういったまだまだしなければならない整備というの

が非常にあるわけです。そういったことがなおざり

されて、置き去りにされているというような感じが

します。

土地の単価についてお伺いしたいのですが、この

説明資料では■■■■円です。■■■■円の評価

額で、これは、買うとした場合に、従来の町の借り

上げていた経費が浮くから、３年間それで補塡し

て、地権者の納得を得るための有利な交渉であった

というふうに書いております。この間、この地域の

土地の評価額というのは、農地と宅地というのは当

然違うわけで、農地は非常に評価額が下がっている

という状況になっております。にも関わらずちょっ

と高い状況が見受けられます。

その背景として、町のほうで挙げたのは、いわゆ

る吹上線の用地買収があったと。それを参考にした

という形の説明でありましたが、一般的には、特殊

な要因で売買交渉を行った実例を参考にするという

のも一つの案でしょうけれども、通常でしたら、そ

の近辺の農地の価格はどうなのかということを、対

案として提案していただいて、その下で駐車場の買

収というのが上がってくるべきでありますが、なか

なかそういった方向性での動きが見られないという

状況になって、町長、長年いろいろとお付き合いし

ておりまして、そういったものも含めて、いつも弱

い者に日が当たる行政と、説明は丁寧にしなければ

ならないというような、されていたわけですから、

少なくともそういうことを私は気持ちの中で、米沢

個人が思っていたのですけれども、ちょっと残念な

ところがあります。

今、コロナ禍という状況の中で、やはり優先する

のは、コロナに関する予算、今回も大事な補正予算

がこの中にたくさんあります。そういったところに

財源を投入するという必要性がありまして、今もこ

ういう補正予算があります。

最後の質問になりますが、町長も、大変失礼な言

い方なのですが、退任されるということが新聞報道

でも明らかになっています。そうしますと、後の町

政を担う方にそういったものを一任して、後を任す

というのも一つの手段かなというふうに思います。

これは私が思っているだけであって、行政はまた違

う立場から、住民の福祉や暮らしや観光に寄与する

ための、こういった土地の購入という形で示されて

いるわけでありますが、そういうものも含めて見解

を求めたいと思います。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（宮下正美君） ７番米沢議員からあり

ました最初の光ファイバーの整備事業費の関係につ

いて、所管のほうからお答えをさせいただきたいと

思います。

まず、今回整備した部分の今後の維持費の部分と

いうことの御質問かと思いますが、今回、当町で想

定をしているのは、町が整備して民間に貸すタイプ

の整備という形になっております。

なお、参考まで、ほかの町で、この近隣も含めて

同じような事業をやっておりますが、今回でいきま

すと、多くのところは民設民営タイプということで
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事業を進めているところがございます。そちらにつ

きましては、実質は北海道ＮＴＴですので、ＮＴＴ

が自前で整備するところに、それぞれの自治体とし

て負担をするタイプのものと。あと、当町につきま

しては、そちらがちょっとかなわなかったことか

ら、町が整備して通信事業者にお貸しするというタ

イプになってございまして、今回、うちは町が整備

するタイプのほうにしたところでございます。

維持費の関係なのですけれども、今回ちょっと特

殊な部分がありまして、１０年間の一定額を維持費

として先に払う部分と、あと、来年以降も維持費と

して、突発的な故障等の部分につきましては都度都

度対応するという形になりますので、維持費という

ものが発生するという形になります。

一方で、町の資産を業者に貸しますので、いわゆ

る貸付料も発生するという形になりますので、実際

にはその中で、町が出す分、町が受ける分の中で収

益といいますか、収支が出てくるというような状況

になっているということでございます。

なお、その金額につきましては、まだ幾らになる

かというのはちょっと想定できませんが、これまで

のほかの市町村の例、先に公設民営でやっていると

ころもありますが、その中でお話としてお聞きして

いる部分でいくと、持ち出しするほうが数百万単位

でかかるというようなお話を聞いているところでご

ざいますが、ただ、今回のこの事業につきまして

は、町が負担する維持費の収支部分につきましても

一定程度財政措置をするということでお話を聞いて

いるところでありますので、そういう部分も参考と

しながら、今回、補正予算の計上になったというと

ころでございます。

次に、今回、整備事業におけます対象世帯数とい

うところでございます。御承知のとおり、町場はＮ

ＴＴが整備をしていただいておりますので、はっき

りここまで引いていますというものは私どもには示

されておりませんので、行っていない戸数が何戸と

いうのは、知りたいのですけれども、分かりませ

ん。ただ、これまでの整備計画でいきますと、町場

はＮＴＴで、そうではない郡部は、固定無線を使っ

て町が整備をしましょうということで整備をした経

過がございますので、それを参考にすると、今回の

エリア、町がする部分でいくと、そこに今住まわれ

ている方は大体７００戸程度かなと、当時の在住で

いきますと、７００戸程度の方がその区域にいらっ

しゃるのかなというふうに押さえているところでご

ざいます。

それとあと、財源確保の関係で、一定額、先ほど

も予算の説明の中で１億２,０００万円程度、起債

ということで、いわゆる借金でございますので、後

年度町が返していくというものでございますが、御

承知のとおり、当町は過疎指定を受けていませんの

で、なかなか有利な起債を借りられないのですが、

今回のこの補助金につきましては、国の補正予算対

応ということで、ここで今予定をしております起債

につきましても、基本は補正予算債を借りるという

ことを予定しておりますので、実質は、そのうちの

５０％につきましては、後年度、交付税の中で算入

されるという形になっておりますので、実質、町が

本当に借りてお返しする、自分たちのお金で返すの

は、先ほど言いました起債の分の半分は、町のお金

として返さなければならないものということで捉え

ているところでございます。

私のほうは、以上です。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） ７番米沢議員のふるさと

モニター事業の関係での御質問にお答えさせていた

だきます。

２点御質問があったというふうに思いますけれど

も、まず、委託料の内訳でございますが、委託料１

億２,１００万円何がしの予算が計上されておりま

す。委託料につきましては、商品代、それから送

料、それから様々なコンテンツを活用しております

ので、そこでの手数料等の委託料になります。

モニターの商品代として、今回、これまでの経過

の中で１年間を想定したときに、モニターの商品代

として５,２８０万円、それから商品の送料として

２６４万円、それから管理の業務委託の部分が６,

５８０万１,７６２円ということで、今回の委託料

の補正額が１億２,１２４万２,０００円というふう

になったところであります。

あと、資料にもお示ししましたように、昨年に比

べまして１.６倍、１.７倍ぐらいの今ふるさと納税

を頂いている状況にあります。その要因がどこにあ

るのかと、大変私たちとしては有り難いことであり

ますけれども、当然、特に上富良野町は豊富な農産

物がありますので、こういうものに対しての人気が

高いということと、あと、それらを用いたハム、

ソーセージであったりビールなど、加工品について

も人気の高い商品になっておりまして、こういうも

のが多くのモニターの方に支持をいただいていると

いうようなことがあるのかなというふうに理解して

いるところでありますけれども、あと、特に今年に

あっては、このコロナ禍の中で、御自宅で時間を過

ごしておられる時間もあったということで、ふるさ

と納税全体の中で、そういった伸びが見込まれてい

る状況にありますので、そういうことも少し要因に

あるのかなというふうに見ているところでありま

す。
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併せて、今年度からは新たにふるナビと、あと、

ＡＮＡのツールについても増やしておりますので、

そういうところからの申込みもいただいているとい

うことが、全体として押し上げている要因になるの

かなというふうに理解をしているところでありま

す。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 農業振興課長。

○農業振興課長（大谷隆樹君） ７番米沢議員の御

質問にお答えさせていただきます。

食料産業・６次産業化支援事業の概要についてで

ございますが、このたび北海道において、事業者が

提出した事業計画の審査が通ったことから、このた

び内示をいただいたことに伴いまして、この事業に

つきましては市町村を経由して交付するという補助

金になることから、このたび補正予算をお願いして

いるものでございます。

この事業計画を実施、計画している事業者につき

ましては、町内において乳牛、肉牛等の生産を行っ

ております谷口ファームさんのほうでグループ子会

社として設立しましたそちらの会社のほうで、この

たびジェラート等の製造販売所を建設しようとする

事業となります。

初年度売上高につきましては、これから建設等を

行いますので、１年目については売上高はまだ、決

算が３月になることから計画計上されていません

が、２年度以降につきましては、約１,１００万円

程度の売上げ計画を計画していると聞いているとこ

ろでございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） ７番米沢議員の日の出公

園の土地購入に関わる御質問にお答えをしたいと思

います。

様々な項目での御質問ありましたので、担当の課

長が補足していただく部分については、担当の課長

からもお答えをいただきたいと思います。あと、町

長のほうに、全体の考え方等の御質問もありました

ので、そちらについては町長のほうからお答えがあ

るかなというふうに思います。

この事案につきましては、既に議員も御承知のと

おり、３月の定例会に向けた協議の中で、これまで

の日の出公園の駐車場が長い間、狭隘なことから、

特にイベント開催時等に利用者に不便を来してい

た、近くの民間事業者の駐車場等に御迷惑をかけ

る、路上駐車も含めて御迷惑をかけるというような

事案がずっと続いていたというようなこと。こう

いった課題を解決していかなければならないなと。

併せて、こちらについても皆さん既に御理解をい

ただいていると思いますけれども、第６次の総合計

画策定に当たりまして、この日の出公園の観光交流

の機能をさらにしっかりと高めていく、そういうこ

とが必要だと。それに向けて、日の出公園の常設の

駐車場の充実、そういったものをしっかりと整備を

していくということを町、それから議会、それから

町民の皆さんと共有した中で、６次総合計画にまと

めさせていただきましたので、そういうことを具現

化していくために、この３月の定例会に向けて、ぜ

ひ駐車場を整備したいという考え方に基づいて、当

初予算において鑑定や測量の予算をお認めいただ

き、この９月議会までには何とか地権者との話をま

とめて、土地の購入の予算を９月にはぜひ上程した

いというスケジュールに沿って進めてきた事案でご

ざいます。

御質問にありました、この当該地が、なぜここが

ベストなのだという御質問でありますけれども、過

去にもこちらの土地については、一応購入の計画を

した経緯にありますし、それ以降も行政内部で、日

の出公園の駐車場として活用するにはどこがベスト

なのだと。近くに農地があることはもちろんであり

ますけれども、隣接地につきましては、既にどこの

農地も、基本的には宅地見込み地という評価がなさ

れますので、価格的な優位性というものはなかなか

見込まれないと、どちらにおいても一定程度価格的

な優位性というのは見込まれないという中で、日の

出公園のエントランス部分、それから日の出公園の

正面といいますか、エントランス部分、それからイ

ベント広場等に隣接した当該地が一番利用者にとっ

ても利用の価値が高い土地だろうということで、こ

こがベストの場所ということで、これまでも考え方

を御説明してきたところでありますし、今時点もそ

ういう考え方に基づいているところであります。

あと、日の出公園の将来の考え方でありますけれ

ども、こちらについても、当然日の出公園が本町の

観光と交流の拠点として、これまでも、これからも

そういう位置づけをしているところでありまして、

こういうものをしっかりと具現化していこうという

ことで、今、内部で持ち合わせておりますのは、執

行方針でも述べさせていただきましたように、日の

出公園の魅力再生計画というものに基づいて、予算

に限りがありますので、できるもの、できないもの

ありますけれども、そういうものを計画的に進めて

いこうということでございます。

これまでにつきましても、山頂に上がって下りて

くる一方通行の整備であったり、トイレの整備で

あったり、キャンプ場のコテージの整備であったり

というようなことで、日の出公園の魅力を少しずつ

高めていこうということについては、これまでも、
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これからもそういう方向で進めていきたいというふ

うに考えているところであります。

それとあと、今後の維持管理費等の御質問もあっ

たかと思います。先般の全員協議会でも担当課長の

ほうからお答えしましたけれども、当然購入できれ

ば私どもの財産になりますので、そこについては、

当然草刈りであったり、砂利が薄くなってくれば砂

利を少し追加したりだとか、冬になれば、イベント

時期においては除雪をしたりという経費がかかって

まいりますので、そういうものが、この間、課長の

ほうからもおおむね１００万円程度は必要になるの

かなということでお答えをさせていただいたところ

であります。

あと、今回の購入単価の、今、同意をいただいた

購入単価についても御質問がありましたけれども、

あくまでも売買交渉でありますので、当然売る側の

考え方といいますか、地権者の思いと買う側の町の

考え方、思いが合致する点を見出すことが大切であ

りまして、この当該地につきましては、過去にも一

度仮契約まで至ったそういう案件でありますので、

そのときに同意をいただいた価格であったり、今

回、土地鑑定評価作業を行いましたけれども、そこ

で示されました鑑定評価等をベースに、現在、北海

道において、道道吹上上富良野線の整備に当たっ

て、近隣の売買事例が数件ありますので、こういっ

た一般的な算定方法であります、取引事例比較法を

用いて売買価格を算定したところであります。

併せまして、この土地が購入できれば、毎年、花

と炎の四季彩まつりの開催日、その１日のためにお

借りしている仮設駐車場といいますか、臨時駐車場

といいますか、そこにかかる経費が毎年、今年はイ

ベント中止になっておりますけれども、昨年度であ

れば約１７０万円程度の経費がかかっております。

年間約１５０万円程度が今後不要になってくること

から、それらの３年分の相当額を加算して売買交渉

をさせていただいたところでありまして、最終的に

地権者において理解をいただいたということで、今

回御提案をさせていただいているところでありま

す。

あと、細かい部分、もし漏れがあれば御指摘いた

だきたいと思いますけれども、考え方等について

は、町長のほうから御答弁があると思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員からお尋ねの

ございました日の出公園の常設駐車場整備について

の私なりの考え方、組み立ててまいりましたことに

ついて御説明させていただきますが、これまでも幾

つかの委員会あるいは全員協議会等でも御説明させ

ていただきまして、重複するかと思いますけれど

も、かいつまんでお話しさせていただきますが、

ずっと私、就任させていただいてから、駐車場の課

題を整理しなければならないということはずっと

思っておりました。御案内のように多くの町民の皆

さん方から、一日も早く安定した駐車場を確保して

いただきたいというような要望も常々お聞きしてお

りましたし、先ほど副町長からも答えさせていただ

きましたように、町の将来像の中にも位置づけをさ

れているということと併せまして、何とかこれを実

現したいなということ。

また一方では、仮設駐車場で急場をしのいでまい

りましたけれども、残念ながら、私の実感として、

本当に上富良野に思いを寄せて来てくれていた方

が、特に雨降り後なんかは劣悪になりますし、ま

た、遠いと、離れているというようなことで、また

来年も来ようかというような思いになかなかなって

いただけないというような声が本当に、特に花と炎

のお祭りのときには強く寄せられたりしておりまし

た。

そういった背景がございまして、私としては、先

ほど議員からお声をいただきましたように、何とか

したいということで、場所の選定等についても本当

に試行錯誤もいたしました。しかし、何度協議を重

ねても、やはり公園に隣接している、あるいは通年

利用できる、そういったもろもろの諸条件を総合し

ますと、やはり平成２０年まで非常に御利用、喜ん

でいただいていた臨時駐車場にどうしても、やっぱ

り思いはそこへ集約するという状況でございまし

て、やはり私といたしましても、あの場所を超える

適地はないというふうに判断させていただいている

ところでございます。

一方、地権者と交渉の上でないと、これは形とし

て進めるわけにいかない。平成２１年の経過もあり

まして、なかなか地権者の方について、再び検討の

テーブルに乗せていただくことについての理解に

は、本当に私も心を砕きましたし、しかしながら、

なかなかそこの思いを共有することに非常に時間も

費やしました。

しかし、去年の暮れぐらいからやっと私の思いを

御理解いただく中で、提案をさせていただくという

ことについて御理解をいただいたところでございま

して、次の担い手の方にというようなアドバイスも

ございましたが、地権者の方とのいろいろやりとり

の中で、やはりこれまで築いてきた信頼関係に基づ

いて成り立っている部分が多いなというふうに理解

をしていることから、次の担い手云々ということを

超えて、私の責任と、私との信頼関係等を総合的に

判断いたしまして、私は、これ以前でも残念ながら

なかったけれども、これ以後でもないというふうに
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判断して、今回御提案させていただいているという

ことで、ぜひ議員も御理解賜りたいと存じます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 簡潔に伺いいたします。他

の同僚議員も質問あるかというふうに思いますの

で。

いろいろと交渉というのはなかなか、相手次第と

状況もあります。しかし、私は最低でもと、当初

の、今年度の予算のときも、やっぱり選定候補地を

幾つかきちっと示していただいて、その上で、この

場所でなければということでなければ、本来の進め

方ではないのではないかということで示して、当初

予算にも私は反対しました。やっぱり筋を通して、

町民の税金を使って、お金を使って土地を購入する

わけですから、きちっとした説明責任がなされなけ

ればならないというふうに私は感じております。そ

れなりに町長も一生懸命、町の側も説明されている

というふうに思いますが、ただ、私自身として、そ

ういった部分の納得が、いまだにまだ提示がないと

いうことで非常に残念ですが、確認しておきたいと

思います。

売買実例という形で、この評価の中に入っている

ということを述べられたのですが、非常に分かりづ

らいです。例えば近隣の農地の価格はどうなのかだ

とか、当然そうなれば、そういう農地の売買実例も

含めて提示して、こうですよということが出てくれ

ば、それなりに納得できる話なのかなというふうに

思います。

将来的には、やっぱり駐車場をどうするのかとい

うことがあるのかもしれませんが、そういう前提を

きちっと示していただいて、やはりなければ、購入

の前提の話にも入れないのではないかというふうに

考えておりますので、この点、なぜそういった選定

がされなかったのか、町長の説明では、ここが絶

対、隣接で有利だということの説明でありますが、

仮にそうだとしても、やっぱり説明する場合は、他

の土地の評価額も示していただいて、その中で、選

定はここだということがあれば、私はそれなりの納

得できる部分もありましたが、何回もしつこく言い

ますが、その点が非常に全体的に不透明だと思いま

すが、答弁願います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。

米沢議員がただいまお尋ねの部分につきまして、

私どもといたしまして、本件につきましては、所管

していただいております所管委員会の方々に丁寧に

御説明させていただくことが、この審議の進め方と

して一般的に行われていることというふうに理解を

しておりまして、委員会のほうには、今、議員から

お尋ねの点については、御理解いただけるような内

容をもって御説明させていただいているというふう

に私自身は理解をしているところでございまして、

米沢議員のほうにその思いが伝わって、十分御理解

いただけるような伝わり方がしていなかったとすれ

ば、それはどういうふうに私ども捉えていいのか

ちょっとあれですけれども、町の考え方、組立て方

については御説明させていただいているというふう

に思います。

また、場所の選定経過についても、そういうよう

な説明の一環として、その中で説明させていただい

ております。

それと１点、私ぜひ御理解いただきたいという点

につきまして、将来の利活用についてもお尋ねがご

ざいましたけれども、現在、日の出公園を活用した

イベント等が、既に御案内のように幾つかあります

が、申し上げるまでもなく、町が主催者として実行

しているものはございませんで、町が一緒になって

事業を行っているというものはありますが、さら

に、やはり多くの公共財を整備することによって、

私は上富良野にはそういう力があると思っています

が、民間の方々がいろいろ新しいイベントを企画し

たり、あるいは新しい活用を発展させていくという

ことには相当期待感を持ってつながっていくものと

いうふうに思っております。今現在、非常に釈迦に

説法になりますけれども、体育館を整備したとき

に、これは本当に何か他意を持って言うわけでござ

いませんが、今のようなインドアのパークゴルフだ

とかフロアカーリングに利用していただけるなんて

いうことは、恐らく当時の想定してはなかったこと

が新たに生まれてくるような例えで申し上げます

と、利活用は大いに広がっていくという期待感も相

当思っておりますし、そういう芽が生まれつつある

というお話も伺っておりまして、将来の活用等につ

いての少し理解を深めていただける一助になればと

いうことで申し上げておきます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） 米沢議員の再質問にあり

ました当該地の評価額といいますか、ちょっと私、

記憶ですので、もし間違っていれば、農業の担当課

長、記憶があればお答えになるかもしれませんけれ

ども、日の出地区の農地、単純に農地ということ

で、多分４００円ぐらいの値段になっているのでは

ないかなというふうに理解をしています。あの辺り

の農家宅地で２,３００円、２,４００円ぐらいの評
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価だったというふうに記憶をしてございます。

あと、過去のいろいろな町の用地購入についての

お尋ねだったのかなというふうに思いますけれど

も、議員も記憶にあると思いますけれども、近隣地

であれば、宮町の官舎の購入のときには、平米８,

０００円。それからパークゴルフ場の購入のとき

に、平米１,０００円。それからオートキャブ上の

購入時が平米２,７００円。それから、見晴台公園

の購入時が平米６,６００円というのが、近年であ

れば、大きな土地の購入時の価格になっているかな

というふうに、そういう状況にございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

それでは、ここで昼食休憩といたします。

再開は１３時でございます。よろしくお願いいた

します。

───────────────

午前１１時５９分 休憩

午後 １時００分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 昼食休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。

質問を続けます。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） それでは、質問をさせて

いただきます。

地権者の考え方というか、意思についてまず確認

したいと思います。

１１年前提案されたときも私もこの議場にいまし

た。それから、町長の先ほどのお話でございますけ

れども、苦節１１年をかけて何とか話合いまで持っ

ていって、今回、承諾をもらって提案されていると

いうふうに私は認識しているのですけれども、なぜ

こういう質問をするかというと、また今回が駄目で

も、次また同じ土地を買えるのではなかろうかとい

うふうに思っている議員の方もおられるかもしれま

せんので、交渉をやられて一番地権者の感触をつか

んでおられる町長は、地権者はどう思っておられる

のか、今後、駄目であればどういう態度で臨んでい

かれるのかということをまずお聞きしたいと思いま

す。

それと、日の出公園、いろいろなイベントをやっ

ています。夏も冬もやっています。花と炎の四季

彩、北の大文字、大雪像、スキー教室なんかもやっ

ておられます。これらにおいて、もし駐車場がなく

なった場合、今後、将来において安全管理上、こう

いう問題が惹起する可能性があるのだと、あるいは

現にこういう問題があるのだということがあれば、

お聞きしたいというふうに思っています。

また、いろいろ練って、ベストの案だということ

で、隣接されている土地を駐車場拡張案として出さ

れたと思いますが、次級案というのですか、これを

ベストすれば、次級案のベター、グッドあたりの案

は果たしてあるのかないのか。あると思っておられ

るのか、ないと思っておられるのか。ちょっと失礼

な質問かもしれませんけれども、ひとつ忌憚のない

意見をお聞きしたいと。

昨年まで使っていた東町の自衛隊の元官舎の跡

地、これを臨時駐車場として使っていたこともあり

ます。これは所有者が代わりました。あのままで何

年かあるとしたら、その所有者はまた使わせてもら

えるのか、あるいはすぐ何か建てようとしているの

か。あそこはもう使えないというような意見も併せ

てお聞きして、参考にしたいというふうに思ってい

ます。よろしくお願いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） １０番今村議員の御質問に

お答えさせていただきます。

前段お話申し上げておきますが、交渉過程の一部

に触れざるを得ない中身もございますが、こういっ

た人と人との交渉事でございますので、奥深いとこ

ろまでお話しすることは差し控えさせていただく部

分もあることを御了承いただきたいと思いますが、

今村議員から御発言ありましたように、１１年前か

ら非常に私は前進させることに思いを持ってまいり

ました。本当に様々な、安定した駐車場が整備され

ていないことに対するもどかしさというのを感じな

がら、一方では、何としてもこの懸案を解消したい

ということの中で、いずれにいたしましても相手が

あって、交渉をもって前へ進めなければならないと

いうことから、折に触れて、既にお聞きした方もい

らっしゃるかもしれませんが、折に触れて、私ども

のまちづくりに対する思い、あるいは日の出公園に

かける町の思い、そういったものをお伝えしなが

ら、何とか交渉の話の糸口をつかみたいということ

で、私なりに汗をかいてきました。

しかし、昨年、承諾をいただくまでの間に、本当

にいっときは、もうこの壁は越えられないのかなと

いうような思いを持ちながらも、やはり町民の皆さ

ん方の思いを考えたり、さらに町の総合計画あるい

は諸計画の中に位置づけられているようなことを考

えますと、やはり私は行政を預かる責任者として逃

れるわけにはいかないということを思って、私なり

に糸口を探ってまいりまして、このたび提案させて

いただく了承を得たところでございまして、先ほど

も米沢議員のお答えの中でも申し上げましたが、こ

れ以前でもなかったし、これ以後もないというよう

に強く、先方との交渉過程の中、あるいは会話の中

から感じ取っているところでございます。
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一方、この常設駐車場の選定等に当たりまして

は、先ほど米沢議員のお尋ねにお答えさせていただ

いたとおりでございますが、やはり町の将来の発展

を考えるとき、既に１２年前まで臨時駐車場として

利用していたあの実績から見ても、やはり一番、町

民の皆さん方、あるいは町を訪れていただく方々に

喜んでただける、また、機能的な場所であるという

ことが、様々な内部協議をこれまで重ねてきた結

果、やはり最終的に行き着いたところというふうに

理解をしております。

それから、さらに仮設駐車場、現在東町に設営し

ておりますが、その位置づけにつきましては、御案

内のように財務省が既に競売に付している土地でご

ざいまして、これにつきましては、もう既に一部民

間の方が買い受けておりまして、いつこれが民間の

方々が求められるということについては非常に流動

的でございます。そういうことをもって、現在所有

しております財務省といたしましても、今後も町に

使っていただくことは云々ということは、多分財務

省といたしましてもお答えしていただけないもの

と、そんなふうに理解をしているところでございま

す。

そういうもろもろのことを総合的に組み立てて、

今日に至っているということでございまして、ぜひ

そういったことを、今村議員は１１年前の経過も十

分御存じだと思いますので、お酌み取りいただけれ

ばというふうに思うところでございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） １０番今村議員の御質問

にありましたイベント時等での駐車場の実態等や課

題等の御質問がございましたけれども、今現在、四

季彩イベント実行委員会の中では、あそこを使って

のイベントというのは花と炎の四季彩まつり、それ

から北の大文字、それから雪まつりの事業がありま

すけれども、花と炎の四季彩まつりにつきまして

は、今、町長からも答弁ありましたように、東町の

臨時駐車場も活用しながら何とか今運営しているよ

うな状況にございます。

イベント時においては、路上駐車等も見られるの

も現実でありますし、特に私は雪まつりの運営委員

長でもありますので、雪まつりの開催のときにおい

ては、結果、雪まつりのときというのは、入り口に

ある五、六十台しか止められない駐車場しかありま

せんので、関係者の駐車場以外はなかなか、来場者

が止められるような実態にないということもあっ

て、いつも近くの民間の事業者の駐車場に、御迷惑

かけるかもしれませんけれどもということを、あら

かじめお願いしながら活用させていただいておりま

すけれども、イベントがスタートする前から苦情の

電話をいただいたりということが例年続いていると

いうことで、先ほどもお答えしましたように、そう

いうものを何とか解決したいというふうに思ってい

るところであります。

併せて、御質問にありましたスキー教室等も多数

ありまして、特に自衛隊がやってくれているスキー

教室は、自衛隊のお子様たち以外に町のお子さんた

ちも参加いただけるような、そういう形で毎年やっ

てくれておりますので、そのときには本当に駐車場

に入り切らないような状況になっておりまして、そ

ういうのも課題になっているなということも感じて

いるところであります。

併せて、実行委員会が行っているイベントや教室

以外にも、民間の方が今、町のほうで行っていただ

いているイベントとしては、ヒルクライムであった

り、トレランの事業がございます。これらについて

も実行委員会の皆さんからは、駐車場が確保できれ

ばもう少し参加人数も増やしたいのだけれどもとい

うような声もいただいておりますので、何とかそう

いう期待にも応えられるように町としてはしたいな

というふうに思っているところであります。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） ちょっと質問の趣旨が抽

象的で、答えをもらっていないのが安全管理といい

ますか、町民の安心・安全というのは非常に大事だ

と思います。それで、夏のイベントも冬のイベント

も花火とか上げますよね。その花火を上げるとき

に、あそこが町が取得して公有財産となったという

のと、やっぱり駄目だったというので、何か今後将

来に及ぼす影響があるのか、そういうことを聞きた

かったわけです。それについて何かございました

ら。

○議長（村上和子君） 商工観光班主幹。

○商工観光班主幹（上嶋義勝君） ただいま１０番

今村議員のイベントにおける町民とか観光客の安

心・安全の部分につきましての質問についてお答え

をさせていただきます。

現在、これまで行っております夏の四季彩まつり

につきましては、当然花火ということもメインのイ

ベントとなってございまして、日の出公園の山頂付

近から上げているところでありまして、それに併せ

まして、禁止区域等、花火の規制におきまして、車

の乗り入れも、来場者も制限させていただいている

ところでございますが、このたびの駐車場用地の整

備に当たりまして、当然ながらその際におきまして

は、駐車台数の確保、当然周辺の地域の道路にも止

めているところもございますし、また、暗い足元の
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中で、仮設通路等の設置の中で危険な場所と思われ

るところ、よく足元を見ないと歩けないと、動線が

ないものでございますから、その点も含めまして、

隣接したところにございますと、人の流れもよくな

るのかなというふうに……。

○議長（村上和子君） 暫時休憩。

───────────────

午後 １時１４分 休憩

午後 １時１５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） それでは、休憩を解きま

す。

商工観光班主幹。

○商工観光班主幹（上嶋義勝君） 大変失礼いたし

ました。

１０番今村議員の安心・安全に対する緩衝地の、

花火の打ち上げに際する懸念事項等につきましてで

すが、花火でございますけれども、これまでやはり

花火の打ち上げに際しましては、近隣住民の皆さん

に、花火を打ち上げるということで御迷惑のかから

ないような、御挨拶等も含めて、周辺の花火の後の

掃除も含めて、四季彩まつり運営委員会として行っ

ているわけでございますが、今回の事案に基づきま

して、仮に今取得しようと思っている土地につきま

して、そこは住宅地になるようなことにつきまして

は、そういったような部分の花火の燃えかすですと

か、そういった部分もかなり懸念されてくることが

考えられますので、そうなった場合につきまして

は、かなりの安全の懸念が見られるのかなというふ

うに考えてございます。

以上です。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（石田昭彦君） １０番今村議員から御質

問にありました。特に夏のイベント、冬のイベン

ト、あそこから花火がメインのイベントとしても開

催されているイベントがございます。一定程度、

今、日の出公園の山頂付近から花火を上げるに当

たって、今現在農地になっておりますので、一定程

度住宅地と公園との緩衝的なそういう役割を果たし

ていただいているのが現実であります。

そのようなことから、もし今回購入が至らず、そ

の後、地権者がどういうような、もし購入がならな

ければ、地権者は今後どういうような利活用になっ

ていくかというのはそれは分かりませんけれども、

仮に住宅地等が造成されてということになれば、一

定程度花火に対しては、音や緩衝帯としての役割が

果たせなくなって、一定程度そういう危険性や安全

性に支障を来すことが考えられるのかなというふう

に理解をしているところであります。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） ２点ほどお伺いいたしま

す。

まず、１点目は、４７ページ、今の日の出公園の

土地購入に関わるところでございますが、あそこは

所管でも調査に行きましたが、日の出排水が令和３

年から令和５年の間で工事が予定されているとお伺

いしております。今回、駐車場ということで、ほぼ

同じ場所の用地購入になりますが、その場合の公園

駐車場ということと、あと、日の出排水ということ

で、それらの影響について何かあれば教えていただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。

２点目ですが、３１ページの高度無線環境整備に

ついてお伺いいたしますが、委員会でもお伺いした

のですけれども、これらについて、先にＦＷＡ方式

で無線をしております。説明においては、これら先

に整備したものも無駄にせず、複数のラインを持つ

ことによって、災害等で有線が遮断したときにも活

用できるということでお伺いしておりました。

そこで、再度お聞きしたいのですが、例えば併設

で使うことによって、光ファイバーに集中するもの

を分散するとか、同時併用というものができるもの

なのか、それによって郡部地区で高速無線の速度が

上がることが可能なのか、もし分かればそちらも教

えていただきたいというふうに思います。

２点です。以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ５番金子議員の１点目の日

の出排水路の件について、私のほうからお答えさせ

ていただきますが、既に所管の皆さん方は現地も御

覧いただいて、その折に図面をおつけして既にお示

ししているかと思いますが、本計画につきまして

は、町が本町から日の出地区にかけての災害対策と

いうことで、これは早期に対策を図りたいというこ

とで、既に西１線排水路についてはできました、お

かげさまで。続いて日の出排水路を整備したいとい

うことで、早く整備をしてほしいということを北海

道に私ども要望しております。

現在お聞きしている基本的な計画、今、計画をほ

ぼ最終局面に入っているのかと推察できますが、そ

の排水路計画につきましては、起点は、コルコニウ

シベツ川が起点だと思いますが、それから東１線、

今の道路、それからさらに東のほうへ延長しまし

て、キャンプ場の横を通りまして、東２線が多分終

点かなというふうに思います。

基本的な計画が示されておりますが、それについ

ては、全線オープン排水路、そういう計画になって

おります。当然、今、私ども取得を目指しておりま
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す場所についても同じオープン排水路ということ

で、基本計画の中では恐らく位置づけられているの

かなというふうに思います。

そういったことを想定いたしますと、日の出公園

の今の場所からこちら側、富良野側のほうを見る

と、目の前に大排水路がずっと設置されるというこ

とは、もう皆さんイメージしていただけると思いま

す。そういうようなことになりますと、南側につい

ては、将来とも完全に分断されますので、一体的な

活用というのはまず不可能というふうに押さえてい

いかと思います。

しかし、やはり私どもとしては、一体的な活用を

したいということ、そして、これはもう皆さん御存

じだと思いますけれども、整備を予定しております

路線については、町が町有地として求めます。その

路線は、町有地ということで、町が管理をすること

になりますので、そういう中で将来を考えますと、

町の意向というのはなかなか、町として決定をしな

いと北海道のほうへ、町の思いとして、余り先走っ

て相談をさせていただくということは、非常に先方

も御迷惑でしょうし、できませんので、私が上川南

部耕地出張所の所長さんと、今までのお付き合いの

中から、お互いに情報共有をしておこうという範疇

でございますが、公式なお話はしておりませんが、

町として、私として、そういう構想を今具体化しよ

うということで、令和２年度に議会のほうに御相談

申し上げるのですよということで、そうなると、一

般論として、大体新年度の概算要求なり予算要求を

するリミットというのが大体１１月ぐらいかなと、

一般的に。そういうことから、それは所長さんも、

大体そういうものであるということから逆算します

と、それによって、他意はございませんので、皆さ

ん誤解しないでいただきたいと思います。

よって、そういうことからして、９月にというこ

とに、それに拘束されてということではございませ

んが、たまたまそういう時期と重なっているという

実態もあることから、所長さんと私との話の中で

は、極力そういった方向づけが、町としての意思決

定が決まれば、北海道としても計画変更というのは

多分、所長も経験上、協議、相談に乗れるのかなと

いうような会話をさせていただいておりますので、

そういった面からも、それによって云々という、く

どいですけれども、他意はございませんが、そうい

う環境も一方にあるのが実態でございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（宮下正美君） ５番金子議員からあり

ました光ファイバーに関しますＦＷＡとの同時使用

というようなことかなというふうに思います。私も

専門の技術者ではございませんので、私の知り得る

範囲というところでの御回答になりますが、基本、

ネットワーク網でございますので、技術的には可能

だというふうに思っています。

ただ、実際にやるとなると、単純に皆さん、普通

利用される方が両方同時に使えるようにしようかと

いう部分についてはなかなか難しい部分はあるのか

なと、詳しい方はできると思いますけれども、誰で

も使えるようにするには、機材等も整備するように

なりますので、一定程度の投資が必要になるという

ことと。

あといろいろな部分がありまして、今、無線で整

備しているのは、一度役場のほうに１回集約して、

役場から外に出ていっていますので、実際に地域の

方が使う部分と、あと、町が独自で使う部分につき

ましては、委託している業者と当初の話の中で、町

が独自に使えるということで運用しています。

ただ、今度整備をします光に関しましては、実際

にやる業者はＮＴＴになりますので、ＮＴＴの局舎

から線が出てきますので、基本そこを町が独自に使

わせていただくということはまず難しいかなと。町

がその部分を使わせていただこうとすると、通常の

費用を払ってＮＴＴの回線を利用させていただくと

いう形になりますので、そういうふうに光と無線の

ほうを町が同時でやろうとすると、いわゆるＮＴＴ

に対する使用料、町のものなのですが、運用はあく

までも民間のほうになりますので、そういう毎月の

ランニングコストがまた別途必要になるという形に

なりますが、ただ、技術的には並行ですとか、ある

いは弱い部分をお互いに補うというようなこともで

きますので、そういう部分は、有効な活用法につき

ましては、これから研究して、整備された後には、

よりサービスの向上につながるようなものにして、

維持をしていきたいというふうに思ってございま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ただいま町長のほうから説

明がありました日の出排水路予定地の関係で確認を

させていただきたいと思います。

ただいま購入されようとしている土地の横を排水

路が通るということだと思います。その排水路が、

いわゆる分断されることによって駐車場の意味がな

くなるので、私は工法は分かりませんけれども、排

水の上に網目のもの、そういったもので常時そこを

通れるようにする工法なのですよね。そういう工法

をするときに、今、町長からの話ですと、町はその

土地を買い上げてどうのこうのという話、そこら
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辺、私ちょっと理解できない。もう１回説明してく

ださい。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 中瀬議員の御質問にお答え

させていただきます。

日の出の排水路整備につきましては、全線開水

路、オープン水路で整備をするということが基本で

ございます。よって、例えば住宅がすぐ横に張りつ

いていて、これは私、推測でしか申し上げられませ

んが、そういったグレーチング等のことがもし想定

されるとすれば、それは、現在住まわれている方に

対する補償的なことでのことは一般的にあり得るの

かなと思いますが、全くそういうことがなくて、将

来、今度は町有地として押さえられますので、そう

いうときに、将来を考えて、例えばグレーチングを

してほしいとか、そういうようなことで、恐らくそ

ういうことが配慮される計画変更ということは、そ

れは可能性は私はほぼゼロだというふうに理解をし

ております。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 動議を提出したいと思って

います。

○議長（村上和子君） ただいま３番髙松克年君、

８番荒生博一君から、議案第１号令和２年度上富良

野町一般会計補正予算（第８号）を修正することの

動議が提出されました。

資料配付のため、暫時休憩といたします。

───────────────

午後 １時３３分 休憩

午後 １時３５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解きます。

議案第１号に対して、３番髙松克年君と８番荒生

博一君から、お手元に配付した修正の動議が提出さ

れました。

したがって、これを議案第１号と併せて議題と

し、提出者の説明を求めます。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） ただいま議題となりました

議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補正予算

（第８号）に修正動議の提案理由を申し上げます。

今回の補正案については、土木費の都市計画費、

公園費の土地購入費４,８３１万円をゼロに、その

４,８３１万円を予備費のほうへプラスするという

ことであります。合計は変わっておりません。歳入

については変わりません。

つまり、ほかのところは全ていいわけですけれど

も、ここの駐車場用地取得費の４,８３１万円、こ

れだけを予備費のほうに回すということで、ほかの

ところは全て認めるということで、ここだけを直す

ということであります。

主な理由といたしましては、日の出公園駐車場拡

張整備事業についての目的は、日の出公園は町民の

憩いの場、観光拠点としての現状の駐車場が狭隘の

ため常設駐車場が必要とのことであります。

町からの説明は、駐車場の用地取得の説明が中心

でありました。用地取得をアスファルトで整備する

のか、また、砂利を敷いたままにするのか、維持管

理費は年間幾らぐらい必要なのですか。その全体事

業費は幾らぐらいを予定しているのか。

また、駐車場の利用見通しなどについても説明は

十分ではありません。駐車場の用地を取得するのが

目的であり、日の出公園の魅力を向上させ、日の出

公園を将来どのような姿に整備し、魅力アップにつ

なげ、町民の憩いの場、観光の拠点とする考えなの

か、私には一向に町の考えが伝わってきません。駐

車場を整備した後の活用方法などについても説明が

不十分であります。日の出公園整備の全体像を明確

にすべきだと考えます。全体像があっての駐車場整

備だと考えます。

昨年策定された第２次観光振興計画では、体験型

観光を目指し、花観光だけではない夏観光を充実さ

せる計画となっています。以前提案された時期と

は、観光行政に求められていることが大きく変化し

てきていると思います。

特にイベントを中心とした観光は、我が町の最近

の観光客入り込み数の動向を見ても、日の出公園を

中心に行われたイベントによる集客数は５年間で半

減しています。約１万５,０００人の集客でしかあ

りません。今はイベントによる観光振興の時代では

なく、体験型観光振興を第２次観光振興計画の中で

は目指していたのではないでしょうか。

次に、提案された時期が余りにも最悪でありま

す。コロナの収束が見えてきていません。世界の経

済、国の経済、また、我が町の経済がどのような状

況になるか不透明です。予測できるのは、今までの

ような日常に戻るには相当な時間を要するというこ

とではないでしょうか。上富良野町の財政運営もま

すます厳しさを増してくることでしょう。

このような時期に、いま一度立ち止まり、財政状

況をしっかりと見極め、優先順位を明確にし、進め

るべきと考えます。

以上のことから、この予算の修正ということで動

議を提出させてもらいました。
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以下、議案を朗読して説明といたします。

議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補正予

算（第８号）の修正案。

ただいま提出いたしました議案第１号令和２年度

上富良野町一般会計補正予算（第８号）に対する修

正案につきまして、議案の要旨を説明申し上げま

す。

修正案を御覧ください。

議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補正予

算（第８号）に対する修正案。

議案第１号令和２年度上富良野町一般会計補正予

算（第８号）の一部を次のように修正します。

第１表、歳入歳出の予算補正の一部を次のように

改めます。

次のページをお開きください。

第１表につきましては、修正する款ごとの名称と

補正額のみ申し上げます。

２、歳出。

８款土木費、補正額１７３万２,０００円、計７

億７,２０７万９,０００円。

４項都市計画費１７３万２,０００円、計２億３,

５６１万円。

１２款予備費３,３９８万３,０００円、計２億

２,２１０万９,０００円。

１項予備費３,３９８万３,０００円、計２億２,

２１０万９,０００円。

以上で、議案第１号令和２年度上富良野町一般会

計補正予算（第８号）の修正案の説明といたしま

す。

御審議のほどよろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって、説明を終わ

ります。

これより、質疑に入ります。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） それでは、何点か質問さ

せていただきます。

まず、今回の日の出公園の拡張工事につきまして

は、３月の第１回定例会において、当初予算で可決

されています。ここを反対される方もいるかもしれ

ませんが、反対したとしても、可決すればそれは議

会のものとなって、議会固有の意見として今後それ

が走り出すわけです。

そして、もう既に６０万円というお金が使用され

ております。用地の確定測量など、いわばレールを

敷いて筋道をつけたと。先ほど何合目かという話も

午前中ありましたし、何回上まで上がっているのか

とありますけれども、少なくても２回、３回上がっ

ていると思う。そういう状況で今はあるということ

を思います。

それと、先ほどの議会の話をぜひ聞きたいのです

けれども、議会として議決した事項について、何ら

議会に対して、実はこうしたいから頼むという話は

ありません。これについてしっかりと、議会をどう

思っておられるのか、議会に対しての説明をまずし

ていただきたいと思います。

そこで、話は戻りますけれども、当初予算に賛成

しているということでございます。

それと、最後の話でございますけれども、新型コ

ロナウイルス感染症対策として非常に大変な時期で

あると。予算の重点配分をしなければいけないとい

うことでございますので質問させていただきます。

町は今まで、平成２年度になってから、我々も資

料をもらっていますから、新型コロナ対策あるいは

ラベンダーハイツの事業費とか、感染症緊急包括支

援交付金事業、交付金事業としては、感染症対策地

方創生臨時交付金事業について、１号からずっと

やってきています。今後も含めて、町の一般会計か

ら持ち出しているのは幾らなのか、当然分かってい

て言われていると思いますけれども、幾らなのか。

そして総トータル、ほとんど国の助成、補助金等で

すが、これは幾らかかっていて、何％ぐらい町が持

ち出しているのか、これだけ持ち出しているから日

の出山駐車場は買えないのだというようにしっかり

と説明してほしいと思います。

続きまして、先ほど地権者の意図を確認しました

けれども、それ以前でもないし、それ以後でもな

い。これは非常に重たい。これを否定するというこ

とは、あそこは駐車場として要らないという話なの

ですけれども、そうなった場合、町の３大イベン

ト、これらを日の出山でやらなくていいと考えてお

られるのか、それは必要なのだと。駐車場は別に考

えるのだというのであれば、駐車場等の代替案を示

していただきたい。

次いで、あそこが駐車場でなくなると、将来にわ

たって緩衝地帯としてなくなり、安全上問題がある

かもしれないという話がありましたけれども、これ

について、町民の安心・安全をどう考えているのか

お聞きしたいと思います。

私は、いつまでもいつまでも、また、これからも

臨時駐車場でいくのであれば、いつまでたっても町

の財産にならないのです。町の財産にするためには

買って、そして我々のものにすれば、今後、これに

こしたことはないと思います。未来永久的に臨時駐

車場でいくのか、あるいは日の出でのイベントは要

らないのだから、あそこは要らないのだ、そういう

発想なのか、しっかりと答弁をお願いいたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 髙松克年君、答弁。
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○３番（髙松克年君） ただいまの質問であります

けれども、自分にとっては、十分に答えられるかど

うか不安なところもありますけれども、まず、議会

に頼むという話がなかったというのは、担当所管

で、やはり今村議員が言われるように、３月から現

地も見たりしていますけれども、そこにおいても、

残念ながらここありきということで、前課長を含め

て、ここしかないのだと、ここでいくのだというこ

とで、先ほど提案をいたしましたけれども、そこに

おいても、やはり現場での話としては、それ以上で

もそれ以下でもなかったというところが現状です。

それを議会に頼むという話がなかったというのは、

我々の手落ちということを言おうとしているのかも

しれませんけれども、我々もその話を聞いて、そし

てそれ以後もいろいろな話を聞きながらきたのです

けれども、残念ながら最後まで、そのときに言われ

た日の出山の魅力再生云々という話もありましたけ

れども、それについても一切の書類らしきものとい

うか、書き物が出てきたことはない。それは、我々

を軽く見ているといえば、そうなのかもしれません

けれども、それらで何かが変わっていくことがあれ

ば問題となったのかもしれませんけれども、そうい

う状態の中で、残念ながら今の結論に至るしかな

かったということなわけです。

最初からそういう話で持ってきていること、そし

て、しかも、進められいる中で、残念ながら我々が

要求しなかったら現地での調査も、町長側から提案

されたわけではありませんでした。そのときも現場

へ行っていろいろなところを見ましたけれども、そ

のときに出た話ですけれども、あそこは駄目なの

か、ここはどうなのだという話も出ました。でも、

それに答えたのは、やはり……。

○議長（村上和子君） 回答になっておりませんの

で。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 発議者のもう１名として、

ただ今の１０番今村議員によります質疑に関して回

答させていただきます。

まず、１点目の駐車場、この３月の当初予算の議

会で６０万円の用地確定測量及び土地鑑定に関わる

議決のほうを私も認めて、６０万円の予算が可決さ

れました。

その後、後に我々の賛成意見でも述べますが、ま

だ新型コロナウイルスというそのもの自体が、我々

の予算審議のときにはここまで大きく、また、世界

的なファンディミックが起こるような現象というの

は当時想像つかない段階でございまして、あともう

１点、考え方としては、このような巨額な公有財産

を取得するというときには、やはりその土地の評価

額、それから購入する用途を含めて、しっかりとし

た見積もり、いわゆるそういったものを基に、その

事業そのものを前に進めていくか否かという判断を

我々はせざるを得ないと思います。

よって、当初予算の６０万円の可決の事項に関し

ては、そういった認識で私たちは捉えておりますの

で、６０万円を認めたから、この事業そのものを前

に進めなければいけないということにおいては、や

はり十分な審議が必要なことも申し添えますし、ま

た、当時と世の中は一変したことということをまず

御理解ください。

それから、２点目の質問です。議会での説明責任

に関してですけれども、私たち総務産建常任委員

会、所管委員会は、先月２７日、それから今月２

日、それから今月８日と委員会を３回行う中で、今

日の出公園駐車場整備事業に関しては、理事者のほ

うからは十分過ぎるほどの説明を賜っております。

その総務委員会での結果を基に、我々議員間の全員

協議会で総務委員長のほうから、これまでの経過説

明に関しての質疑がありましたので、９月１２日の

全協のほうでしっかりと経過説明及び議員１４人に

対しての周知は、中瀬委員長から済んでいるものと

私は理解しておりますので、その旨御理解願いま

す。

また、３点目の質問のコロナの交付税ですけれど

も、今、町に、国から示されている財源に関して

は、先般、宮下課長のほうからしっかりと１枚の

ペーパーが来ておりまして、１次交付金が幾ら、２

次交付金が幾ら、そして様々な事業内容、それか

ら、この後来るであろう３次交付金まで予測で算定

いたしまして、全ての諸事業に対して、今村議員が

御懸念されている一般財源の持ち出しというのはほ

ぼないということで私も承知しております。

よって、この日の出公園購入に対しては、このコ

ロナの交付税により様々な施策展開がされています

けれども、だからお金がなくなって買えないという

ことではありません。単体の事業としてしっかりと

捉え、協議をして我々は見解を示しますので、この

コロナの交付税に関しては、あくまでもしっかりと

した諸事業のパーセンテージとかというのは私もす

ぐに、その数字を読み上げることはこの場ではでき

ませんけれども、先般、総務課長のほうから一覧表

で頂いている書式、それが回答の全てかと思われま

す。

それから、４点目の質問ですが、地権者との、町

長の御答弁にありました、今後はない、そして今、

それ以外、そしてそれ以後もないということで、３

大イベントである四季彩まつり、雪まつり、大文字

等々のイベントそのものを、日の出公園でなくても
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いいのかという質問ですけれども、私も一観光事業

者として、そのイベントで多くのお客様に御利用い

ただいている施設の者としてもイベントの存続、継

続は心から願うものであります。ただし、この駐車

場の整備事業と私の思い、それから今村議員からの

質問が合致していないかもしませんが、イベントは

今後町の活性化のためには必要だということで認識

しております。また、駐車場も私は必要だというこ

とで認識しております。

ただし、先ほど提案理由にも説明がありましたと

おり、提案者から発議された理由の中には、時期が

最悪である。ここをまず捉えていただきたい。今、

コロナ禍で疲弊している経済は、その後、国の国家

予算そのものも来年度、Ｒ３年には約２割から３割

の税収が減るであろうということで、現段階でその

ような見解が示されています。当然国がそのような

状況であれば、我々地方自治体というのもしっかり

した交付税要求というのが、それが全てかなうかど

うかというのも分かりません。

また、本年、令和２年度は、町においてもいろい

ろな諸税、例えば事業者に対する固定資産税である

とか、そういった特別な減免措置というのを講じて

いまして、実際、Ｒ３年に支払うべく課税額という

のは、Ｒ２年の分のスライド、事業者に求め、要は

事実上来年は、課税が、あくまでも建物だけという

ぐらい、本当に国、それから道、そして我が町にお

いても先行きの不透明な経済状況であります。

よって、５番目の、例えば緩衝地帯の、町民の皆

様の安全確保という観点においても、私はこのまま

もし駐車場用地の取得がかなわなかった場合も、あ

とは地権者の意向ですので、その後、例えば宅地と

して売る売らないは分かりません。でも現在、農地

として緩衝地帯、安全地帯が確保されているのであ

れば、その後の未来のことは私は分かりかねます

が、もし逆に今回この用地取得がかなった場合、果

たしてイベント時、駐車場という機能が役割をせ

ず、逆に緩衝地だからということで買ったこの広い

駐車場がそのまま残るほうを懸念しております。

以上、１００％答えられませんでしたが、今村議

員からの６点の質疑に回答させていただきます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） 観光等に思いは同じで、

なぜこうなってしまうのか、非常に残念なのですけ

れども、それでは、人間の道義というのか、「至誠

に悖るなかりしか」という言葉がございますけれど

も、なぜ最初から、３月定例会から否決しなかった

のか、私はここに一つ疑問があります。

３月のとき複合施設が否決されました。あのとき

の理由で、もうコロナで世界が大変だからという理

由があったではないですか。そういう理由をあのと

き言っているのですよ、あなた方は。今、情勢がこ

ろっと変わったというのではなくて、あのときそう

いうコロナの情勢があったから複合施設を否定した

のでないですか、否定した一つの理由です。そこ

が、そのときからそう思っているのだったら答弁は

変わるはずですから。

もう一つは、今までの町の新型コロナ関係の予算

の合計は、先ほど言ったものを全部含めたら８億

３,１００万円かかっています。そのうち町の一般

会計、それと高度電波のタワーがありますね、それ

は町債を使わなければいけません。これは確認され

ていると思いますけれども、非常に金額が高い。た

だし、町が将来負担すると金額というのは５％なの

です。それも含めて全部で町の一般会計から持ち出

すのは１,１２４万３,０００円です。パーセンテー

ジにすると１.３５％です。ほとんどが国が面倒を

見てくれているのです。今後もこれは変わらないと

思います。

新型コロナが大変だから、町の予算が大変だか

ら、このイベントは今はやってはいけないというこ

とは言われましたけれども、趣旨説明で髙松議員が

そう言われたから私は言ったところがあるのですけ

れども、当てはまらないと思います。

それと、安全管理のお話をされました。安全管理

のお話をされて、地権者は売るか、あるいは売らな

いかもしれない。宅地にならないかもしれないとい

うお話ですよね。我々は、かもしれないの話では

やっていけません。

○議長（村上和子君） 暫時休憩。

───────────────

午後 ２時０３分 休憩

午後 ２時０４分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 暫時休憩を解きます。

今村議員、もう少し明確に質問をお願いしたいと

思います。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） 当初予算を通したことは

承知していますよね。なぜレールを敷いて階段を駆

け上らせて、はしごを外すようなことをするのか

と、その理由をお聞きしたいというのが一つござい

ます。

それと、安全管理上、地権者が売るか売らないか

分からないから、宅地になるのか分からないと言わ

れましたけれども、これは地権者の気持ちであり、

売るかもしれない。我々は安易な考え方でやったら

いけないと思います。現実主義いかなければいけな
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いと思います。最悪のことを考えて物事を考えなけ

ればいけない。売った場合はどうなるのだというこ

となのです。そこで、もう一度考えて答弁をお願い

します。

○議長（村上和子君） 荒生博一君、答弁。

○８番（荒生博一君） 先ほどからお聞かせいただ

きますと、確かに今村議員の懸案事項というのは十

分理解はさせていただきます。今回の提案者に対し

ての質疑ということをいただいていますけれども、

ちょっと観点が、私の答弁に対しての質疑になって

いるということで、一旦引き戻していただきたいの

ですが、まず、先ほど申し上げた安全管理上の問題

ということにおいては、先ほど理事者側の話をその

ままリリースしただけで、私の思いということでは

ございません。

それから、１点目の、なぜ３月でということで、

一度かけたはしごをさも外したように言われていま

すけれども、私たちは後に賛成の討論をもって、

しっかりとした理由は説明しますが、今ここで申し

上げますと、今回提案がなされた事業というのは、

日の出公園駐車場拡張整備事業と銘を打っている事

業でございまして、今、私たちに示された３月から

これまでの間の理事者側の提案理由というのは、４

月に用地確定測量、それから土地の鑑定、それ以後

は、様々な地権者交渉等々のスケジューリングがな

されて、９月に用地確定の料金を議会に示します。

そしてその後、１２月に公有財産取得の議決を経て

農業委員会に報告、令和３年のこの１行には、造成

工事発注、これだけが事業計画で、現在まで我々に

示された町側からの提案でございます。

まず、ここで御理解いただきたいのは、私たちは

はしごを外したくて外すわけではありません。その

事業計画そのものの提案が不完全だから我々はこの

修正動議をかけているもので、私たち議会議員に

は、町民の皆様への説明責任があります。現段階で

しっかりとした説明は、私は頭が悪いかもしれませ

んが、できません。なぜ土地を４,８３１万円で

買って、その後どう活用するのと言われたとき、言

えるワードといえば、この間の協議で、アスファル

ト化はしない、ずっと砂利です。それから、町長が

求めた提案理由は、かねてから、１０年来、一時的

な仮設駐車場で利用者に大変迷惑をかけている。だ

から常設駐車場が欲しいのだ。その思いは分かりま

す。でも、砂利のままずっと施しをしないというこ

とは、ニュアンスは、砂利は仮設です。常設を求

め、仮設というようなニュアンスで、そのままその

後の整備計画もなされない。こういった先行きが不

透明、しかも総予算、例えばこの間の協議会で、ア

スファルト化にした場合、少し前の金額になります

けれども、当時の担当課長が１億５,０００万円と

いうことで値段もしっかりと言っています。そうす

ると、積算すると４,８３１万円足す１億５,０００

万円、年間の維持費が１００万円、黙っていても２

億１,０００万円です。

私は、一つ疑義があるのは、当初この整備事業計

画を出すときに、しっかりと工程のスケジュールで

あるとか予算総額、そして、やはり整備後の活用方

法、こういったしっかりとしたものが提出されて初

めて、事業計画ということでみなしますので、そう

いった一連の中で、私もないよりあったほうがいい

という思いは依然変わらないですけれども、あくま

でもこの事業計画の提出の仕方そのものに異議があ

り、このような修正に至っております。

今村議員がおっしゃった安全管理上とかからとい

うことにはそれていますけれども、そもそも、まず

かけたはしごとは、私たちも町側の提案の案件に、

できればこのような形で修正動議なんていうのは出

したくないです。その辺も十分理解の上、つたない

答弁で申し訳ありませんが、自分の思いを伝えさせ

ていただきました。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） 非常に言われていること

は分かって、修正動議は出したくない。今でもいい

から撤退してほしいぐらいです。

まず、資料のお話をすれば、資料が足りないとい

えば、無限大に足りないですよね、多分。資料どお

りになってしまいます、組織というのは。何でもか

んでも資料を求めたら大変なことになる。本当に資

料が足りないのか、足りないのは理事者側が悪かっ

たのか、委員会がどれだけ積極的に動いて資料を請

求した結果が足りなかったのかという話がございま

す。（発言の声あり）だからそこをまずお話しして

もらいたいと思います。

最後に、いろいろ言われましたけれども、我々も

提出したくないと言いましたよね。私は一番最初に

言ったではないですか、今でないと駄目なのです。

今でないと二度とあそこは永久的に手に入らないと

思っているから言っているわけです。手に入ると

思っているのですか、あそこ。またモータープール

にできると思っているのですか。はっきり言って理

由が、アスファルトなのか砂利なのか分からない。

面白くない。そんなような話ですよ。本当にあそこ

を要らないと思っているのだったらいいのですが、

そこをもう一度確認。本当に駐車場はまた手に入る

と思っているのですか、同じ場所。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君、答弁。

○８番（荒生博一君） 私、資料が足りないという
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ことは申していません。説明が足りないということ

です。まずそれが１点、御理解いただきたい。

それから、２点目の質問に関しては、私は交渉事

に一切携わっておりませんので、今後、二度と買え

ないというのも今村議員の見解ですよね。もし次の

新しいリーダーが、やはりうちの町の日の出公園を

核に産業活性化、観光振興を図りたいということ

で、再度同じ土地を求めた場合、１００％買えない

という理由、今この時点で分かりますか。分からな

いので答弁できません。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） 提案者にお伺いいたしま

す。

日の出公園の駐車場が要るか要らないかという以

前の問題としてお伺いいたしますが、現在提案され

ました修正案でございます。私から見ますと、未完

成なのかなというふうに捉えさせていただきます。

その理由といたしまして、今回提出されました修

正案におきましては、いわゆる８款４項２目都市計

画費の中の公園費の部分、こちらの部分を一部皆減

して予備費に充当するということでございました

が、しかし、補正額の財源内訳を見ていただきたい

のです。その他ということで３,１７０万円と一般

財源から１,８００万円何がしということで、そも

そもの最初の補正予算が上がってきています。

先ほど町長部局から補正予算第８号につきまし

て、提案理由の中で、当初我々は議決をしたのは、

３月に上富良野町公共施設整備基金の一部を支消す

るということで、５,０００万円支消を議決してお

ります。それらを当初組んでおりましたが、もろも

ろ今回の提案の中で、教職員住宅であったりクリー

ンセンター、また、高度無線等の、いわゆる上富良

野町の公共施設整備に関わる部分が財源組替えがで

きました。それで５,０００万円を拠出しなくてよ

くなった部分で、今回一部、土地を購入するに当

たって４,８００万円の部分を使うと。２００万円

は基金に繰り戻しますという、そういう出来上がっ

た補正予算第８号が上がってきておりますが、現在

出されているこの修正案は、歳入の部分の今の基金

の部分に対して全くの説明がございません。という

ことは、お金の中の財源の一般財源なのか基金なの

かというところの中身が何もないまま、歳入に繰り

戻してもされていないということで、まず修正案が

無効ではないかと私は考えます。

続きまして、もう１点、このような修正案が出さ

れる場合に、いわゆる余剰したお金というのはどこ

に行くのか、それは本来拠出した歳入の部分にしっ

かりと戻っていくのが大前提であって、よほどやむ

を得ない場合でなければ予備費の充当するというこ

とはルール違反であります。まずここが大前提で、

なぜ予備費に充当したのか、そんな安易な考えでい

いのか。

さらに言うと、この予備費に充当した財源の目的

は、我々が３月に議決した公共施設整備基金という

使途目的がはっきりしたお金を崩したのです。それ

を我々は議決しているのです、議会で、５,０００

万円というお金を。それを目的もはっきりしない、

ちょっと言葉が悪いですけれども、執行部が勝手に

使ってもいい予備費に充当するということは、これ

は、我々議会が議決した責務が全くないということ

です。そこをどういうふうに説明するのですか。

以上、２点質問いたします。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君、答弁。

○８番（荒生博一君） ただいまの金子議員の質問

に答弁させていただきます。

まず、金子議員、理解いただきたい。私たちは財

務にも携わっていなければ、企業の会計、そのぐら

いは私も責任者として預かっておりますので、今回

このような修正動議提案に対しての予算案そのもの

の修正をしたときに、私たちは執行者でありませ

ん。ですから、当初予算で認めた５,０００万円と

いう公共施設整備基金、この入り口のスタートアッ

プは、当初予算の読み取りからすると、例えば今の

土木費の８款であれば１,６３０万円という振り分

けがなされていまして、そのほか様々な使途で５,

０００万円という整備基金は、当初予算ではいろい

ろな諸事業に配分されているのは理解しておりま

す。

そして、何よりも今回、補正予算第８号原案その

もののボリュームとページ数を図り、私は今回、議

会事務局ほうに、分からないながら何がベストかと

いうことで、歳入を含めた案、それから歳出のみの

案、２個持っていって、私はこの修正動議が可か否

かというのは分からないので事務局に提出しまし

た。事務局も財務のプロでありませんので、議員必

携とか、過去の実例とかというのを参酌して、一通

り要件がそろっていますのでということで、相談の

後に今回の提案、提出の運びになりました。このよ

うな難しい中身に関しては、どれが完璧か完璧では

ないかということは、ここでの本題から少しそれて

いるように私は考えます。予備費を持っていく考え

方とかというのは、今の議論ではないような気がし

ますので、この会計処理に関して不備、それから書

類に不備、不手際があったのは、私は初めてこの修

正案を自身でつくりましたので、分からないなりに

一生懸命やった結果です。そのもの自体を否定され
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ては、もうこの入り口から、申し訳ありませんでし

たということで、その一言の謝罪に尽きますので、

御理解ください。

○議長（村上和子君） 暫時休憩いたします。

───────────────

午後 ２時１９分 休憩

午後 ２時２０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 暫時休憩を解きます。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） ただいま５番金子議員から

の質疑に対して、この修正動議、発議案を自身で作

成した際に、議会事務局の提出時に、要件がそろっ

ているということで私はこの議場で申し上げました

が、この言葉を撤回、修正を改め、要件ではなく、

書類がそろっているということで、言葉を訂正させ

ていただきます。（発言の声あり）

５番金子議員の質問にお答えいたします。

今回、先ほど提案理由の中の説明でも、３月議会

で公共施設整備基金５,０００万円の支消を認め、

その後、先ほども説明はいたしましたが、様々なカ

テゴリーにその資金が配分されて、それぞれの事業

そのもの自体が様々な事由により既存の予算で賄え

るということが分かったので、この日の出公園の土

地整備事業に係る４,８００万円という事業を起こ

すときに、さらに公共整備資金を必要なく、その現

５,０００万円という枠の中でこの事業を組み立て

ることができたので、２００万円不用額として繰り

入れるということの説明を受けていますので、理事

者側も当初イメージした中に、当初予算において、

５,０００万円という数字は実施計画の中で既に見

ておりますので、その時点で判断しているかどうか

というのは別ですけれども、様々な事由で公共予算

の整備基金というのが、今回、修正案の一番最後の

手前、４７ページ、財源組替え、ここは私は分から

なかったので消してくださいということで消してい

ます。これは、歳入の読み取りは、私の知識では不

可能でございますので、本当に純粋に、冒頭、髙松

議員からも提案理由の説明をいたしましたが、純粋

にこの事業そのものが認められないので、この額を

一旦予備費に計上し、それ以外のものは全て認める

という定義で提案理由も説明されておりますので、

このつくり込みに関しての御指摘に関しては非常に

心が痛く、もっと会計を勉強しなければということ

は思いますけれども、ここまでに至るまで、本当に

分からないなりに、いろいろ他の事例というのをイ

ンターネットで調べて、僕のつくり上げの限界がこ

こです。すいません。この書類に関しての不備は、

これ以上答弁はできませんので、御理解ください。

（発言の声あり）

○議長（村上和子君） まだ答えが残っております

が。基金を予備費に戻すことができるのかというこ

とです。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） すいません。我々の持てる

ツールは、分からないなりに予備費に一旦移動する

ということで、この審議が終わりましてからしっか

りとした判断を仰ごうかなと。今の段階では、予備

費に戻すことのほか、歳入の組立てのときには、公

共施設整備基金に戻すという案は自身がつくりまし

た。もしこの後でよければその案をお見せしますの

で。（発言の声あり）

私は、一部自治体の例を引用して、解釈は違え

ど、そのとおりにやって、結果が予備費ということ

になりました。（発言の声あり）

○議長（村上和子君） 暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ２時２６分 休憩

午後 ２時３０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 一度暫時休憩を解きまし

て、また休憩したいと思います。

再開は２時４５分といたします。

───────────────

午後 ２時３０分 休憩

午後 ２時４５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解きます。

８番荒生博一君、答弁。

○８番（荒生博一君） ５番金子議員からの質問で

すけれども、今回、私たち分からないなりの手法

で、結果が予備費ということで、その公共施設整備

基金を予備費にするこの手法自体が法的に触れるか

触れないかというところは、議会事務局の議長会に

確認したところ、財務を扱っていないので分からな

いという見解で、私も分からないですし、金子議

員、逆にこの場合どこに戻したらいいでしょうか。

（発言の声あり）

再三答弁しているとおり、本当に無知で、財務に

関して分からないなりに出した答えが、行き先が予

備費でしかないということで、理解はいただけない

のは本当に分かりますけれども、私もこれ以上、ど

のような形でこの審議自体を継続していいのかとい

うことも議長に確認したいぐらいです。（発言の声

あり）ですから、本当に考え方が分からず、ただ単

に冒頭提案理由でも述べたとおり、不用額とみなし

たこの４,８３１万円を一旦予備費に計上するとい

うことで、それ以上の答えは私にはございません。
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すいません。（発言の声あり）

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 今回、標題、それから提案

理由という説明までは御理解いただけたということ

で、今回の修正案、この書類自体に不備があるとい

うことで、時間をいただければ成案をこちらにお持

ちしますけれども、そのような時間というのはいた

だけないでしょうか。

○議長（村上和子君） 暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ２時５０分 休憩

午前 ２時５３分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解きます。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 私どもの提出した修正案に

不備があったということと、私がその修正案を事務

局に点検いただいたのは、あくまでも書類の不備の

確認ということで、そのときにその答えを求めるべ

きでもないですし、事務局も与えられないというこ

とであれば、もうこの場で、まな板の上に乗ったコ

イをどうすることもできないということで、この

４,８３１万円、もし目的基金として、予備費の充

当が法的に、この場では、不当であるかどうかとい

うことも含めて、それであれば、やはりこの修正案

含めて修正を認めていただかなければ、標題の私た

ちの提案理由というのが全てゼロ、クリアになると

いうことなのでしょうか、これはちょっと。（発言

の声あり）ですから、この場では、軽微な修正に関

してはできるということで分かりましたけれども、

もういかようにすることもできません。

○議長（村上和子君） 金子議員の質問に答えてい

ただきたいです。答弁になっていないですね。

暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ２時５５分 休憩

午後 ２時５７分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 暫時休憩を解きます。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） それでは、ちょっと堂々巡

りになってしまったところがございますが、いわゆ

る提案者として、これに対しては説明ができないと

いうことで、不備があるということでお認めをいた

だいたと私は判断させていただきました。

その上で、不備のあるものを我々議会として議決

するわけにはいきませんし、先ほどから何度も申し

述べておりますが、我々、さきに５,０００万円の

目的の明確な基金を支消するということで議決をし

ております。

それが、今度は目的が何もない、フリーで使って

いいですよというところにお金を繰り戻すというこ

とに対して、議会の責務を放棄したのではないかと

いうことをお伺いいたしますが、この点はいかがで

すか。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） ただいまの金子議員の質問

に答弁いたします。

再三話しておりますが、この修正案策定時に、そ

の目的基金がこの予備費に計上すること自体がいい

ものか悪いものかという判断がつかなかったため、

先ほど来の答弁になっているわけですけれども、そ

もそも議会の責務を放棄したとか、そこまでのこと

も一切この修正案作成時には考える間もなく、分か

らないなりに作成をしておりましたので、今言われ

れば、重みであるとか、そういった目的基金という

のは、本当に法的にどうなのかというのは私もここ

では答えは出せないのですけれども、本当に予備費

にして駄目だということであれば、修正案そのもの

を改める必要があるので、逆に金子議員の質問に対

して短時間で、財務のほうの確認が法的に認められ

るかどうかというのは、私、今即答で、うそは申し

上げられませんので、ここでは、現段階でお調べで

きないというところで答弁をさせていただきます。

(発言の声あり)

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 放棄しているか放棄してい

ないかのそもそもの問いですけれども、放棄してい

ると思ったことは一度もありません。

○議長（村上和子君） ５番金子益三君。

○５番（金子益三君） 最後の質問になるので、

ちょっと言わせていただきますけれども、質問させ

ていただきますけれども、どういう思いでつくられ

たかは私は一切知るよしはありませんから、どのよ

うに御苦労されて、眠い目をこすりながらインター

ネットで調べたか、そんなことは私はとやかく言う

つもりはございません。

しかし、修正動議を上げてくるというのであれ

ば、しっかりとした根拠に基づいて、これらの算定

を、戻すところは戻すところ、お金の種類につい

て、歳入歳出をしっかり合わせて上げないことに

は、我々は審議することすらできないのです。だか

ら、先ほどから、今になって、思いですとか、今に

なって、私は分かりませんでしたというのであれ

ば、初めから上げないのが、これは議会の責務であ

ると私は考えます。

そして、さっきから何度も申しますが、議会の権

能を放棄しているつもりはないとおっしゃっていま
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すが、やっていることは議会の権利を放棄している

ことと何ら変わりはないということに私は感じます

けれども、その辺はお２人はどのように感じて、こ

の修正案を出してこられたのか、最後にお伺いいた

します。議会はそんな軽いものではございません。

○議長（村上和子君） 髙松克年君、答弁。

○３番（髙松克年君） 我々もそれぞれやはりこの

町を少しでもよくしたいという思いであることは変

わりないと思うですけれども、このような事態とい

うか、こういうことを本当に真剣に考えて、短期間

の間でしたけれども、十分な精査ができないままに

終わり、また、このようなことになったことに対し

ては非常に責任を感じております。

しかし、この案件を上げるに当たって、自分たち

の、それぞれの人に関することになるかもしれませ

んけれども、私もやはり十分な精査がされ、そして

十分な審議の中で行われていくべき事案だというこ

とをもって提案をしたわけですけれども、この思い

というか、ただ、この案件に関しては、非常に長い

年月、それぞれの人の思いの中にあることが詰まっ

ている。もちろん町長の思いも分かります。しか

し、やはり公共施設を求めるというときには、町全

体の(発言の声あり)議長、今のはやじですか。

○議長（村上和子君） 答弁をお願いします。思い

は結構でございますので。

○３番（髙松克年君） 分かりました。今言わせて

もらったようなことで、真剣に考えて、自分たちの

持てる力をもって行ったことが不備だったというこ

とは残念なことですけれども、この短時間の間で修

正することも不可能だということであれば、残念な

がら上程を取り消すしかないのかなというふうに思

います。

○議長（村上和子君） 暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ３時０６分 休憩

午後 ３時０８分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 暫時休憩を解きます。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 感情的になって、冷静さを

欠いている部分もあるかもしれませんけれども、不

備な部分は認めます。これを訂正するすべを、時間

的なことも含めて、やっていきたいというふうに思

います。法的なことの意味合いが十分に把握できて

いないというところはありますけれども、これが本

当に法的な不備を持ち得たものなのかどうかという

ところを調べたいというふうに思います。

先ほどの取下げの部分については訂正をいたしま

す。（発言の声あり）

○議長（村上和子君） ３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 言われている議会の権能、

その他を汚すようなことを自分でしているという思

いはないのですけれども、結果的に難しい判断を迫

られているということは自分も本当に残念ですけれ

ども、十分な持ち合わせをしていないというところ

です。

○議長（村上和子君） 暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ３時１１分 休憩

午後 ３時１４分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 暫時休憩を解きます。

３番髙松克年君、答弁お願いいたします。

○３番（髙松克年君） 今、話を聞きました。それ

を自分の中で十分に理解するまでに至っていないと

いうことなので、しばらく時間を欲しいと思いま

す。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君、答弁。

○８番（荒生博一君） さきに髙松議員が、考える

時間が必要だということで。

金子議員の質問にお答えいたします。

議員発言の当初予算で、目的基金の５,０００万

円の支消については、議決事項として私も理解して

いるところであり、さきに申し上げた内容のとお

り、例えば８款土木費の都市計画費というところに

おいて、当初１,６３０万円とかという額が設定さ

れて、そのほか様々なところで５,０００万円とい

うお金が一旦動きました。そのときの議決事項に今

回の４,８３１万円という案件は入っていませんで

した。その補正が今回、もちろん、それで、当初予

算のことだけに言及すると、当初予算を認めた変化

要因の結果というのがこの補正なのですか。そう理

解しておりますので、私たちの修正動議の提案理由

も含めて、４,８３１万円の根拠というのは、公共

施設整備基金のお金に戻すという判断は、私たちは

執行者ではありませんので、例えば教育費に入れる

とか給与費に入れるかと、そういうことにならない

ので、私たちの持てるツールを全て使った結果が、

分からないなりの予備費ということで、こちらを書

かせていただきました。(発言の声あり)これは私の

答弁なので聞いてください。

そして、議員の責任云々においては、私も本当は

すぐに調べられれば良かったのですけれども、この

４,８３１万円を予備費に計上したことが法的に間

違っていない場合、しっかりとした理由をもって、

私たちはこういった修正動議案というのは今回初め

てつくりました。残念ながら事務局機能というとこ

ろにおいては、確認いただける機関がありませんの
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で、私たちはつくったものを、様式がそろっている

かどうかという確認をいただいて、あとは出すしか

できないのです。自身では、もちろんこの案自体を

練り上げた者として動議を出しているだけですか

ら、議員の責務云々に関しては、しっかりと全うし

た中での提案をさせていただいているつもりですの

で、予備費がほかのものに使われる使われない以前

に、予備費にしか置き換えられなかったという、そ

の作成の意図だけは酌んでいただきたいと思いま

す。

○議長（村上和子君） ほかの方、いらっしゃいま

せんか。ほかに質問ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了したいと思います。

これより、議案第１号令和２年度上富良野町一般

会計補正予算(第８号)の修正案に対する討論に入り

たいと思います。

最初に、本修正案に対する反対討論の発言を許し

ます。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 私、本修正案に対して反対

の立場から討論させていただきます。

理由としては、質問者に対して十分な答弁がなさ

れなかったという問題があります。少なくても提案

者の思いもよく理解はしているつもりであります。

ただ、議会というのは、こういう場合にあっても

きっちりとした筋の通った提案、議論がなされなけ

れば、末代に、後々に大きな悪影響を及ぼすという

ふうに考えております。

確かに今回の駐車場の問題については、土地の選

定等についても不透明感があるということは否めま

せん。そういう意味できっちりとした議論が今回か

み合っていないという点も含めて、改めて、この修

正案に対しても反対の討論とさせていただきます。

○議長（村上和子君） 次に、本修正案に対する賛

成討論の発言を許します。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 私は、修正動議に賛成の立

場で討論させていただきたいと思います。

先ほどよりこの土地の関係で、議員各位におかれ

ましてはいろいろな意見が出ておりますけれども、

今回の一番の問題点は、町民の皆さんがこの駐車場

用地を本当に求めているかということだと思ってお

ります。今求めようとしている土地は、平成１８年

９月８日、上富良野町農業委員会臨時総会で、農地

法の一時転用違反が見つかっております。そのとき

に、転用違反であるとして、観光協会、それから地

権者へ農地の復元を決定した経過のある土地であり

ます。

当時、転用違反を見過ごした農業委員会は責任が

あるということで会長は辞任をしております。議会

もこの件に関しては、当時の議員が一般質問をして

おります。このときの状況も調べずに、町は１,０

５０万円の税金をつぎ込んでおります。身体検査を

しないで、これだけ税金を使って本当によかったの

でしょうかということなのです。

そしてさらには、今借りていた８,８００平方

メートルを今後全部必要とするのか、あるいは縮小

の考えはとただしたのに対して、当時の町長は、こ

の半分ぐらいの面積でとの要望が観光協会からある

と。だから検討を加えたいという答弁をしておりま

す。全部を必要とするのか、そういったことを聞い

ているときに、そういう答えを当時の町長は答えて

いるわけですよ。

ですから、そういった答弁をしていたにもかかわ

らず、すぐそのとき町長選がありまして、次の年

に、１１年前ですけれども、現町長が８,８００平

方メートルの約倍の面積を提案しております。他の

土地の比較検討は一切ありません。具体的な計画、

理由がはっきりと示されなく、否決をされたわけで

あります。

あれから１１年、駐車場用地を求めているといっ

た町民の皆さんの声、そういう裏づけ、アンケート

調査とか関係団体の意見、例えば住民会長懇談会等

の意見の聴取、そういったものは行われない中、提

案されております。前回はそれを全てやっておりま

す。駐車場はないよりはあった方がいい、これは一

般的な考えであります。とりあえず用地だけ買って

おこう。駐車場を買っておけば後は何とかなると。

土地購入のビジョン、日の出公園の魅力再生計画が

具体的に示されない中での購入は説得力に欠けま

す。

そもそも１１年前に否決され、他の土地の検討も

せずに、なぜ同じ土地に絞り、交渉したのか、不可

解な点が非常に多くあると私は思っております。１

１年前の否決された反省が全くありません。同じ手

法で提案上程されております。

機は熟した。多くの町民が待ち望んでいる。地権

者が交渉に応じてくれるようになったからとか、今

を逃すと二度と買えなくなってしまうとか、何を

焦っているのか。町のトップは情報収集を的確に把

握して、価格も場所も町民が納得できる判断をすべ

きだと思っております。

次のリーダーが決まってから、日の出公園駐車場

が本当に必要だと判断したときには、多くの町民の

意見を聞いて、その上で知恵を出し合って候補地を

選定することが望ましいと思います。ですから、私
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は今回の修正案に賛成をさせていただきます。

○議長（村上和子君） 次に、本修正案に対する反

対討論の発言を許します。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） 書類に不備があったとい

うことなのですけれども、当初準備した修正案に対

する反対討論をさせていただきます。

新型コロナという話は私も分かります。いまだ続

く新型コロナ禍におきまして、町は生活支援や地域

経済支援対策など数々の支援策を講じておられま

す。そういった中で、日の出公園駐車場拡張整備事

業廃止の修正動議というのですか、ゼロにする修正

動議が提出されました。

私は、町の将来を左右する、あるいは町の原論を

二分すると思われる修正動議案には心から反対をす

る立場でございます。

以下、具体的な反対の理由を述べさせていただき

ます。

まず、質疑でも申しましたけれども、我々の上富

良野議会は、３月の定例会において、日の出公園駐

車場拡張整備事業として計上された用地確定測量費

などの６０万円を含む当初予算を賛成したという厳

然たる事実がございます。そしてそれに基づいて、

もう既に予算を執行して、用地確定測量等も終了し

ております。

ということはどういうことかと言いますと、ここ

で今回反対するということは、事業の一貫性や継続

性を否定することになります。事業は一旦止める

と、また復活するのは非常に困難だというのは多く

の方々は理解できると思います。私は、そういうた

めにも、町から提出された原案のほうを可決するべ

きだというふうに考えているから修正案に反対する

わけです。

私の信条にも反します。非常にレールを敷いて走

らせてから止めるということはあってはならないと

私は思っております。

また、新型コロナ感染症対策、非常に町も今やっ

ておられますけれども、提案者の髙松議員からあり

ましたけれども、お金を充当すべきなどの理由で、

今回は修正動議を出したという答弁もございました

が、ここで訂正するならば、３月に同じ理由で否決

した複合施設があります。そこでなぜ一緒に否決し

なかったのか、そうしたら６０万円使う必要も当然

ありませんでした。コロナというのは３月から全世

界を席巻していたわけでございます。だからここに

来てコロナというのは私は少しおかしいと思いま

す。３月に同じ理由で提出したものがあるのですか

ら、そこに出すべきであろうということであります

から、そこはおかしいと思います。

新型コロナ感染症対策は非常に大事なのですけれ

ども、令和２年度における新型コロナウイルス感染

症対策地方創生臨時交付金事業あるいは新型コロナ

ウイルス感染症緊急包括支援交付金事業、そして、

その他の事業としてラベンダーハイツ等の事業も

やっています。これは申し上げたのですけれども、

これらの総事業費は８億３,１００万円でございま

す。そして町の一般会計として町が負担する、ある

いは地方債として町が将来負担しなければならない

ものの合計は１,１２４万３,０００円です。ここか

ら見ても、新型コロナに対する予算、これが必要だ

から他の事業は優先順位をつけなければいけないと

いうところでもって、これを否定するというのは私

は腑に落ちません。

非常によくできたものでございまして、早い話が

国のほうがほとんどの支出を担当していただいて、

国が持ち出していると、厳然たる事実があるという

ことも理解する必要があるのではないでしょうか。

そして、ここの大事なことなのですけれども、ど

うか迷っておられる方も聞いてほしいのですけれど

も、先延ばしは許されない。先延ばしたら地権者の

方の考え、思想といいますか、この考え方を私なり

に判断しますと、多分二度と未来永劫交渉に応じて

くれないだろうというふうに思います。そのことを

しっかりと現実として受け止める必要があると思い

ます。

それとも何か代替案があればまた別なのですけれ

ども、なかなか私は原案の駐車場に匹敵するような

代替案は思いつかないわけでございます。

さらに、今回の駐車場を否定する人は、３大イベ

ントを初めとした、それが持つ安全管理上の課題、

これをどのように考えているのか甚だ私は疑問であ

ります。現実的ではありません。

細部省略します。また、他に臨時の駐車場適地が

あるから答弁されたと思いますけれども、本当に観

光振興や経済の発展等を考えたら、今やるのがベス

トであろうというふうに思っております。いつまで

もジプシーのように臨時駐車場を借りるのではな

く、自前の町の財産としての駐車場を持つのも私は

またベストであろうというふうに思っております。

臨時の駐車場であれば、いつまでたっても町の財産

にはなりませんし、毎年毎年１００万円以上のお金

を出しているわけです。そういったことをぜひ考え

なければならないのではないかというふうに思って

おります。

町が示していただいた原案の趣旨である本事業を

通じて観光振興や産業振興の充実、住民自主活動の

推進と第６次計画の具現化を図るという原案の趣旨

に賛同します。
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したがって、これらの理由により修正案に反対を

いたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 次に、本修正案に対する賛

成討論の発言を許します。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 私は、この修正案に不備が

あれども、私は用地買収に関して認めることはでき

ないので、今も原案か不備のある修正案かの選択を

しなければならないのであれば、苦渋の決断で、修

正案に対し賛成し、討論いたします。

新型コロナウイルスにより時代は刻々と変化して

おります。本町だけでなく国難、世界難と言えるコ

ロナウイルスがもたらした経済全体に及ぼした影響

は、いまだ見通しも立たない状況にあります。

地方自治体の収入を取り巻く環境は全く好転せ

ず、少子高齢化が進み、人口ビジョンを見まして

も、人口は減少を続け、歳入の伸びは期待できない

ところに加え、今回のコロナウイルスによるインバ

ウンド、観光、各種イベント、お祭り、それが今後

どのようになっていくのかまだまだ先が見えない状

態にあります。

今、コロナの影響により新しい生活様式、新北海

道スタイル、ソーシャルディスタンス、テレワーク

など、ライフスタイルを変えていく時代となりまし

た。東京オリンピックもいまだにどのようになるの

か決まっておりません。国ですらそういった見通し

が立っていないわけですから、もちろん本町のお祭

りやイベントも今後どのようになっていくのか先行

きは分かりません。

その中で、なぜ今急いで用地買収をしなければな

らないのかというところの理由をお聞きしたとこ

ろ、町長は何度もおっしゃっていますけれども、地

権者と交渉を進めていく中で、お互いの心が通じ

合ったのが今だからということをおっしゃっており

ますが、こういった公有財産の取得は本当に慎重で

なければならないというのがありまして、地主さん

と心が通じ合ったのが今だから、町長と地権者との

信頼関係で、これ以前でもこれ以後でもないという

ような理由では、約５,０００万円の財産を取得す

るには非常に不透明であり、疑問が残ります。

今年度の予算を決めた第１回定例会で、日の出公

園駐車場拡張整備事業として、先ほどから何度も出

ておりますけれども、測量、土地鑑定費用６０万円

の当初予算は私は賛成しております。

しかし、その予算を議決したのが３月１８日で、

このときにはまだ町内でコロナのクラスターは発生

していなかった時期です。コロナは猛威を振るって

おりましたが、このまま収束するのではないかとい

う推測もなされ、まだそのときは東京オリンピック

も開催されると思っていた頃です。ですが、議決し

た５日後に東京オリンピックの延期が決定しまし

た。その後もコロナウイルスの勢いはとどまること

なく、世の中ががらっと変わってしまいました。町

民の皆さんも大変な思いと、収入減などのコロナの

被害を被ってきておりまして、いまだ見通しが立っ

ていない状況にあります。

私は一貫して、新型コロナウイルスの影響を考慮

すべきと何度もおっしゃっておりますけれども、

ウィズコロナの時代に、今後のイベントの在り方、

公園全体の利用計画を立案、検証した上で必要な台

数の駐車場を整備するのであれば理解できます。し

かし、コロナによって生活を一変させる出来事が起

こってしまったわけで、何年先にどういった形で四

季彩まつりなどのイベントが開催できるのか未知数

である中で、コロナが起こる前の過去のデータを基

に、今、駐車場を整備するというのは柔軟性に欠け

るものと思います。

隣町の美瑛町には、今年から青い池に有料駐車場

が整備されましたけれども、担当者にお聞きしたと

ころ、駐車場面積８,４４４平米とのことでした。

今回の日の出公園の駐車場は１万５,０００平米で

すから、倍くらいの広さとなります。観光客の入り

の状況も全然異なりますけれども、イベント時以外

での利用を考えると、現行の約８０台の駐車場で間

に合っていると思われます。年に数回あるか分から

ないイベント用の駐車場として考えますと、次に、

コスト面が引っかかります。事前に土地の評価に関

わる説明資料を見ますと、買収加算として、買収成

立によるこの間の必要経費が不要となる部分を加算

してあります。これは四季彩まつりの仮設の臨時駐

車場に関わる経費のようですけれども、土地を購入

したら仮設臨時駐車場の経費がかからなくなるとい

うことは分かるのですけれども、臨時駐車場土地使

用料や臨時駐車場対策、バス借上料は分かります

が、そこの項目にある臨時駐車場警備費は本当に不

要になる部分なのか疑問が残ります。

この日の出公園駐車場が総額幾らで整備されるの

か分かりませんけれども、アスファルト舗装された

駐車場にすると、概算で１億５,０００万円は超え

るものと出ておりましたけれども、イベント時の仮

設臨時駐車場の経費は年間１５０万円から２００万

円しないくらいです。費用対効果を考えますと、コ

ストパフォーマンスは低く、将来的に負担がかかっ

てくるのは私たちの世代ですから、不備があっても

私は修正案のほうを賛成します。

以上のことから、日の出公園の駐車場拡張に関し

ては、駐車場拡張ありきのハード面からの整備では
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なく、日の出公園の魅力化、観光拠点としての誘客

の計画を立てて、駐車場拡張における費用対効果の

検証も行い、変わり行くイベントの在り方、そして

本当に必要な駐車場面積の検証、観光客、公園利用

者が増えるような事業計画も含めて、再度検討して

いただくことを望み、賛成討論とします。

○議長（村上和子君） 次に、本修正案に反対する

討論の発言を許します。

１２番小田島久尚君。

○１２番（小田島久尚君） 私は本修正案に反対の

立場から討論をいたします。

本修正案は、途中の質疑で提案者が取り下げると

いう発言もあり、非常に不備の多い修正案というこ

とは確認をさせてもらいました。

そもそも日の出公園常設駐車場の整備について

は、第６次の上富良野総合計画の中で、日の出公園

を観光交流の拠点の一つとすることを目標とし、常

設駐車場の充実、花のゾーンの整備など、利用者の

ニーズに応じた整備を計画的に推進すると明確に示

しています。

また、今年度の町政執行方針でも、町長は新たな

駐車整備に着手するとの述べており、行政執行上、

町民及び議会の理解を十分に得た提出案件と考えま

す。

また、駐車場の整備は本町の観光振興を大きく前

進させ、交流人口の増加につながる可能性が大いに

あると同時に、日の出公園を会場に開催されている

イベント等の最大の課題である来場者への対応に関

する問題を解消する唯一の方法であります。

本事業は、令和２年度当初予算において、土地鑑

定料、用地確定測量費合わせ６０万円が計上される

とともに、併せて事業完了までの概要スケジュール

も提示される中、賛成多数により議決されました。

私の記憶では、１名の議員が反対というふうに記憶

しております。

本定例会において、用地取得に係る補正予算がそ

のスケジュールによって提出され、今、議論されて

いるところであります。

今年度予算は可決し、スケジュールどおり進んで

いるにもかかわらず、本補正予算案の審議でこのよ

うな修正案が提出されていることに私自身大変驚い

ております。提出された修正案の内容は、予算の増

減の修正ではなく、実質的に日の出公園駐車場の整

備の中止を求める内容と取れるような提案で、当初

予算に賛成した立場としては到底賛成できる内容で

はありません。

しかし、議会の役割として、たとえ当初予算の実

施が決定した事項であっても、事予算の重要な議題

に対しては、その根拠について十分に審議し、それ

が町民にとって将来にわたって著しく不利益となる

可能性のある場合は行政に対して、町民の代表とし

て反対の声を届けなければならないと思っておりま

す。

ただし、この意味においても、今回の補正予算の

用地買収については、私は明確に示してあり、常任

委員会でも十分な審議がなされ、観光振興や利用者

の利便性向上、イベントの開催時や観光地としての

経済効果が十分に期待されるものであり、駐車場の

整備が町民にとって不利益を与える結果になるとは

考えられません。

まだ議員として１年しかたっておりませんが、こ

のようなことを言っていいのか分かりませんが、議

会というところは、予算は認めるが事業は認めない

ということが簡単に行われていいものか非常に疑問

を抱いているところです。当初予算の審議は常任委

員会での議論を十分に実施するとともに、予算特別

委員会を設置し、徹底審議を経て採決したものと私

は考えています。

この修正案が提出されること、当初予算を可決し

た議会の責任、責務を果たしていると言えるので

しょうか。

以上の理由から、本案件の事業推進にストップを

かける内容の修正案に対し反対いたします。

○議長（村上和子君） ほかございますか、修正案

に反対する立場ですか、賛成の立場ですか。

６番中澤良隆君。

○６番（中澤良隆君） 今、貴重な財源を投入して

常設駐車場の用地を４,８３１万円で購入する提案

に対し、私はノーの立場から意見を申し上げます。

私たちの町上富良野町は、今、財政的に豊かな状

況にあるのでしょうか。自主財源２５％、他に依存

する財源が７５％。また、人件費や公債費など毎年

度支出を予定せざるを得ない経常収支比率において

も８０％を超えないことが望ましいとされる中、実

際には９３％という弾力性のない脆弱な財政構造と

なっています。

新町立病院の建設が予定されています。建設費だ

けで約３７億円が見込まれています。我が町の歴史

の中でも大きなプロジェクトであります。

また、主なものとしては、ここの役場、新消防庁

舎の耐震化、また、図書館、給食センター、ラベン

ダーハイツ、クリーンセンターなどの改修整備等、

さらには道路や橋の改修など数多くの懸案事業を抱

えています。

さらには、コロナ禍を見据えた財政運営が求めら

れます。来年度、国の税収も２、３割減収が見込ま

れるとのことであります。我が町においても国から

の交付税などの減額や税収減も予想されます。ます
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ます今まで以上の厳しい財政運営が強いられてくる

と考えます。不急な日の出駐車場拡張整備事業につ

いては延期し、慎重に計画策定を行うべきと考えま

す。

もう１点、向山町長は、４年前から決めていたと

いう４選不出馬を新聞報道で発表しました。この報

道が事実だとすれば、まだ早いかもしれませんが、

３期１２年の長い間本当に御苦労さまでした。

上富良野町が町制を敷いてから向山町長は、海江

田武信町長、和田松ヱ門町長、尾岸孝雄町長に次い

で３期１２年にわたり町の執行、発展に尽力された

大町長の仲間入りです。上富良野町の歴史に大きな

足跡を残し、大町長として後世に語り継がれること

でありましょう。

１１月２９日には町長選挙が行われ、１２月２７

日には新しい町長が誕生します。先ほど述べたよう

に、上富良野町には数多くの懸案事業が山積してい

ます。多額の予算が必要になります。確かに日の出

公園に大きな駐車場があることは望まれることかも

しれません。ただ、政策的な事業を町長が４選不出

馬を表明してから、補正してまで用地を求めること

についてはノーと言わざるを得ません。新しい町長

が駐車場より優先すべき事業に力を注ぎたいとき、

もしかすると購入した用地は手つかずの状態で放置

されてしまう可能性もあります。そうなったとき誰

が後世に責任を負うのでしょうか。

１２月２７日には第１１代の新町長が誕生しま

す。４選不出馬を表明した向山町長に今求められる

ことは、次の町長に少しでも多くの財源を引き継ぐ

ことではないでしょうか。上富良野町の厳しい財政

状況、そして政策的な判断は新町長に託すべきとの

考えから、私の修正案に対する賛成討論といたしま

す。

○議長（村上和子君） 次に、本修正案に対する反

対討論の発言を許します。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 私は修正案に反対の立場か

ら意見を述べさせていただきます。

そもそも先ほど来話に上がっております不備のあ

る修正案を可決した場合、本来執行されるべき予算

が執行されない可能性がある、私はその辺の見知を

全く持ち合わせておりません。ということは、全く

未知の領域に足を踏み込む、そういった議員として

の覚悟はありません。そういった中で、今回の修正

案にまず反対という思いを持っております。

また、いろいろとネガティブ要素はございます。

もうこれは割愛します。それぞれの議員さん方が述

べられておりますので。

しかしながら、補正予算に上げられているこの中

の事業のほとんどが当座をしのぐための事業である

中、駐車場拡張整備事業は、いわゆるアフターコロ

ナ、数年先を見据えた生きた行政経費として、ＩＴ

インフラ整備事業と併せて重点投資する価値があ

り、また、地権者という相手方のいる事業であるこ

とも考慮し、予定どおり進めるべきとの判断に、熟

慮に熟慮を重ねた結果、そういった判断に至った次

第でございます。

この事業を契機に展望台やロッジの利活用、花の

見せ方、身障者対応、子どもの遊び場の充実など、

今後、町民の憩いの場としての都市公園機能はもち

ろんのこと、いまだ高い人気と集客力を持つはずの

ラベンダー観光の再考を初めとした自然風景由来の

上富良野観光のブランド化について、明確かつ具体

的な方策を早急にお示しいただけることに期待する

とともに、これまで以上に行政が一丸となって日の

出公園の再活性化に尽力されるであろうことを信

じ、反対討論といたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 討論はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） ないようでございますの

で、これをもって討論を終了いたします。

まず、議案第１号令和２年度上富良野町一般会計

補正予算（第８号）に対する、３番髙松克年君、８

番荒生博一君から提出された修正案について、起立

によって採決いたします。

本修正案に賛成の方は御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立少数です。

したがって、修正案は否決されました。

これより、議案第１号令和２年度上富良野町一般

会計補正予算（第８号）の討論に入ります。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 私は、原案に反対の立場か

ら討論したいと思います。

修正案等を含めて、数々の疑問点が提出されまし

た。その根底には何があるのかということではない

でしょうか。その根底には、町から提案された用地

買収に対する説明責任が曖昧だという点でありま

す。

私は、本来、用地の購入に当たっては、きちっと

他の用地の対案を示していただいて、公示価格も

きっちりと示していただいて、その上で、ここしか

用地はありませんと提示するのが本来の在り方であ

りましたが、なかなかそういった方向で提案されて

いないという大きな問題点があると考えておりま

す。

私は、そういった点で、今回の日の出公園の用地
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は将来の観光に寄与するという点では大きな評価、

一定部分しますが、しかし、かといって曖昧な中で

の用地買収というのは、当然納得できるものではあ

りません。私たちはこの点でもはっきりと筋を通し

て、きっちりとした議論がない中での用地買収に対

しては断固反対するものであります。

また同時に、日の出公園全体の振興計画について

も明示がなかなかされません。大ざっぱではありま

すが、観光期は、冬場における観光、スキー、そう

いったものも含めた中での多くの町民が集える場

所、利用できる駐車場という形の中で提案はされま

したが、しかし、そうかといって用地の不明朗な中

で、価格提示もされておりますが、これは納得でき

るものではありません。

もう既に農業用地においては、従前から比べても

価格設定が低いという状況になっております。そこ

へもってきて今回、新たに３００円の加算をつけて

用地買収しようというのですから、地権者との何ら

かの関わりがあったのかどうなのか分かりません

が、負い目があったのかどうなのか分かりません

が、しかし、加算額をしなくても、きっちりと交渉

の緒に就いてきっちりと話し合う、そういう環境が

必要ではないかと私は考えております。

他の観光振興計画の中には、町の景観スポットに

おける駐車場、駐車帯の整備などがまだまだ残され

ています。そういうことを考えたときに、そういう

ものを全て、今後どういう計画の中で観光計画に、

また、少しでも多くの方々が町に観光で訪れていた

だいて、そして流れを町の中に誘導する、そういっ

た政策展開が今求められていると考えますが、そう

いった部分の提案も今回なされなかったことは非常

に残念であります。

また同時に、今回の補正予算というのは、コロナ

に関わる重要な予算もたくさん盛り込まれておりま

す。この部分は否定するものではありませんが、や

はり今後、町の財政や、あるいは将来のこの議論が

不足する町からの提案する内容が不明確、不足する

という状況の中での用地購入というのは私は納得で

きるものではありません。

以上を述べまして、原案に対しても反対の立場か

ら討論するものであります。

○議長（村上和子君） 次に、原案に対する賛成討

論はございますか。

５番金子益三君。

○５番（金子益三君） 私は、補正予算（第８号）

に対する賛成の立場から討論をさせていただきま

す。

このたびの補正予算の中におきましては、この新

型コロナウイルス禍に対応するべく子育ての補正予

算がなされていたり、また、長年の懸案でありまし

た農村部におけます高速通信、民設民営ではできな

かった部分もしっかりと公設民営で行い、しかも町

の単費で行っては非常に莫大な予算がかかるところ

を、上手な補助金と、また、国のコロナ禍の特別な

予算の中で効率よく行われること。

さらには、町内の税収を応援するべくふるさと応

援寄附モニター事業の増額、また加えまして、６次

産業化で新たな産業の創出がなされるところに対す

る応援、富良野広域連合の中でも長年の懸念であっ

た草地の更新事業などなど、このコロナ禍において

もしっかりとそれに対応するべく予算、また、財政

が大変な中においても一部しっかりと財政調整基金

へ積み戻しがあるなどといった、しっかりした補正

予算と考えます。

様々な要因の中から、今、義務的経費をしっかり

とここで予算を通さないと、上富良野町として止

まってしまうことが最も不幸なことにつながると考

えますので、補正予算に対して賛成の討論をさせて

いただきます。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） ないようでございますの

で、これをもって討論を終了いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の

起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１号令和２年度上富良野町一般会

計補正予算（第８号）は、原案のとおり可決されま

した。

──────────────────

◎日程第４ 議案第２号

○議長（村上和子君） 日程第４ 議案第２号令和

２年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ただいま上程いた

だきました議案第２号令和２年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。

１点目は、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る収入減に伴う介護保険料の減免につきまして、介

護保険条例第１３条及び介護保険料減免取扱要綱附

則第２条に基づき、申請された４件につきまして、

介護保険料減免を決定しましたので、介護保険料を

減額するものであります。

また、減額した介護保険料の財源につきまして
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は、国の介護保険災害等臨時特例補助金及び特別調

整交付金として見込むところであります。

２点目は、令和元年度の介護給付費実績に伴い、

北海道及び社会保険診療報酬支払基金から、それぞ

れ追加交付を受けることにより保険給付費等に充当

し、一般財源からその他財源に組替えをするもので

あります。

３点目は、介護保険要介護認定に関わる事務手続

として、富良野地区介護認定審査会を富良野圏域５

市町村で運営しており、審査会につきましては、テ

レビ会議としてコミュニケーションシステムを導入

しておりますが、システムの更新時期について、本

年１２月末と示されましたことから、整備させてい

ただくものであります。

なお、収支の差額２５８万円につきましては、予

備費に調整したところであります。

以下、議案を朗読し、御説明といたします。

なお、議案説明につきましては、議決項目のみ説

明し、予算の事項別明細書につきましては省略させ

ていただきますので、御了承願います。

議案第２号を御覧ください。

議案第２号令和２年度上富良野町介護保険特別会

計補正予算（第２号）。

令和２年度上富良野町の介護保険特別会計の補正

予算（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

２８１万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１０億７,０７２万７,０００

円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

議決項目であります款ごとの補正額のみ申し上げ

ます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款介護保険料２１万８,０００円の減。

３款国庫支出金２１万８,０００円。

４款道支出金９万６,０００円。

５款支払基金交付金２４８万４,０００円。

７款繰入金２３万６,０００円。

歳入合計は２８１万６,０００円です。

２、歳出。

１款総務費２３万６,０００円。

２款保険給付費ゼロ円。

３款地域支援事業費ゼロ円。

７款予備費２５８万円。

歳出合計は２８１万６,０００円であります。

以上、議案第２号令和２年度上富良野町介護保険

特別会計補正予算（第２号）の説明といたします。

御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。

○議長（村上和子君） 暑い方は上着をどうぞ脱い

でいただいて結構でございます。

これをもって、提案理由の説明を終わります。

これより、質疑に入ります。ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

本件は、原案のとおり決定することに可決されま

した。

──────────────────

◎日程第５ 議案第３号

○議長（村上和子君） 日程第５ 議案第３号令和

２年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補

正予算（第２号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

ラベンダーハイツ所長。

○ラベンダーハイツ所長（谷口裕二君） ただいま

上程いただきました議案第３号令和２年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第２

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。

まず、歳入につきまして、寄附採納に伴う繰入金

の補正及び新型コロナウイルス感染症対策に係る北

海道の支援事業に伴う道支出金の補正であります。

次に、歳出につきまして、道事業であります新型

コロナウイルス感染症緊急包括支援事業及び介護施

設等における簡易陰圧装置、換気設備設置支援事業

に係る必要経費をサービス事業費へ計上するととも

に、繰入金は、今後の財政需要に備えるため予備費

に計上するものであります。

それでは、以下、提案の説明につきましては、議

決項目の部分のみ説明し、予算の事項別明細書につ

きましては、省略させていただきますので御了承願

います。

議案第３号を御覧ください。

議案第３号令和２年度上富良野町ラベンダーハイ

ツ事業特別会計補正予算（第２号）。

令和２年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特
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別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５３０万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億４,２６０万８,０００円

とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出補正予算」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

６款繰入金、補正額３０万円。

９款道支出金５００万６,０００円。

歳入合計５３０万６,０００円。

２、歳出。

２款サービス事業費５００万６,０００円。

６款予備費３０万円。

歳出合計５３０万６,０００円であります。

以上で、議案第３号令和２年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号）の説明

といたします。

御審議賜りまして、議決くださいますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 居宅介護の支援事業につい

てお伺いいたします。

今回の補足説明資料によりますと、デイサービス

やショートステイ、居宅介護支援事業において、

サービス利用休止中の利用者への利用再開の支援

（電話による再開調整）という形の予算が載ってお

りますが、この内容等についてお伺いいたします。

また同時に、この間、コロナによってラベンダー

ハイツ等においては、いっとき利用者制限がされた

かというふうに思います。その制限を受けた方の話

を聞きますと、当然介護しなければならない方を抱

えながら仕事をするのが大変だということで、何と

か自宅では見られたけれども、また、この忙しい時

期になると他の施設に紹介してもらったというよう

な話を聞きました。

そこで、お伺いしたいのは、確かにコロナという

諸条件があって、一定のサービス利用条件を制限す

るというのは当然あり得ることなのかなというふう

に思います。その場合の制限の規定というのはある

のかどうなのかという点と。

二つ目には、こういった電話対応でできる部分は

いいけれども、どうしても施設に預けなければなら

ないというケースも中にはあるのだろうというふう

に思います。そういうものも含めて、他の施設で

は、町以外の施設では受け入れられるけれども、町

で受け入れられないという、そういう矛盾が出てき

ているわけです。確かに警戒するというのは非常に

大事ですから、ただ、やっぱりそういう場合にあっ

ても、いろいろなケースが想定されるのだろうとい

うふうに思います。どうしても預けなければ仕事を

することができないだとか、いろいろなケースが想

定されるわけですから、そういった場合の、民間が

どうしても利用を中止しただとかがあるというふう

に思いますし、そういう場合、公として、そういっ

た部分の対処の仕方というのは、他の民間のところ

よりも一定程度、やはり緩和、入所者がコロナ発症

して駄目だというときは仕方ありませんけれども、

そういった諸条件を加味して受け入れる態勢という

のはあるのかどうなのか、全くそういう場合は拒否

せざるを得ないのか、お伺いしたいと思います。

○議長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。

○ラベンダーハイツ所長（谷口裕二君） ７番米沢

議員の御質問にお答えいたします。

１点目、居宅介護支援事業に関わる電話相談等の

対応の質問でございますが、今回、北海道の支援事

業におきましても、施設サービスの利用等を休止し

た施設が利用者に対する電話相談などを行った場合

には、一定額の支援を受けられるということになっ

ておりまして、今回、町のほうもこの支援事業のほ

うに申請を予定しているところでございますが、今

回の居宅介護支援事業、また、デイサービスの部門

におきましても一定程度利用の一部休止等も行って

おりましたので、そこに関わる利用者に対しまして

は、細かく電話をかけるなりして、その方々の状況

などを把握し、利用再開に向けて相談対応をさせて

いただいたところでございます。

２点目の施設等の今回のコロナの感染症に関わる

利用の制限に関する御質問でありますが、ラベン

ダーハイツにつきましては、３月２日のコロナ感染

の拡大を受けまして、デイサービスセンター、

ショートステイにつきましては、利用の制限を一部

させていただいております。デイサービスセンター

につきましては、午前中の２時間の利用を進めてき

ておりました。ただ、ショートステイにつきまして

は、ラベンダーハイツと併設する施設上のこともあ

りまして、コロナの感染拡大を防ぐという観点か
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ら、ショートステイについては休止という形を取ら

せていただきました。

ただ、この間、町の公共施設の利用なども参酌し

ながら、４月に入りまして再度利用も再開させてき

ておりますし、それぞれ北海道含めて、コロナの感

染状況も見ながら早期の利用再開を試みてきており

まして、５月に入りまして全面的に利用を進めてき

たところでございます。

この間、利用していただきました皆様につきまし

ては、休止という形を取りましたけれども、それぞ

れケアマネジャーと言われます利用サービスを相談

する方々を中心に、民間施設等も含めて利用の調整

が進められるというふうに聞いておりますので、当

ラベンダーハイツにつきましては、まずは、感染拡

大を重視したということで対応させていただいたと

ころでございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） それはよく分かるのですけ

れども、しかし、やはり状況によっては、家庭状況

だとか、いろいろな問題が起きるわけです、日常的

に。そうしますと、民間の施設はいいけれども、上

富良野町の施設は駄目だと、一辺倒ということには

ならないのもあるのではないかと。大変私、分かる

のですよ、外部からいろいろ持ち込まれては困ると

いう心配があったからこそ、そういった利用制限を

せざるを得ないという、こういう努力というのは、

私は高く評価しておりますし、駄目だという話では

ないのですけれども、可能であれば、そういう人た

ちを受け入れる公の施設としての役割もあるのでは

ないかという話をしているわけで、もしもそういう

基準が、これはラベンダーハイツ、施設でいえば、

町立病院もそうなのですが、そういう基準があっ

て、恐らくコロナと基準があってされているのだろ

うと思うのですが。

そうしますと、やはり問題になってくるのは、Ｐ

ＣＲ検査だとか、この人はコロナに感染しているの

だろうか、していないのだろうかという、そういっ

た基礎的な検診も行いながら、この人はここに入所

できますねという判断も下せる要素があるのではな

いかと。単純に話していますけれども、何回しても

陰性だったけれども、後で陽性という話もあります

けれども、しかし、そういう人たちが地元で施設を

利用したいということを望むのであれば、一定部

分、解釈の仕方、決まりだとか、町で考えながら、

工夫しながら受入れ態勢も必要ではないかなという

ふうに思うのですが、ここら辺は、町長、どういう

ふうにお考えなのか、急に振って申し訳ないのです

が。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） ７番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。

米沢議員が御懸念のような部分も私も十分理解で

きます。しかし、私、所長を通じて指示もさせてい

ただいておりますが、一方、見方によっては、公が

運営する施設でございます。小さい決まりだとか

ルールというのはちょっと私は、公の施設だからこ

そ、ある種厳格に対応をさせていただくことが逆に

求められているという側面もございますので、そう

いう中で現場は、本当に午前中だけお預かりして、

なるべく食事は避けるとか、最大限工夫をした中

で、ケアマネを通じて個々の人の事情をお聞きした

上で、今回運営させていただいていおりますので、

こういう形を取らざるを得なかったということで、

御理解いただきたいと思います。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） そういうことも含めて、今

後、可能であればいろいろな角度から、すぐにとは

言いませんので、検討していただければというふう

に思いますが、答弁を求めます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。

ラベンダーハイツについては、一貫して私、発言

させていただいておりますが、ある種、ついの住み

かでございますので、どなたも安心して住んでいた

だける。また、ショートステイもデイサービスも含

めて、信頼を得られるような施設にするということ

も大きな目標でございますので、両立できるように

努力してまいります。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第３号令和２年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計補正予算（第２号）は、原

案のとおり可決されました。

──────────────────

◎会議時間延長の議決

○議長（村上和子君） お諮りいたします。

本日の会議が、議事が１７時３０分以降に及ぶこ

とが考えられますので、あらかじめ延長したいと思

います。これに御異議ございませんか。
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（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間は、あらかじめ延長する

ことに決定いたしました。

──────────────────

◎日程第６ 議案第４号

○議長（村上和子君） 日程第６ 議案第４号令和

２年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第４号令和２年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨に

ついて御説明申し上げます。

内容につきましては、総務省より公営企業会計の

適用の推進及び地方公営企業法の適用に関するマ

ニュアルが公表され、公営企業は必要な住民サービ

スを将来にわたり安定的に提供していくためには、

中長期的な視点に立った計画的な経営基盤の強化と

財政マネジメントの向上等について的確に取り組む

ため、人口３万人未満の地方公共団体におきまして

は、令和６年４月までに地方公営企業法を適用する

よう求められていることから、本年度中に地方公営

企業法適用に係る基本計画を策定し、来年度以降に

固定資産調査、移行事務、会計システム構築の策定

委託業務を行い、令和６年度からの公営企業会計へ

の移行を進めていくための所要の補正を行うもので

す。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第４号を御覧ください。

議案第４号令和２年度上富良野町簡易水道事業特

別会計補正予算（第２号）。

令和２年度上富良野町の簡易水道事業特別会計の

補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億５,０９５万円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の追加は、「第２表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

５款町債３３０万円。

歳入合計３３０万円。

２、歳出。

１款衛生費３３０万円。

歳出合計３３０万円。

第２表、地方債補正についてですが、地方公営企

業法適用に関わる基本計画策定業務につきまして、

公営企業会計適用債が発行できることから限度額の

変更をするものであります。

２ページ以降の予算の事項別明細書の説明につき

ましては、既に御高覧いただいておりますことで、

説明を省略させていただきます。

以上で、議案第４号令和２年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の説明といたし

ます。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

いたします。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第４号令和２年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。

──────────────────

◎日程第７ 議案第５号

○議長（村上和子君） 日程第７ 議案第５号令和

２年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第５号令和２年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の要旨

について御説明申し上げます。

内容につきましては、先ほど議決いただきました

議案第４号令和２年度上富良野町簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）と同じ内容であります。地

方公営企業法適用に係る基本計画策定に係る所要の

補正を行うものです。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第５号令和２年度上富良野町公共下水道事業

特別会計補正予算（第２号）。
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令和２年度上富良野町の公共下水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ４億７５６万３,０００円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

地方債の補正。

第２条、地方債の追加は、「第２表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

７款町債３３０万円。

歳入合計３３０万円。

２、歳出。

１款下水道事業費３３０万円。

歳出合計３３０万円。

第２表の地方債補正についてですが、先ほど議決

いただきました議案第４号令和２年度上富良野町簡

易水道事業特別会計補正予算（第２号）と同様に、

地方公営企業法適用に関わります基本計画策定業務

につきまして、公共企業会計適用債が発行できるこ

とから限度額を変更するものであります。

２ページ以降の予算の事項別明細書の説明につき

ましては、既に御高覧いただいておりますことで、

説明を省略させていただきます。

以上で、議案第５号令和２年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の説明といた

します。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第５号令和２年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり可決されました。

──────────────────

◎日程第８ 議案第６号

○議長（村上和子君） 日程第８ 議案第６号令和

２年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号）

を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町立病院事務長。

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま上程い

ただきました議案第６号令和２年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第２号）につきまして、提案の

要旨を御説明させていただきます。

補正の概要ですが、まず１点目は、国の新型コロ

ナウイルス感染症緊急包括支援事業を活用しまし

て、病院内の感染予防対策のための経費の増額補正

です。

２点目は、本定例会にて条例改正を上程している

ところですが、新型コロナウイルス感染症患者もし

くはその疑いのある患者等の処置に従事した職員に

対して、特殊勤務手当として防疫等作業手当を支給

することとしたため、所要の補正をお願いするとこ

ろです。

次に、３点目は、ラベンダーの里ふるさと応援寄

附を２名の方より４０万円を賜りましたので、一般

会計の出資金を受けまして、建設改良費、什器備品

の整備に当てるため同額の増額補正をお願いするも

のです。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。

議案第６号令和２年度上富良野町病院事業会計補

正予算（第２号）。

総則。

第１条、令和２年度上富良野町の病院事業会計の

補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

収益的収入及び支出。

予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。

補正予定額のみ申し上げます。

収入。

第１款病院事業収益６６０万円。

第２項医業外収益６６０万円。

支出。

第１款病院事業費用６６０万円。

第１項医業費用６６０万円。

資本的収入及び支出。

第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。
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収入。

第１款資本的収入１６０万円。

第１項出資金４０万円。

第２項補助金１２０万円。

支出。

第１款資本的支出１６０万円。

第２項建設改良費１６０万円。

議会の議決を経なければ流用することができない

経費。

第４条、予算第８条第１号中６億３,７７４万４,

０００円を６億４,１３４万４,０００円に改める。

次ページ以降につきましては説明を省略させてい

ただきます。

以上、議案第６号令和２年度上富良野町病院事業

会計補正予算（第２号）の説明とさせていただきま

す。

御審議いただきまして、議決賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第６号令和２年度上富良野町病院事

業会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決さ

れました。

──────────────────

◎日程第９ 議案第７号

○議長（村上和子君） 日程第９ 議案第７号平成

３１年度上富良野町水道事業会計未処分利益剰余金

の処分についてを議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第７号平成３１年度上富良野町水道

事業会計未処分利益剰余金の処分について御説明を

申し上げます。

本件は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に

基づき、利益剰余金の処分について議会の議決をい

ただくものであります。

未処分利益剰余金の処分については、後ほど上程

いたします議案第９号に添付してございます平成３

１年度水道事業会計決算報告書の４ページ上段の剰

余金計算書及び同じく４ページ下段の剰余金処分計

算書を御参照いただければと思います。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第７号平成３１年度上富良野町水道事業会計

未処分利益剰余金の処分について。

平成３１年度上富良野町水道事業会計未処分利益

剰余金を次により処分するため、地方公営企業法第

３２条第２項の規定により、議会の議決を求める。

記。

平成３１年度上富良野町水道事業会計未処分利益

剰余金６,２０４万８,０８０円のうち５,０００万

円を建設改良積立金に積立て、残余を繰り越すもの

とする。

以上で、議案第７号平成３１年度上富良野町水道

事業会計未処分利益剰余金の処分についての説明と

いたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第７号平成３１年度上富良野町水道

事業会計未処分利益剰余金の処分については、原案

のとおり可決されました。

それでは、暫時休憩といたします。

再開は４時５５分でございます。

───────────────

午後 ４時４１分 休憩

午後 ４時５５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。

──────────────────

◎日程第１０ 議案第８号及び

◎日程第１１ 議案第９号

○議長（村上和子君） 日程第１０ 議案第８号平

成３１年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定に

ついて、日程第１１ 議案第９号平成３１年度上富

良野町企業会計決算の認定についてを一括して議題



― 81 ―

といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

初めに、一般会計及び特別会計決算の認定につい

て説明を求めます。

会計管理者、及川光一君。

○会計管理者（及川光一君） ただいま上程いただ

きました議案第８号平成３１年度上富良野町各会計

歳入歳出決算の認定についての提案理由ついて御説

明を申し上げます。

地方自治法第２３３条第３項の規定によります各

会計別の決算書並びに同法第２３３条第５項の規定

によります決算における主要な施策の成果報告書、

さらに監査委員の審査に付し、その結果を記載して

あります審査意見書などを併せて御覧いただきたい

と思います。

それでは初めに、議案条文を朗読させていただ

き、その後、決算書により説明をさせていただきま

す。

議案第８号平成３１年度上富良野町各会計歳入歳

出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成

３１年度上富良野町一般会計、上富良野町国民健康

保険特別会計、上富良野町後期高齢者医療特別会

計、上富良野町介護保険特別会計、上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計、上富良野町簡易水道事

業特別会計及び上富良野町公共下水道事業特別会計

の歳入歳出決算を、別紙、監査委員の意見をつけ

て、議会の認定に付する。

令和２年９月１６日提出、上富良野町長向山富

夫。

それでは、厚い冊子の決算書を御用意いただきた

いと思います。

決算書の２ページ及び３ページをお開き願いま

す。

平成３１年度の各会計別収支総括表を記載してお

ります。この表におきまして、一般会計及び六つの

特別会計の決算の状況を御説明いたします。

まず、総括表の下段、合計の欄を御覧ください。

一般会計及び六つの特別会計を合わせまして、予

算額で１０８億８,８４０万８,０００円、調定額で

１０９億８,１０７万３,４３０円、収入済額で１０

６億９,４２３万６,６２８円、不納欠損額で５０万

５,３５０円、収入未済額で２億８,６３３万１,４

５２円、支出済額で１０２億４,３８１万９,４０９

円、差引残額は４億５,０４１万７,２１９円となっ

たところであります。

なお、総括表の右欄を御覧いただきたいと思いま

すが、ここには収支予算対比を記載しております。

まず、調定額に対する収入済額の割合は、調定対

比で９７.３９％、予算額に対する収入済額の割合

は、予算対比で９８.２２％、予算額に対する支出

済額の割合は、支出予算対比で９４.０８％になっ

たところであります。

次に、不納欠損額の欄、Ｄの欄を御覧願います。

一般会計におきましては、地方税法等の規定に基

づき、該当する町税の滞納繰り越し分で１６万７,

９９０円、町営住宅の住宅使用料で５万２４０円を

合わせて２１万８,２３０円を不納欠損処分したも

のであります。

次に、国民健康保険特別会計におきましては、該

当する保険税滞納分で２６万６６９円を欠損処分し

たものであります。

公共下水道事業特別会計におきましては、該当す

る下水道使用料１万２,６５１円を欠損処分したも

のであります。

介護保険特別会計におきましては、該当する保険

料１万３,８００円を欠損処分したものでありま

す。

簡易水道事業特別会計、ラベンダーハイツ事業特

別会計及び後期高齢者医療特別会計に不納欠損額は

ありませんでした。

次に、収入未済額の欄、Ｅの欄を御覧願います。

一般会計におきましては２億８,１９０万５１

円、この表では詳細まで記載しておりませんが、そ

の内訳として申し上げます。

町税におきまして、個人住民税、固定資産税、軽

自動車税で７８１万２,６５６円。使用料及び手数

料の町営住宅使用料で１１３万９,９９５円。国庫

支出金におきましては、農業費国庫補助金などで

８,０４８万６,０００円。道支出金におきまして

は、耕地費補助金で４,３４８万円。財産収入にお

きましては、その他町有建物貸付料で７万円。諸収

入におきましては、延滞金の１万１,４００円。町

債におきましては、農林業債などで１億４,８９０

万円でありました。

なお、一般会計におきます２億８,１９０万５１

円のうち国庫支出金、道支出金、町債合わせて２億

７,２８６万６,０００円につきましては、翌年度会

計、令和２年度会計への繰越明許費の収入未済額に

なるところであります。

次に、国民健康保険特別会計におきましては、一

般被保険者の保険税分で３６９万２,２９４円が収

入未済額であります。

次に、簡易水道事業特別会計におきましては、水

道使用料分の８,０９９円が収入未済額でありま

す。

次に、公共下水道事業特別会計におきましては、

下水道使用料分の７２万９,８０８円が収入未済額
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であります。

介護保険特別会計、ラベンダーハイツ事業特別会

計及び後期高齢者医療特別会計に収入未済額はあり

ませんでした。

なお、別冊で、決算書より少し薄目の冊子になり

ますが、表紙に、平成３１年度各会計主要施策の成

果報告書、歳入歳出決算書に関わる付属調書と記載

してあります冊子がありますが、そこの７９ページ

から８４ページに各会計収納内訳、収入未納調書、

欠損処分調書を記載しておりますので、後ほど御覧

いただきたいと思います。

決算書に戻りまして、次に、総括表の３ページを

御覧いただきたいと思います。

差引残額の欄、Ｇの欄について御説明いたしま

す。

一般会計には、翌年度、令和２年度会計へ繰り越

すべき財源として、繰越明許費繰越額があります。

その額を差し引いたものが実質収支額になるところ

であります。

一般会計で説明をさせていただきます。

決算書の７ページをお開き願います。

７ページには、一般会計の実質収支に関する調

書、ここでは、単位を千円単位で表しております。

歳入総額が７４億２３０万８,０００円、歳出総

額が７１億６,１３８万円、歳入から歳出を引きま

して差引残額２億４,０９２万８,０００円が令和２

年度へ繰り越す額となります。繰越明許費繰越額が

４６５万円ありますので、平成３１年度単年度とし

ての実質収支額は、繰越明許費繰越額を差し引いた

２億３,６２７万８,０００円が平成３１年度の一般

会計の単年度実質収支額となり、令和２年度の繰越

金の額となっております。

以下、六つの特別会計におきましても一般会計と

同様に、実質収支に関する調書及び事項別明細書に

ついて、それぞれ決算書に記載してございますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。

参考までに、決算書に記載しています各会計それ

ぞれの実質収支に関する調書、また、歳入歳出事項

別明細書につきましては、地方自治法施行令第１６

６条第２項に基づきます説明資料としての取扱いに

なりますので、御了承をお願いしたいと思います。

次に、財産関係について御説明をさせていただき

ます。

決算書の３３９ページ、かなり後ろのほうになり

ますが、財産に関する調書をお願いいたします。

１枚めくりまして、３４１ページは、公有財産、

土地と建物の調書になります。ここの表の区分です

が、表頭に土地と建物、表側に行政財産、普通財産

ということで表しております。

土地におきましての年度中の増減ですが、まず、

普通財産、その他の施設の欄の１万９,０８５平米

につきましては、行政財産、学校の欄に同じ地籍を

移動、また、行政財産の公営住宅の地籍１０平米に

つきましては、減少の錯誤訂正をしております。

建物につきましては、３１年度中の移動増減はあ

りませんでした。

次に、３４２ページの有価証券及び出資による権

利は前年度と同額で、増減はありませんでした。

次に、３４３ページの物品ですが、車両の保有状

況を表しております。小型貨物車、建設車両とマイ

クロバス、十勝岳線利用のバスになりますが、それ

ぞれ１台を更新しております。全体の車両保有台数

７７台に変更はありませんでした。

次に、３４４ページと３４５ページの基金を御覧

願います。

平成３１年度におきましては、新たに一般会計に

おいて森林環境譲与税基金と特定防衛施設周辺環境

整備調整交付金事業基金の二つを加え、一般会計、

特別会計合わせて１４の基金と北海道備荒資金組合

基金を保有しております。合計欄の２５億１,０６

２万４,４１１円が令和２年５月３１日現在の基金

保有額になり、３１年度中におきましては２億２７

９万３,５３１円の増加でありました。北海道備荒

資金組合基金につきましては、年度中の増加額が１

５２万５,４６１円、取崩額は１,０００万円で、年

度末現在額は２億１,５６３万２,２９６円でありま

した。

以上が財産に関する状況でございます。

以上、概要説明を申し上げまして、平成３１年度

上富良野町各会計歳入歳出決算の認定についての御

説明とさせていただきます。

御審議を賜り、御承認くださますようよろしくお

願い申し上げます。

○議長（村上和子君） 次に、企業会計決算の認定

について説明を求めます。

町立病院事務長。

○町立病院事務長（北川徳幸君） 続きまして、議

案第９号平成３１年度上富良野町企業会計決算の認

定の件について、議案の朗読をもって説明とさせて

いただきます。

議案第９号平成３１年度上富良野町企業会計決算

の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平

成３１年度上富良野町病院事業会計及び上富良野町

水道事業会計の決算を、別紙、監査委員の意見をつ

けて議会の認定に付する。

では初めに、病院事業会計の決算の概要につきま

して御説明申し上げます。
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平成３１年度病院事業会計決算報告書を御覧くだ

さい。

７ページをお開き願います。

平成３１年度上富良野町病院事業報告書。

以下、１、概要。

(１)総括事項の概要を御説明申し上げます。

平成３１年度の町立病院の運営は、公的医療機関

としての使命である町民の福祉向上と健康管理に寄

与すべく診療体制の充実を図るため、旭川医科大学

や富良野協会病院からの専門医の派遣を受けまし

て、身近な医療機関として、救急医療、急性期医

療、感染症対策、予防医療を担ってまいりました。

また、併設の介護療養型老人保健施設とともに、

住民の医療と介護のニーズの把握に努め、安全で安

心な医療の提供と質の高い高齢者福祉の充実を図

り、御利用される方々から深く信頼されるよう努め

てまいりました。

また、令和７年度までの新病院建設に向けまして

は、地域医療構想に資するよう検討いたしまして、

北海道と協議を進める中で、着実に進めてまいって

いきたいと思います。

次に、患者数と利用者数の状況では、入院、入所

者数は、一般病床７,１９９人、介護療養型老人保

健施設９,２７３人となり、合計で１万６,４７２人

となりました。外来患者数は２万２,９８２人で、

入院、入所者数と外来患者数の合計は３万９,４５

４人、前年対比１,５８３人の減となりました。

次に、収益的収支についてですが、病院事業の収

益総額は８億２,９５８万７,４５３円、また、費用

総額で８億９,３８７万３,３６３円となりまして、

この結果、収益的収支は６,２４８万５,９１０円の

当年度純損失となりました。

なお、収益的収支については、１７ページ以降の

収益費用明細書との整合性を図るため、消費税を含

まない数字となっております。

次に、資本的収支についてですが、収入支出総額

はそれぞれ２,２５３万３,３２６円で、収入内訳

は、町からの出資金と医事コンピューターシステム

（データ提出）購入のための企業債、医療機器整備

のための防衛省調整交付金で、支出の内訳は、企業

債の償還金と建設改良費で、医事コンピューターシ

ステム（データ提出）購入及び医療機器の整備とし

て、除細動器、自動グリコヘモグロビン分析計、低

周波治療器などの更新等により診療体制の整備を実

施してまいりました。

また、看護師の人材確保のため、１名分の奨学金

の貸付けを実施いたしました。

続きまして、決算額を申し上げます。すいません

けれども、戻っていただきまして、１ページ、２

ページをお開き願いたいと思います。

平成３１年度上富良野町病院事業決算報告書。

以下、款ごとの決算額のみ申し上げます。

(１)収益的収入及び支出。

収入。

第１款病院事業収益８億３,３１２万４,１０３

円。

支出。

第１款病院事業費用９億４９５万９,４６６円。

(２)資本的収入及び支出。

収入。

第１款資本的収入２,２５３万３,３２６円。

支出。

第１款資本的支出２,２５３万３,３２６円。

３ページ以降の各種財務諸表などにつきまして

は、御高覧いただいているものといたしまして、説

明を省略させていただきます。

以上、平成３１年度病院事業会計決算の概要の説

明とさせていただきます。

御審議賜りまして、御認定くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） 次に、建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） 続きまして、平成

３１年度水道事業会計決算の概要について説明申し

上げます。

平成３１年度水道事業会計決算報告書の７ページ

をお開きください。

平成３１年度上富良野町水道事業報告書。

本事業は、町民が健康な生活を持続していくため

に必要とされる安全で安心な水道水の安定供給を開

始して以来４７年が経過いたしました。

当年度の決算状況については、収益的収支におい

て、収入１億５,８７８万３,２７７円、支出１億

２,５９２万９,６３５円であり、純利益３,２８５

万３,６４２円で決算することができました。

なお、収益的収支については、１１ページ以降の

費用明細書との整合を図るため、消費税を含まない

数字となっておりますので、御承知ください。

次に、資本的収支では、収入５,００３万６,４５

６円、支出１億３６８万５,７７３円で、不足する

額５,３６４万９,３１７円については、過年度分損

益勘定留保資金５,００２万２,８１６円、当年度分

損益勘定留保資金３６２万６,５０１円で補塡し、

事業の推進を図ってまいりました。

本年度の収支も黒字決算となりましたが、町内人

口の推移と節水意識の高まりや飲料水嗜好の多様化

が進み、使用水量は減少傾向にありますが、受益者

負担の原則を堅持するとともに、コンビニ納入など

納入方法の利便性を図り、公営企業として健全な経



― 84 ―

営に努め、漏水対策や老朽管の更新等維持管理に万

全を期し、安全で安心な良質な水道水の安定供給に

努めてまいります。

次に、決算額を申し上げます。

戻っていただきまして、１ページ、２ページをお

開きください。

平成３１年度上富良野町水道事業会計決算報告

書。

以下、款ごとの決算額のみを申し上げます。

（１）収益的収入及び支出。

収入。

第１款水道事業収益１億７,０８５万１,１６０

円。

支出。

第１款水道事業費用１億３,２４３万７,４０８

円。

（２）資本的収入及び支出。

収入。

第１款資本的収入５,００３万６,４５６円。

支出。

第１款資本的支出１億３６８万５,７７３円。

さきに概要報告でもお示ししましたが、表下の記

載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額５,３６４万９,３１７円につきましては、

過年度分損益勘定留保資金５,００２万２,８１６

円、当年度分損益勘定留保資金３６２万６,５０１

円で補塡しております。

３ページ以降の各種財務諸表などにつきまして

は、御高覧いただいているものとしまして、説明を

省略させていただきます。

なお、監査委員の審査に付し、その結果を記載し

てあります審査意見書を併せて御高覧いただきたい

と思います。

以上で、上富良野町水道事業会計決算の概要の説

明とさせていただきます。

御審議賜りまして、御承認くださいますようお願

い申し上げます。

──────────────────

◎決算特別委員会の設置について

○議長（村上和子君） お諮りいたします。

ただいま議題となっています議案第８号平成３１

年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定につい

て、議案第９号平成３１年度上富良野町企業会計決

算の認定については、なお十分な審議を要するの

で、議長及び議員のうちから選任された監査委員を

除く１２名の委員をもって構成する決算特別委員会

を設置し、地方自治法第９８条第１項の検査権を委

任の上、議会閉会中の継続審査とすることにいたし

たいと思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、本件は、１２名の委員をもって構成する

決算特別委員会を設置し、地方自治法第９８条第１

項の検査権を委任の上、議会閉会中の継続審査とす

ることに決定いたしました。

──────────────────

◎日程第１２ 議案第１０号

○議長（村上和子君） 日程第１２ 議案第１０号

上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号上富良野町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例につきまして、提案の要

旨を御説明申し上げます。

本件は、新型コロナウイルス感染症に対する有効

な予防策が確立されていない現状において、医療・

介護等のサービスを提供する際、新型コロナウイル

ス感染症により生じた事態に対応する職員に対し、

人事院規則を参考とし、防疫等作業手当を支給する

ことができるよう給与条例の一部を改正しようとす

るものであります。

改正の主な内容についてでありますが、１点目

は、新型コロナウイルス感染症に対し、緊急に行わ

れた処置に係る作業に従事した場合には、防疫等作

業手当について、特殊勤務手当の特例として支給で

きる規定を追加するものであります。

２点目は、手当額を日額３,０００円とし、新型

コロナウイルス感染症の患者もしくはその疑いのあ

る方の身体への接触や長時間にわたり接して行う作

業に従事した場合は日額４,０００円と定めるもの

であります。

以下、議案を朗読し、御説明といたします。

議案第１０号を御覧ください。

議案第１０号上富良野町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例。

上富良野町職員の給与に関する条例（昭和３５年

上富良野町条例第１６号）の一部を次のように改正

する。

附則に次の２項を加える。

第７項、第１１条及び別表第５の規定に関わら

ず、町長が特に必要があると認めたときは、職員が

新型コロナウイルス感染症（新型コロナウイルス感

染症を指定感染症として定める等の政令。（令和２

年政令第１１号）第１条に規定する新型コロナウイ

ルス感染症をいう。以下同じ。）から町民等の生命

及び健康を保護するために緊急に行われた措置に係
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る作業に従事したときは、防疫等作業手当を支給す

る。この場合において、別表第５（防疫等作業手当

に係る部分に限る。）の規定は適用しない。

第８項、前項に規定する手当の額は、作業に従事

した日１日につき３,０００円（新型コロナウイル

ス感染症の患者もしくはその疑いのある者の身体に

接触して又はこれらの者に長時間にわたり接して行

う作業に従事した場合にあっては４,０００円）と

する。

附則。

この条例は、令和２年１０月１日から施行する。

以上で、議案第１０号上富良野町職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の説明といたしま

す。

御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１０号上富良野町職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例は、原案のとおり可

決されました。

──────────────────

◎日程第１３ 議案第１１号

○議長（村上和子君） 日程第１３ 議案第１１号

上富良野町乗合自動車の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（宮下正美君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号上富良野町乗合自動車の設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例につきま

して、提案の要旨を御説明申し上げます。

本件は、町が設置しております町営バス十勝岳線

の停留所の名称のうち、「小玉外科」としている箇

所について、既に当該医院が閉院していることか

ら、新たな停留所名に変更するため、当該条例の一

部を改正しようとするものであります。

改正の内容についてでありますが、現行「小玉外

科」として停留所の名称を新たに「日の出公園前」

とするものであります。

なお、当該停留所名称変更の件については、８月

１９日に開催した上富良野町地域公共交通会議の中

で御了承いただいております。

以下、議案を朗読し、御説明といたします。

議案第１１号を御覧ください。

議案第１１号上富良野町乗合自動車の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例。

上富良野町乗合自動車の設置及び管理に関する条

例（昭和４６年上富良野町条例第８号）の一部を次

のように改正する。

別表１中「小玉外科」を「日の出公園前」に改め

る。

附則。

この条例は、公布の日から施行する。

以上で、議案第１１号上富良野町乗合自動車の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の説

明といたします。

御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１１号上富良野町乗合自動車の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例は、

原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１４ 議案第１２号

○議長（村上和子君） 日程第１４ 議案第１２号

上富良野町都市公園条例の一部を改正する条例を議

題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（狩野寿志君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号上富良野町都市公園条例の

一部を改正する条例につきまして御説明申し上げま

す。

本件につきましては、日の出公園におきまして、

園内にラベンダー園、キャンプ場、スキー場など、

１年を通じてイベント広場を有し、四季を通じて町

民の憩いの場として、また、町の観光拠点として多
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くの方々に利用されておりますが、駐車場が狭隘の

ため、観光シーズンを初めイベント開催時には来場

者に不便をかけていることから、同公園のエントラ

ンスゾーン、イベント広場と隣接する民地を購入

し、駐車場を拡張することから、施設概要に関しま

して、上富良野町都市公園条例の一部改正を行うも

のであります。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。

議案第１２号を御覧ください。

議案第１２号上富良野町都市公園条例の一部を改

正する条例。

上富良野町都市公園条例（昭和４３年上富良野町

条例第１５号）の一部を次のように改正する。

別表（１）日の出公園の項中「２０.８」を「２

２.３」に改める。

附則。

この条例は、公布の日から施行する。

以上で、議案第１２号上富良野町都市公園条例の

一部を改正する条例についての説明といたします。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

御質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１２号上富良野町都市公園条例の

一部を改正する条例は、原案のとおり可決されまし

た。

──────────────────

◎日程第１５ 議案第１３号

◎日程第１６ 議案第１４号及び

◎日程第１７ 議案第１５号

○議長（村上和子君） 日程第１５ 議案第１３号

上富良野町市町村職員退職手当組合規約の変更につ

いて、日程第１６ 議案第１４号北海道町村議会議

員公務災害補償等組合規約の変更について、日程第

１７ 議案第１５号北海道市町村総合事務組合規約

の変更については、一括して提出者から提案理由の

説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（宮下正美君） ただいま一括上程いた

だきました議案第１３号北海道市町村職員退職手当

組合規約の変更について、議案第１４号北海道町村

議会議員公務災害補償等組合規約の変更について及

び議案第１５号北海道市町村総合事務組合規約の変

更について、一括して提案の要旨を御説明申し上げ

ます。

北海道町村議会議員公務災害補償等組合及び北海

道市町村総合事務組合の構成団体において、令和元

年７月３１日付をもって解散した札幌広域圏組合並

びに北海道市町村職員退職手当組合を加えた当該３

組合の構成団体において、令和２年３月３１日付を

もって解散した山越郡衛生処理組合、令和２年９月

３０日付をもって解散を予定している奈井江、浦臼

町学校給食組合の３団体が構成団体から脱退となる

ことに伴い、それぞれの組合規約別表中、解散脱退

した団体の名称を削る改正を行うことについて協議

するため、本議案を提出するものであります。

以上で、議案第１３号北海道市町村職員退職手当

組合規約の変更について、議案第１４号北海道町村

議会議員公務災害補償等組合規約の変更について及

び議案第１５号北海道市町村総合事務組合規約の変

更についての説明といたします。

御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、議案第１３号、議案第１４号、議案第

１５号について、一括して審議に入ります。

御質問ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略して、直ちに議案ごとに採決いたした

いと思います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

最初に、議案第１３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１３号北海道市町村職員退職手当

組合規約の変更については、原案のとおり可決され

ました。

次に、議案第１４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。
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よって、議案第１４号北海道町村議会議員公務災

害補償等組合規約の変更については、原案のとおり

可決されました。

次に、議案第１５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１５号北海道市町村総合事務組合

規約の変更については、原案のとおり可決されまし

た。

暫時休憩といたします。

───────────────

午後 ５時３８分 休憩

午後 ５時３８分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

──────────────────

◎日程第１８ 議案第１６号

○議長（村上和子君） 日程第１８ 議案第１６号

教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長、向山富夫君。

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た議案第１６号教育委員会委員の任命につきまし

て、提案の理由を御説明させていただきます。

現在、教育委員４期目を務めていただいておりま

した菅野博和氏が９月末の任期満了をもちまして退

任されますことから、このたび新たな教育委員を選

任するため、ここに林憲億氏を任命いたしたく御提

案させていただくものであります。

林氏につきましては、人格、識見ともに優れた方

でありまして、教育委員としての適任者であり、こ

れまでの経験を本町の教育行政に生かしていただき

たく、議会の同意をお願いするものであります。

なお、林氏の経歴等につきましては、既に配付さ

せていただいておりますので、御高覧を賜り、参考

としていただければと存じます。

以下、議案を朗読して、御提案させていただきま

す。

議案第１６号教育委員会委員の任命について。

上富良野町教育委員会委員に、次の者を任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４条第２項の規定により、議会の同意を求める。

記。

住所、上富良野町■■■■■■■■■■。

氏名、林憲億。■■■■■■■■■■生まれ。

以上でございます。

御審議賜りまして、御同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

本件は、先例により討論を省略し、直ちに採決を

いたしたいと思います。これに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

これより、議案第１６号を採決いたします。

議案第１６号は、原案のとおり任命に同意する方

は御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１６号教育委員会委員の任命につ

いては、原案のとおり任命について同意することに

決定しました。

──────────────────

◎日程第１９ 発議案第１号

○議長（村上和子君） 日程第１９ 発議案第１号

議員派遣についてを議題といたします。

提出者から趣旨説明を求めます。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ただいま上程されました発

議案第１号議員派遣について、朗読をもって説明に

代えさせていただきます。

発議案第１号議員派遣について。

上記議案を次のとおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出する。

令和２年９月１６日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、米沢義英。

賛成者、上富良野町議会議員、中瀬実、同じく上

富良野町議会議員、佐川典子。

議員派遣について、次のとおり、地方自治法第１

００条第１３項及び会議規則第１２９条の規定によ

り議員を派遣する。

記。

１、上川町村議会議長会主催の議員研修会。

（１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質

向上に資するため。

（２）派遣場所、鷹栖町。

（３）期間、令和２年１０月９日１日間。

（４）派遣議員、全議員１４名。
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２、富良野沿線市町村議会議員研修会。

（１）目的、分権時代に対応した議会議員の資質

向上に資するため。

（２）派遣場所、上富良野町。

（３）期間、令和２年１０月１９日１日間。

（４）派遣議員、全議員１４名です。

以上、提出させていただきます。よろしく御審議

のほどお願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって、趣旨説明を

終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第１号議員派遣については、原案

のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第２０ 発議案第２号

○議長（村上和子君） 日程第２０ 発議案第２号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の

急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見に

ついてを議題といたします。

提出者から趣旨説明を求めます。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ただいま上程いただきまし

た発議案第２号について、要旨を説明させていただ

きます。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政

の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見

について。

上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出する。

令和２年９月１６日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。

賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。

裏面を御覧ください。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政

の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見

書。

新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済

的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不

安が続いている中で、地方税・地方交付税等の一般

財源の激減が避けがたくなっている。

地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防

災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策な

ど喫緊の財政需要への対応を初め、長期化する感染

症対策にも迫られ、今後の地方財政は、かつてない

厳しい状況になることが予測される。

よって、国においては、令和３年度地方財政対策

及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現さ

れるよう強く要望する。

記。

１、地方の安定的な財政運営に必要な地方税・地

方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。

その際、臨時財政対策債が累積することのないよ

う、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確

保すること。

２、地方交付税については、引き続き財源保障機

能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を

確保すること。

３、令和２年度の地方税収が大幅に減収すること

が予測されることから、万全の減収補塡措置を講じ

るとともに、減収補塡債の対象となる項目について

も、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４、税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方

税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政

策税制については、積極的な整理合理化を図り、新

設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を

厳格に判断すること。

５、特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な

基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家

屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。また、

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じ

られていた特例措置は、本来国庫補助金等により対

応すべきものであり、今回限りの措置として、期限

の到来をもって確実に終了すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

令和２年９月１７日、北海道空知郡上富良野町議

会議長、村上和子。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、経済産業

大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣、まち・ひ

と・しごと創生担当大臣。

以上、要旨を説明しました。

御審議をいただき、お認めいただくようよろしく

お願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって、趣旨説明を

終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

討論を省略し、これより発議案第２号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第２号新型コロナウイルス感染症

の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財

源の確保を求める意見については、原案のとおり可

決されました。

──────────────────

◎日程第２１ 発議案第３号

○議長（村上和子君） 日程第２１ 発議案第３号

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見につ

いてを議題といたします。

提出者から趣旨説明を求めます。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ただいま上程いただきまし

た発議案第３号について要旨を説明いたします。

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見に

ついて。

上記議案を別記とおり、会議規則第１４条第２項

の規定により提出する。

令和２年９月１６日提出、上富良野町議会議長、

村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。

賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。

次の別紙を御覧ください。

国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見

書。

北海道は、豊かで美しい自然環境や広大な大地と

海に育まれた豊富で新鮮な食など、多様な魅力を有

しており、国内外より訪れる観光客の増加が続いて

いたが、今般の新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により、本道の経済は食産業や観光業、農林水産

業など幅広い分野において大きな打撃を受けてい

る。

今後は、感染抑制のための取組を継続しながら、

経済活動との両立を図ることや復興に向けた取組を

加速することが必要であり、そのためには、北海道

の強みである「食」や「観光」に関連する地域（生

産空間）が持つ潜在力が最大限発揮されるよう、生

産性の向上に資する高規格幹線道路ネットワークの

早期形成や機能向上が必要不可欠である。

また、本道は近年、豪雨、暴風雪、地震、津波な

どの自然災害に発生する交通障害、多発する交通事

故、道路施設の老朽化など、様々な課題を抱えてい

る。加えて、本州に比べ積雪寒冷の度合いが特に甚

だしく、除排雪等に要する費用も多額となってい

る。

こうした中、地方財政は依然として厳しい状況に

あることから、国と地方の適切な役割分担のもと、

道路整備・管理に必要な予算を安定的かつ継続的に

確保することが重要である。

よって、国においては、国土の根幹を成す高規格

道路から住民に最も密着した市町村道に至る道路網

の計画的・体系的整備の必要性や、新型コロナウイ

ルス収束後の物流・観光を初めとする経済活動の復

興における道路の重要性などを踏まえ、より一層の

道路整備の推進や管理の充実・強化が図られるよ

う、次の事項について特段の措置を講ずるように強

く要望する。

記。

１、長期安定的に道路整備・管理が進められるよ

う、新たな財源を創設するとともに、道路関係予算

は所要額を満額確保すること。

２、高規格道路については、着手済みの区間の早

期開通はもとより、未着手区間の早期着手及び暫定

２車線区間における４車線化といった機能向上を図

ること。

３、令和２年度までの限定的な措置となっている

「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対

策」を継続し、対象事業の範囲を拡充すること。ま

た、地方が国土強靱化地域計画に基づく事業を着実

に推進するため、必要な予算を確保するとともに、

緊急自然災害防止対策事業債等の継続を含めた地方

財政措置制度の充実を図ること。

４、道路施設の老朽化対策を推進するため、点

検・診断・補修などのメンテナンスサイクルを確立

し、予防安全を含む戦略的な維持管理・更新事業を

行うための技術的支援の充実を図るとともに、対策

予算を確保すること。

５、冬期交通における安全性の確保、通学路など

の交通安全対策、無電柱化の推進、安全で快適な自

転車利用環境の創出、北海道観光の発展に資する交

通ネットワークの形成など、地域の暮らしや経済活

動の復興を支える道路の整備や管理の充実を図るこ

と。

６、泊発電所周辺の道路は、複合災害発生時にお

ける避難道路としての機能も有していることから、

こうした道路の事業については、国の負担割合を引

き上げるとともに、早急な整備と適切な管理を図る

ための必要な予算を別枠で確保すること。

７、災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、

北海道開発局及び開発建設部の人員体制の維持・強

化を図ること。
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以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

令和２年９月１７日、北海道空知郡上富良野町議

会議長、村上和子。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣、国土強靱

化担当大臣。

以上、御審議いただき、お認めいただきますよう

よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって、趣旨説明を

終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

討論を省略し、これより発議案第３号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第３号国土強靱化に資する道路の

整備等に関する意見については、原案のとおり可決

されました。

──────────────────

◎日程第２２ 発議案第４号

○議長（村上和子君） 日程第２２ 発議案第４号

種苗法改正案の慎重な審議を求める意見についてを

議題といたします。

提出者から趣旨説明を求めます。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ただいま上程されました発

議案第４号について趣旨説明をさせていただきま

す。

種苗法改正案の慎重な審議を求める意見につい

て。

上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出する。

令和２年９月１６日提出、上富良野議会議長、村

上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、中瀬実。

賛成者、上富良野町議会議員、佐川典子。

裏面を御覧ください。

種苗法改正案の慎重な審議を求める意見書。

主要農産物種子法が平成３０年４月に廃止され、

国民の主要食糧である米や麦などの種子の安定供給

への不安感が払拭されない中で、本年の通常国会に

多くの懸念事項が内包する「種苗法の一部改正案」

が提出された。

種苗法の改正は、北海道の農業生産にも大きく関

わる案件として捉えており、近年、問題となってい

る我が国の優良品種の海外流出を法的に規制するこ

とは極めて重要である。その一方で、品種開発者の

育成者権利を高め、自家増殖を許諾制へと見直すこ

とにより、農業者の権利（自家増殖）が弱められ、

新たな費用負担が生じるなどの課題が山積してい

る。また、外資系種子会社を通じた海外流出への不

安も懸念されている。

こうした中で、種苗法改正案は、通常国会におい

て十分な審議が確保できず、今週開会予定の臨時国

会での継続審議となった。

このため、種苗法の改正に当たっては、廃止に

なった主要農作物種子法での役割を再考し、優良種

子の安全確保・安価供給の継続に向けた公的機関に

おける農作物種子の研究・開発の維持と地方財政措

置の位置づけを強化することなどが必要不可欠であ

る。

また、試験場などの公的機関が有する種苗の知見

の提供などは、民間企業による独占的な種子開発を

招き、利益優先による種子代の高騰などにも発展し

かねない。

ついては、種苗法改正案の審議に当たって、国民

の意見を幅広く聴取し、十分な時間をかけて丁寧な

議論を行い、農業者が将来にわたり安心して作付で

きるよう、慎重な取扱いを要望する。

記。

１、今回の改正案では、全ての登録品種の自家増

殖が許諾制となるため、企業への主要種子の独占や

許諾による事務作業の煩雑化、費用の増加などが見

込まれることから、農業者は安心して作付できる環

境を整えること。

２、主要農作物種子法において機能していた、都

道府県における地域の特性を生かした種子の研究・

開発などを、今までどおり国などの公的機関が責任

を持って進めるよう、従来行っている地方財政措置

を改正案に盛り込むこと。

３、外資系企業における地域ブランドなどの優良

な国産農産物の種子の海外流出を防止するための万

全な対策、制度を構築すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。

令和２年９月１７日、北海道空知郡上富良野町議

会議長、村上和子。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、財務大臣、農林水産大臣。

御審議いただき、お認めいただきますようよろし

くお願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって、趣旨説明を
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終わります。

これより、質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

討論を省略し、これより発議案第４号を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第４号種苗法改正案の慎重な審議

を求める意見については、原案のとおり可決されま

した。

──────────────────

◎日程第２３ 閉会中の継続調査

申出について

○議長（村上和子君） 日程第２３ 閉会中の継続

調査申出についてを議題といたします。

議会運営委員長並びに各常任委員長から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りいたします。

各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決定しました。

──────────────────

◎閉 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上をもって、本定例会に

付議された案件の審議は、全て終了いたしました。

これにて、令和２年第３回上富良野町議会定例会

を閉会といたします。

午後 ６時０７分 閉会



― 92 ―

上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

令和２年９月１７日

上富良野町議会議長 村 上 和 子

署 名 議 員 中 瀬 実

署 名 議 員 金 子 益 三
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